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Ⅰ　果樹類のウイルス病

　モモ（Peach，Prunus persica BATSCH.）

1．PEACH：YELLOW　VIRUS
別名　Chlorogenus persicae var. vulgare, Peach

Virus 1，Prunus Virus 1

　分布U・S・A・（マサチュセッツ，バージニア，南

北カロライナ，ミシガン，インディアナ，ケンタッキ

ー，テネシー，ニューハンプシャー，アイオワ，ミズ

リー，アーカンサス，テキサス，ネブラスカ，ミシシ

ッピー），カナダ（オンタリォ）

　寄主　モモ，ズバイモモ，アンズ，ヘントウ，スモ

モ， Prunus domestica, P. cerasifera, P. c. var.

atropuruprea, P. horulana, P. americana

　病徴　果実は早熟となり，皮は黄色で味は酸味を増

す。葉は小さくなり槌色して黄色となる。葉縁がまき

上り葉全体が下の方へさがる。幹のまわりから細い枝

が数多く上の方こむいている。

　伝染方法　芽接,接木,ヒロズヨコバイの一種 Plum

leaf hopper（Macropsis irimaculata）による。

　潜伏期間約3年。温室内では約40日

　検定方法　指標植物 Muir，Lovei1，Rio-Oso-Gem

等の実生，Elbert

2．　LITTLE　PEACHl　VIRUS

　別名  Chlorogenus persicae var.micrapersica,

Peach　Virus 3, Prunus Virus 1A

　分布　Peach　Yellowに同じ。

　寄主　モモ，アンズ，スモモの一種（Prunus do-

mestica, P. cerasifera, P. munsoniana）

　病徴　果実は小さく味がなく，晩熟となる。葉は黄

色又は暗緑色となり，ややこわばる。葉縁がやや上に

まき葉全体が下にさがる。枝は上に向かって短く延び

葉はむしろ多くつき，樹全体が小さくかたまった感じ

になる。

　伝染方法　芽接，接木（根，枝），ヒロズヨコバイの

一種 Plum　Ieaf　hopper による。

　潜伏期間　1～2年。温室内では2カ月以内

　検定方法　Peach　Yelow に準ずる。

　3． PEACH　ROSETTE　VIRUS

　別名　Peach Rosette，Peach　Virus 2，Prunus

Virus 2

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(アラバマ，南カロライナ，テネシ

ー，バージニア，ミズリー，オクラホマ，ケソタッキ

ー，イリノイ，インディアナ，カンサス，アーカンサ

ス）。

　寄主　モモ，アyズ，ヘントウ，スモモ，セイヨウ

ミザクラ，タバコ，トマト，ツルニチニチソウの一種，

Prunus angustifolia, P. insititia, P. pumila

　病徴　樹は枯死することが多い。花は小さくて実ら

ない。葉は黄色となり，周縁は下に向く。のち赤い斑

点ができて落葉する。枝は非常に短くて，下の方の葉

が落ちるために樹全体が房をかさねたようになる。

　伝染方法　接木。タバコ，トマト等へはネナシカズ

ラを通じて伝染する。

　潜伏期間　8～14日

検定方法　Peach Yellow に準ずる。
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4． RED SUTURE VIRUS

　別名　Peach　Virus 5,　Prunus Virus 4

　分布　 Ｕ.Ｓ.Ａ.(ミシガン，メリーランド）

　寄主　モモ，スモモ

　病徴　果実は縫合部が他の部分に比較して早く熟

し，この部分の色が時に濃い。船積にした時に縫合部

がわれることがある。樹の病徴は Peach Rosette に

似ている。

　伝染方法接木

　潜伏期間　1～1.5年

5． ROSETTE MOSAIC VIRUS
　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(ニューヨーク）

　寄主　モモ，スモモ類

　病徴　開葉がおくれる。葉の色がやや濃くなり，の

ちその上に，黄白色のモザイク病徴が生ずる。葉は変

形して，全体が波をうつたようになる。枝は短くなり

葉はむしろ多くつく。その他に樹全体が，こじんまり

と繁ってくる。

　伝染方法　接木，土壌伝染，オマルアブラムシの一

種 Black Peach Aphid（Anuraphis persicae-niger）

による。

　潜伏期間　1～2年。温室内では数週間。実生苗で

は12～16日

　検定方法　指標植物 Elbert

6.　PHONY　VIRUS
　別名　Nanus mirabilis，Peach Virus 4，Phony

Peach，Prunus Virus 3

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(バージニア，テネシー，アーカン

サス，オクラホマ，ミズリー，イリノイ，インディア

ナ，ケンタッキー，メリーランド，ぺンシルバニア）

　寄主　モモ，へントウ，アンズ，ウメ，サントウ，

Prunus angustifolia, P. mexicana, P. hortulana

　病徴　樹全体が萎縮し，葉の色がかわる。果実は小

さい。樹と根の組織中に斑点ができ，これは特に根に

著しい。25ccのメチルアルコールに塩酸を4～5滴た

らした液にこの根の切片を3～5分間つけると，斑点

が紫色に現われる。

　伝染方法　根接，媒介昆虫もある。

　潜伏期間　18カ月

　検定方法　Peach　Yellowに準ずる。

7． PEACH MOSAIC VIRUS
　別名　Flavimacula persicae, Marmor persicae,

Peach　Virus 6，Prunus Virus 5

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア，ユタ，アリゾナ，

ニユーメキシコ，オクラホマ，コロラド，アーカンサ

ス，テキサス），メキシコ

　寄主　モモ，ヘントウ，ズバイモモ，アンズ，スモ

モ，その他の Prunus属の植物

　病徴　春，節のつまった枝をだす。時々花弁がきけ

る。春には，葉はねじれ，黄白色のモザイクを生ず

る。夏は，病徴のはげしい部分に孔があき，他の部分

の病徴は消える。果実は小さく，形は不規則で売りも

のにならないo

　伝染方法　接木，芽接，虫媒伝染

　潜伏期間　14～42日。虫媒の場合，春～夏

　検定方法　指標植物 Elbert

8．X－DISEASE VIRUS
　別名　Carpophythola lacerans, Eastern X-dis-

ease，Marmor lacerans, Yellow-red disease Virus

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(コネチカット，マサチュセッツ，

ニユーヨーク，ミシガン，ペンシルバニア，イリノイ，

バーモント，インディアナ,メイン，ウィスコンシン，

ロードアイランド，オハイオ，ニューハンプシャー），

カナダ（オンタリオ）

　寄主　モモ，ズバイモモ，ヘントウ，ニワウメ，セ

イヨウミザクラ,Prunus persica var. atropurpurea,

P．munsonia，トマト，ニンジン，ツルニチニチソウ,

パセリ

　病徴　葉は異常なく出るが，まもなく葉の基部に黄

色の斑紋を生ずる。のち，葉の縁がうすくなって光沢

をもってくる。そして葉上に槌色した斑点が不規則に

現われ，赤色が黄色にかわる。のち，この部分に・孔が

あき，枝の下の方の葉が落ちる。果実は早熟となり，

雛があり，早く落ちる。味は苦く，種子は発芽しな

い。

　伝染方法　接木（芽，樹皮，穂），Leaf　hopper

(Scaphytopinus〔colanthanus〕 acutus）による。

　潜伏期間　3～6週間

　検定方法　指標植物 Elbert

9.  WESTERN X-DISEASE VIRUS

　別名　Buckskin virus of sweet and sour cherry，

choke-cherry disease virus，Red-leafed

　分布 Ｕ.Ｓ.Ａ.(ワシyトン，ユタ，オレゴン，アイ

ダホ，カリフオルニア，コロラド）

　寄主　モモ，ズバイモモ，セイヨウミザクラ，スミ

　セイヨウミザクラ，ユスラウメ，アンズ，スモモの

一種，Prunus risginiana,P. besseyi

　病徴　感染して2～3年目に枯死する。時に一本の
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樹で病徴のある枝と，外見は健全な枝とが混じて生ず

る。葉には不規則なエソが現われ，この部分に孔があ

く。残った部分には黄緑色又は赤い斑点，或いは条が

生じて病徴の現われた葉全体は遠くから見ると，黄褐

色に枯れたように見える。果実は搬が生じて早く落ち

る。

　伝染方法  接木，ヨコバイ類 （Colladonus gemi-

natus, Scaphytopins acutus, Kenonolla florii）

　潜伏期間　約6週間

　検定方法　指標植物 Elbert

10．YELLOW BUD MOSAIC VIRUS
　別名　Winters　peach　mosaic

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア）

　寄主　モモ，へントウ，アンズ，ウメ，ヤマブキ，

バラの一種，セイヨウミザクラ，Prunus lusitanica,

P．andersonii, P. cerasifera

　病徴　葉には葉脈に沿って青黄色の条が生じ，この

病斑がひどくなると，ここから葉がまがってくる。時

にはそこに孔があく。枝の下の方から落葉して，樹は

裸になる。芽は大きくならないで，黄色になり，時に

は枯死する。

　伝染方法　接木

　潜伏期間　3週間～数カ月

　検定方法　指標植物 Elbert

11．WART VIRUS
　別名　Galla verrucae, Prunivir verruca

　分布

ルニア，オレゴン)，カナダ

　寄主

種

　病徴

Ｕ.Ｓ.Ａ.(アイダホ，ワシントン，カリフォ

モモ，セイヨウミザクラの一種，スモモの一

果実はやや小さくて変形し，表面に多数のい

ぽができる。いぽの表面はなめらかであるが，下の方

にはゴム様物質がある。

　伝染方法　芽接，呼接

　潜伏期間　10カ月（9月～7月）

　検定方法 Peach yellow に準ずる。

12．PEACH MOTTLE VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(アイダホ，オレゴン）

　寄主　モモ，アンズ，セイヨウミザクラ，スミセイ

ヨウミザクラ，スモモの一種

　病徴　樹の生長が衰える。葉では葉脈に透明な部分

ができ，わずかに変形し葉縁がまく。芽は生長がおそ

く，時には枯死する。春によく病徴が現われ，のち部

分的に病徴が消える。

　伝染方法  芽接

　潜伏期間  約5カ月（秋～翌春）

　検定方法　指標植物 Elbert, Montmorency，Bing

13. MUIR PEACH DWARF VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア）

　寄主　モモ，ヘントウ，アンズ，スモモの一種，セ

イヨウミザクラ，Prunus cerasifera

　病徴　開葉が終った頃によく病徴が見える。葉が暗

緑色になって，樹がちぢこまり，幹の先の方から短い

枝が数多くでる。数年後にこの枝は枯れる。枝の節が

短くなるために花が一カ所にかたまって咲く。

　伝染方法接木

　潜伏期間　1年以内（冬～翌春）

　検定方法　指標植物 Muir

14． RING SPOT VIRUS

　別名 Annulus cerasol, Prunivir circummaculum

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.

　寄主　モモ，スモモ，スモモの一種，ウメ，アンズ,

ヘントウ，セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，

バラの一種，ユスラウメ，ヤマザクラの一種，リンゴ，

サントウ，Prunus americana, P. angustifolia,

P．munsoniana, P. pumila, P. verginiana, P.

fsemonii, P.cerasifera, P. mahaleb, P. rigiria-

na var. demissa, P. insititia, P. umbellata, P.

tangutida, P. bokhariensis

　病徴　品種によって病徴がことなり，感受性の品種

では，花，葉の身が枯死する。シーズンの終りでは枝の

生長点も枯死する。枯死しない枝では節又は枝のもと

の方に潰瘍を生ずる。葉は槌色してまるく輪になり，

輪紋を数多く生じ，ときにこれがエソになり，病徴の

激しいものでは，ここに孔があく。

　伝染方法　接木，種子伝染

　潜伏期間　先端の新葉で10日，成葉では3～4週間

　検定方法　指標植物 F.H.Hale

15． ASTEROID SPOT VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア，テキサス，北カ

ロライナ，オレゴン，ユタ，コロラド),メキシコ

　寄主　モモ，ズバイモモ，へントウ，アンズ，スモ

モ，スモモの一種，ウメ，アンズ（日本種）

　病徴　 8月に病徴がもっともよくでる。葉は暗緑色

で，小さな数多くの黄緑色の斑点が葉脈上にでき, そ

のために遠くから見ると，葉が黄緑色にみえる。のち

に葉は黄色に変わる。

　伝染方法  接木
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　潜伏期間　約8週間

　検定方法　指標植物 Elbert

16．PEACH NECROTIC LEAF SPOT VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(ミシガン，カリフオルニア）

　寄主　モモ，セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザ

クラ

　病徴　まだ開かない葉に光沢のある褐色の斑点を生

じ，葉が開くと，エソ性の斑点が現われる。普通は，

この斑点はまるく，のちにこの部分に孔があく。孔の

まわりはぎざぎざすることなくきれいである。病斑以

外の部分は健全で葉の色と同じである。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　野外では9～10カ月。温室で3～5週間

　検定方法　Peach　yellow に準ずる。

17．GOLDEN NET VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(アイダホ，ワシソトン）

　寄主　モモ，アソズ，スモモ

　病徴　葉脈が黄化して，葉にあたかも黄色の網をか

ぶせたようになる。樹の生長はさまたげられず，果実

の大きさ，形，色もかわらない。

　伝染方法  芽接

　潜伏期間　9～18カ月

　検定方法　指標植物 Elbert

18．PEACH CALICO VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(アイダホ，ワシントン）

　寄主　モモ，アソズ，セイヨウミザクラ，スモモの

一種，ヘントウ

　病徴　まず，まだ全開していない葉にモザイクを生

じ，のちに黄緑色の部分が拡がって，ついには光沢の

ある黄色か白色の斑紋になる。ついに緑色の部分は黄

色の中に島のようにちらばる。果実は小さく，果皮に

黄白色の斑紋が現われることがある。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　数ヵ月

　検定方法　指標植物 Elbert

19．WILLOW TWIG VIRUS
　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフォルニア）

　寄主　モモ，ズバイモモ

　病徴　冬の間に葉芽と花芽が落ち，その結果，春葉

ができるのが非常に少ない。枝は細くなり，枝の先か

ら枯れてくる。

　伝染方法　接木

　潜伏期間　3年以上

　検定方法　指標植物 F.H.Hale

20. PEACH BLOTCH VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.，カナダ（オンタリオ）

　寄主　モモ，スモモ，スモモの一種，アンズ，セイ

ヨウミザクラ，Prunus cerasifera, P. mahaleb

　病徴　葉脈上に青緑色か黄緑色の斑点が現われる。

形や大きさは種々で，数も多かったり，少なかったり

する。現在までのところ，花，果実，枝には病徴は現

われない。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間 数ヵ月

　検定方法　指標植物 Elbert

21. STUBBY-TWIG VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア）

　寄主　モモ，スモモ，ズバイモモ,アンズ，へントウ

　病徴　葉の萎黄が主で，小枝はずんぐりとする。果

実のなり方は少なくなる。

　伝染方法  芽接

　潜伏期間　不明

　ヘントウ　(Almond，Prunus amygadalis STOKES）

1． ALMOND CALICO VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア）

　寄主　へントウ，モモ，セイヨウミザクラ

　病徴　葉上にやや大きな黄色の病斑ができる。ただ

し，葉の大きさ，形は変わらない。

　伝染方法　接木

　潜伏期間　7週聞～19ヵ月

2． DRAKE ALMOND BUD FAILOURE

　VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア）

　寄主　へントウ

　病徴　葉および花の芽が枯れて生長せず，そのため

に枝が裸になる。節が短かくなり，先から枯れる。稀

に開いた葉はやや暗緑色で，かつ長く枝上では上に立

っている。おそく落葉する。花の数は少ないが，形，

大きさ，色は健全なものと同じである。果実も数は少

ないが色は変わらない。ただし，形が変形して，皮が

厚くやや凹凸がある。

　伝染方法　接木

　潜伏期間　2～3年

　検定方法　指標植物 Nonporeil

セイヨウミザクラ（Sweet Cherry，Prunus avium

L.）
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1． BUCKSKIN VIRUS

　別名　Red-leafed chokecherry disease virus

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(カリフオルニア）

　寄主　セイヨウミザクラ，モモ，スミセイヨウミザ

クラ，Prunus virginiana var.demissa

　病徴　はじめ病徴は一本の幹又は枝のみにでるが数

年後には樹全体に拡がる。果実は小さく円錐形でいっ

までも熟さない。健全な樹の果実が落ちても残ってい

る。果皮は光沢を失って，表面がざらざらし，いつま

でも黄色である。葉は青みがかった色になり，枝は先

の方から枯れる。夏の終りになると早く落葉する。こ

の時の葉の病徴は，主脈と葉縁に赤黄色の帯ができ

る。砧木によって多少病徴が異なる。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　温室内では2～数ケ月。野外では約5ヵ

月

　検定方法　指標植物 Bing

2． ALIBINO VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(オレゴソ）

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，

Prunus mahaleb

　病徴　開葉と同時に枝枯を生ずる。夏には葉は変形

し，色は青みのある黄緑色か，黄みのある緑色となり

葉縁は上にまく。夏の終りになると，枝の先から新し

い小さく萎縮した葉が生ずる。果実は小さくて，果皮

は色がつかず，白くて熟さない。一般には収穫時より

早く落葉するが，時にはおそい時もある。

　伝染方法接木

　潜伏期間　10カ月

　検定方法　指標植物 Bing

3． MOTTLE LEAF VIRUS

　別名　Marmor ceracae, M. cerasi, Prunus

Virus 7

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(ユタ，オレゴン，ワシントン，ア

イダホ，カリフオルニア，モンタナ，コロンビア),カ

ナダ，イギリス

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，

モモ

　病徴　Bing 又は Napoleon 品種が最も感受性であ

る。葉に槌緑色の斑紋が現われ，葉が曲がって細長くな

る。病徴が進むと，葉が裂けたり，孔があいたりして

そのまわりにエソを生ずる。果実は小さくて，熟期が

おくれ，味がないが，形は別に変わらない。樹は萎縮

する。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　温室内では約14日。野外では約1カ月

　検定方法　指標植物 Bing

4． LITTLIE CHERRY VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(ワシントン，アイダホ，ユタ，オ

レゴン),カナダ，英領コロンビア

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ

　病徴　病徴は果実のみに現われる。多数の果実がつ

く。はじめのうちは，普通に生育するが，しばらくす

ると生長が止まり，熟期がおくれる。大きさは約1/2

で，色がうすく，光沢がなく，味と甘味がない。ある

Prunus　では葉に病徴が表われるという。

　伝染方法　芽接

　潜伏期間　夏～翌年

　検定方法 指標植物 Lambert，Van，Sam

5．RUSTY MOTTLE VIRUS
　別名　Marmor rubiginosum，Severe rusty mottle

virus

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(オレゴン，ユタ，ワシントン),カ

ナダ，イギリス

　寄主　モモ，セイヨウミザクラ

　病徴　開花後4～5週間で古い葉に槌緑色の斑紋が

表われる。葉の色は落葉前の色，即ち，光沢のある黄

色又は赤色となりところどころ島のように緑色部がの

こる。葉の表面はざらざらして鋸病のようになる。果

実は小さくなって熟期がおくれ，且つ味がない。しか

し形は別に変わらない。

　伝染方法　接木（枝，根）

　潜伏期間　3カ月

　検定方法　指標植物 Bing，Mazzard　F12/1

6． MILD RUSTY MOTTLE VIRUS

　分布　Ｕ.Ｓ.Ａ.(オレゴン，ワシントン，アイダホ）

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，

モモ，スモモの一種， ヤマザクラの一種，Prunus

mahaleb, P. viginiana var. demissa, Osmaronia

cerasiformis

　病徴　罹病している樹は遠くから見てもわかる。即

ち，樹全体が黄緑色に見える。葉は夏には，ざらざら

して青緑色になる。樹は枝枯を生じ，葉が少なく，生

長がおそくなる。感染のはじめは，或る枝のみが発病

するが，後には樹全体に拡がる。葉の病徴は，春のは

じめには出ないで，5～6月頃にではじめる。しかし

この病徴も碩葉には現われず，ある程度生長した葉に

生ずる。葉上には，ややまるい斑点ができる。この斑
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点の中は黄色であるが，のちに青銅色又は赤色にな

る。中心部より斑点の周囲の方が色がうすい。

　伝染方法芽接

　潜伏期間　10－12カ月

　検出方法　指標植物Bing

7．　NECROTIC　RUSTY　MOTTLE　VIRUS

　分布　U・S・A・（カリフオルニア，ワシソトン，オ

レゴy，ユタ）

　寄主　セイヨウミザクラ，モモ，スモモの一種，スミ

セイヨウミザクランP7鰯郷∂」7塵勉催召∂βグ．46加3脇

　病徴　まず開葉と開花がおくれ，花が咲いてもすぐ

落ちる。葉の病徴は，生長した葉に突然出る。はじめ

褐色のエソ斑点が種々の形で葉上に拡がり，後，葉全

体が黄緑色になって，エソ斑点が拡がり，落葉する。こ

れは収穫期の2～3週間前にあたる。残っている葉は

ざらざらした感じになる。時には枝の下の方の芽が棺

死するので・上の方の葉しか残っていないことがある。

古い枝は枯死して幹又は枝の下の方に潰瘍を生ずる。

　伝染方法芽接

　潜伏期間　8～9カ月（8，9月～翌春）

　検定方法　指標植物Lambert

l8．LIAMBERT　MOTTLE　VIRUS
　分布　カナダ，英領コロンビア

　寄主　セイヨウミザクラ

　病徴　Lambert品種によくでる。枝の先の芽が枯死

する。生育した葉の葉脈の間に，黄色の斑点ができ

る。果実は非常に小さくて熟さない。色，形は健全の

ものにくらべて変わらない。果梗は短くて曲がってい

る。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　2～3年

　検定方法　指標植物Lambert

lg．SMALL　BITTER　CHERRY　VIRUS
　分布　英領コロンビア，カナダ

　寄主　セイヨウミザクラ

　病徴　収穫期に最もよく診断できる。普通の大きさ

の果実と非常に小さな果実とが，同じところからで

る。大きいのは，味，色，形，ともに変わらないが，

．小さいのは，色がわるく，どぶ川のような臭がする。

この果実を枝に残しておくと，苦味は消えて醸酵した

．ような味になる。

　伝染方法接木

　潜伏期間約8年

　』検定方法　指標植物Bing

10．TWISTED：LEAF　VIRUS

　分布　U・S。A・（ワシントン，オレゴン），カナダ，

英領コロンビア

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，

モモ

　病徴　枝の節が短くなって萎縮し，特に側枝に著し

い。従って花と葉がかたまって生ずる。主脈及び葉柄

が突然ねじれ，葉は左右対称でなくなる。病徴がすす

むとますます葉の変形が目立ち，葉脈にエソが生じ，

小さな黄色の斑点が葉一面にちらばってできる。この

黄色の斑点は中心が褐色である。果実は変形して果梗

にエソカ～できる。

　伝染方法　接木，芽接

　潜伏期間　約2カ月

　検定方法　指標植物Bing

11．RASP：LEAF　VIRUS
　別名Eckelrade　disease，Leaf　enation，Pfeffinger－

krankheit，Ruffled　Ieaf

　分布　U。S・A・（カリフオルニア，コロラド，アイ

ダホ，モンタナ，ワシyトソ，ユタ），カナダ，イギリ

ス，英領コロソビア，スイス，ドイツ

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ

　病徴　葉の裏面に．イボ状突起を生ずる。葉の表面は

へこみ，粗となり，色はうすくなる。はげしく感染し

たときは，葉は小さく，細く，ねじれる。生育は阻止

し，収量は減少する。

　伝染方法　接木，芽接

　潜伏期間　9カ月～2年

　検定方法　指標植物Bing，Nαpoleon

12．BLACK　CA：NKER　VIRUS

　分布　U・S・A・（オレゴン，ワシントン）・カナダ，

英領コロンビア

　寄主　セイヨウミザクラ

　病徴　若い小枝に潰瘍ができる。まず，樹皮がふく

れて縦に裂け，ここに黒い潰瘍ができる。時によると

枝枯を起こす。葉および果実の病徴はない。

　伝染方法接木

　潜伏期間　2年

　検定方法　指標植物ROyal　am

13．CHERR’Y　RUGOSli】MlOSAIC　VIRUS

　別名　Cherry　mosaic1

分布

寄主

病徴

U。S．A。（カリフオルニア）

セイヨウミザクラ，へ：ソトウ

主脈と葉縁との間に槌緑色部ができ葉は変形
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して曲がる。時によると，小さな不規則な槌緑色の斑

点が葉脈に沿ってできる。6月から7月にかけて落葉

する。果実の収穫はやや減少し縫合部が平らで，形が

かくばっているo

　伝染方法接木

　潜伏期間　約1カ月（春～翌春）

　検定方法　指標植物Royal　ann，Mazzard　F12／1

14．　TATTER　LEAF　VIRU’S

　別名　Cherry　ringspot　virus，Necrotic　Ringspot

Virus　of　Sour　Cherry，Tatter－1eaf　Virus　of　Sweet

Cherry

　分布　U．S。A・（ニューヨーク，ワシ》／トン，オレ

ゴン），カナダ（オンタリオ），イギリス

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，

モモ，スモモ，スモモの一種，Prunus mahal
eb
　病徴　春先に褐色の病斑が脈間に現われ，これが円

形ヌ．は同心円になってエソを生じ，時によると孔があ

く。又黄緑色の斑紋を生ずることがある。春早くでた

葉には夏中病徴があるが，おそく開いた葉には病徴は

軽くなる。全体に，病徴は年々軽くなる傾向がある。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　野外で1カ月。温室内で2～3週間。

　検定方法指標植物Bing，Mazzard　F12／、

15．WESTER：N　X－LITTLE　CHERR’Y　VIRUS

　分布　U・S。A。

　寄主　セイヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ

　病徴　葉がまいて輪をつくる。葉の色が黄色になり

葉縁又は頂葉にエソができる。樹全体が萎縮し，果実

は小さくて熟さない。

　伝染方法　ヨコバイ類（Colladomus geminatus）

　潜伏期間　不明

　検定方法　指標植物Bing，Mahaleb

6．PINTO　LIEAF　VIRUS
　別名　Marmor pintofolinm

　分布　U．S。A・（オレゴソ，ワシントン）

　寄主　バラの一種，セイヨウミザクラ，スミセイヨ

ウミザクラ，スモモの一種，アソズ，リ：ソゴ，ナシ’

　病徴　青緑色又は黄色の斑紋が葉上に生じすぐにこ

れが，白黄色又は白色に変わる。幹の先の枝の葉の病

徴はシーズンの終りにならないと現われない。樹全体

はやや萎縮する。果実はMottle　leafに感染した時と

同じように色も味もわるい。

　伝染方法芽接

　潜伏期間　約6カ月

　検定方法　指標植物ROyal　ann

17．M：ORA　VIRUS

　分布　U。S。A。

　寄主　セイヨウミザクラ

　病徴　枝の生長がとまる。葉が小さく輪になり葉上

に周囲のはっきりせぬ黄緑色の斑点ができる。果実は

熟期がおくれ，やせて色がわるい。

　伝染方法接木

　潜伏期間　不明

18．’YELLOW　MOSAIC　VIRUS

　検定方法　指標植物Mazzard　F12／1

1g．STECKLENBERG　DISEASE
　検定方法　指標植物Mazzard　F12／1

　スミセイヨウミザクラ　（Sour　cherry，Prunus
 
cerasus L。）

1．SOUR　CHERRY　YELLOW　VIRUS
　別名　Cherry　yellow　leaf，Virus　leaf　drop，Chl-

orogenus cerasae

　分布　U。S。A。（カリフオルニア，アイダホ，イソ

ディアナ，アイオワ，ミシガン，ミズリーンモソタナン

ニューヨーク，ニューハンプシャー，オレゴン，北カ

ロライナ，オハイオ，ウイスコンシソ，ペンシルバニ

ア，ユタ，ワシントン），カナダ（オンタリオ），英領

コロンビア

　寄主　スミセイヨウミザクラ，セイヨウミザクラ，

モモ，スモモ，スモモの一種，Prunus americana，

P．cerasifera, P. mahaleb, P. serotina, P. virgi
 
 

　病徴　Montmorency品種によくでる。葉片に黄緑

色の斑紋が現われる。のちこれが葉一面に拡がる。た

だし大きな葉脈に沿って緑色の帯が残る。早く落葉す

る。果実は大きくて質が良い。

　伝染方法　芽接，接木，Prunus mahaleb, P.cera-

sus（MontmOrency）は種子を通しても伝染する。昆

虫（7）

　検定方法　指標植物Montmorency，Shirofugen，

Kwanzan，　モモのPeach　yellowに準ずるほか，カ

ボチャ，キゥリ等

2．　GREEN　RING MOTTLIE　VIRUS

　分布　U。S。A．（ミシガン，ニューヨーク，ウイス

コソシソ），カナダ（オンタリオ），デソマーク

　寄主　スミセイヨウミザクラ，セイヨウミザクラ，

モモ
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　病徴　葉が黄化し，その上に緑色の斑紋，又は輪紋

が現われて，落葉する。

　伝染方法　芽接，種子伝染（？）

　潜伏期間　感染した翌春

　検定方法　指標植物Montmorency，Shirofugen，

Kwanzan，キュウリ

3．　PINT　FRUIT　VIRUS

　分布　U・S・A・（ワシントン）

　寄主　スミセイヨウミザクラ

　病徴　果実の収穫2週間前に最もよく病徴が現われ

る。形は小さく円錐形で，味は水っぽく苦い。色は黄

桃色を帯びた褐色になる。果肉に褐色のエソを生ず

る。早く落果する。樹全体の生長が悪くなる。

　伝染方法接木

　潜伏期間　メ外で15カ月

　検定方法　指標植物Montmorency，キユゥリ

4．　CHERRY　RINGSPOT　VIR’US

　別名　Necrotic　ring　spot，Tatter・1eaf　Virus　of

Sweet　cherry

　分布　U。S・A・（ニューヨーク，ミシガン，ウィス

コンシン，ペソシルバニア），カナダ（オンタリオ）

　寄主　スミセイヨウミザクラ，セイヨウミザクラ，

モモ，スモモ，アンズ，キュウリ，Prunus besseyi，

P．pumila，P．pensylvanica，P．virginiana，P・

cerasifera, P.mehaleb

　病徴　葉は小型で，黄緑色の斑点又は暗緑色の輪紋

がまず葉上に生ずる。これが水浸状になると共に・エソ

になり，孔があき，葉がぽろぽろになる。花梗は短

い。がく，花弁，果皮には葉と同じ病斑ができる。

　伝染方法　接木，種子伝染（Mazzard　cherry，P．

Mabaleb, P,percica

　潜伏期間　約5週聞

　検定方法　Sour　cherry　yellowに準ずる。その他

ユスラウメ。

　サクラの一種　（Oriental　flowering　cherry，

Prunus serrulata

1．　ROUGH　BARK　VIRUS

　別名　Prunus Virus 9, Rimocortium Kwan-

zani

　分布　U。S・A．（オレゴン）

　寄主　サクラの一種，セイヨウミザクラ，モモ

　病徴枝の節間が短く，そのため花がかたまって咲

く。葉の主脈にエソができ，葉先が下にまく。これは

アブラムシによる食害のような感じである。樹皮が縦

に裂けて色は暗褐色になる。樹の生長はおくれる。

伝染方法　芽接，接木

潜伏期間　約6カ月（夏～翌春）

　スモモ類（Pulm　and　Prune，Prunus solicina

LINDL．，P．domestica L. etc。）

1．PRU：NE　DWARF　VIRUS
　別名　Fellenberg　mosaic　virus，Nanus pruni,

Prune　mosaic　vims，Prunus virus 6

　分布　U。S・A・（ニューヨーク），カナダ（オンタリ

オ），英領コロンビア

　寄主　モモ，スモモ，スモモの一種，アンズ，セイ

ヨウミザクラ，スミセイヨウミザクラ，Prunus ma-

haleb, P.insititia, P.cerasifera

　病徴　細長くて厚くまがっている葉を生じ，この上

に不明瞭な斑紋が現われる。おそく開葉したもの程，

小さくて細長い。枝の生長がとまり，節間が短くな

る。時に，同じ幹上に健全と病気の枝を生ずる。花弁

は変形して細い。雌ずいはできない。果実は小さくな

らず，時に健全果より大で味のよいものもある。

　伝染方法　芽接，接木，昆虫（？）

　潜伏期間　Italian　Pruneで5週間以上

　検定方法指標植物Italian　prune，Shirofugen，

Kwanzan

2．PRU：NE　DIAMO：ND　CANKER　VIRUS

　別名　Bark　Virus，Possibly　Plum　Rough

　分布　U．S。A・（カリフオルニア）

　寄主　スモモの一種，モモ，アンズ，ヘントウ，

Prunus ceraeifera

　病徴　樹皮が厚くなり，ダィアモンド状にひびが入

る。幹の古い部分に多く，葉および果実には病徴が表

われない。

　伝染方法接木

　潜伏期間約2年

　検定方法　指標植物Shiro　plum，French　prune

3．　LII：NE　PATTERN　VIRUS

　分布　U。S。A・（ミシガソ，ワシントン，オレゴy

ニューヨーク，ケンタッキー，オハイオ，カリフオル

ニア），カナダ，ヨーロッパ

　寄主　スモモ，モモ，スモモの一種，ヤマザクラの

一種，セイヨウミザクラ，アンズ，スミセイヨウミザ

クラ，Prunus cerasifera, P.mahaleb

　病徴　葉脈に沿って暗緑色の帯をつくり，葉脈は黄
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緑色になる。特徴は「はもぐりばえ」の食害のあとの

ように黄色病斑を葉上につくる。

　伝染方法　芽接，接木（樹皮）

　潜伏期間　夏～翌春。温室内では約6週間

　検定方法　指標植物Peach　seedling，Mazzard　F

12／1，shiro　plum

4．　STANDARD　PRU：NE　CONSTRICTING　M［0－

　　SAIC　VIRUS

　別名　Standard　prune　mosaic　virus

　分布　U・S．A・（カリフオルニア）

　寄主　スモモの一種，モモ

　病徴　Standard　prunes（P，domestica）には自然

状態で発生する。まず1・5・｝3mmの黄緑色の斑点が葉

上に生じ，葉の先の方ではこの病斑が互に融合してい

る。

　伝染方法　接木

　潜伏期間　約5カ月（10月～翌2月）

　検定方法指標植物Standard　prune

5．：PLUM　WHITE　SPOT　VIRUS
　分布　U。S．A．（カリフオルニア，ワシントン）

　寄主　スモモ（Santa　Rosa　Plum）

　病徴葉の先の方に小さな青黄色又は黄白色の斑点

がかたまって生ずる。

　伝染方法　接木

　検定方法　指標植物Santa　Rosa

6．　P：LU：M　POX　DISEASE　VIRUS

　分布　ユーゴースラビア（この地では果樹園の50％

以上がこの病気に罹病しており，重要な病気である。）

　寄主　スモモ，アンズ，、Prunus myrobolana，P・

insititia, P.triloba

　病徴　黄緑色のモザイクが葉上に現われ，葉縁はし

わ状になり変形するが，孔はあかない。果実は小さく

固く，味がうすい。熟期は一様でなく，おくれがちで

収量は少ない。枝は短くなり樹は萎縮する。

　伝染方法　接木，アブヲムシ（Anuraphis helichysi

ムギワラギクオマルアブラムシ）

　検定方法指標植物Tilton，Pozegaca

7．　LIATENT　PRUNUS　VIRUS

　分布　U。S．A。

　寄主　スモモ，ユスラウメ

　伝染方法　接木

8．　NECROTIC　RING　SPOT　VIRUS

　分布　U・S・A・

　寄主　Pfunus属，リンゴ

　病徴　葉上にエソ性の輪紋をつくる。

　伝染方法　接木

　検定方法　指標植物Mazzard　F12／、，Peach　seed－

ling

g．　BARK　SPLIIT　VIRUS

　検定方法　指標植物Cambridge　gage

　リンゴ（Apple，Malus pumila MILL. var dul-

　cissima KOIDZ.）

1．　APPLE　MOSAIC　VIRUS
　別名　Marmor mali, Pyrus Virus 2

　分布　U。S。A。，オーストラリア，ブルガリア，イギ

リス，ニュージーラ：ソド，フランス，ソ連，ノルウェ

ー
，

カナダ，ドイヅ，オランダ，イタリア，日本

　寄主　リンゴ，モモ，ビワ，シヤリントウ属の一種

（Cotoneaster harroviana），カナメモチ属の一種

（Photinia arbutiforia），ナナカマド属の一種（Sorbus

pallescens），バラの一種

　病徴　葉脈が透明になり，葉上に槌緑色の斑点がで

きる。後この斑点が拡がりエソになる。

　伝染方法　接木

　検定方法指標植物Lord　Lamboume，Jon＆than

2．　APPLE　WITCH’S　BROO：M　VIRUS

　別名　AppIe　Proliferation

　分布　イタリア，オランダ

　寄主　リンゴ

　病徴　天狗巣状の病徴

　伝染方法　接木

　検定方法指標植物Belle　de　BoskooP，Graven－

5tein

3．　APPLE　ROSETTE　VIRUS
　別名　Acrogenus rosettae，Pyrus　Virus6

　分布　オランダ

　寄主　リンゴ

　病徴　非常に．小さな形の変った葉が生じ，樹全体が

叢生になる。

　伝染方法　接木

　検定方法　指標植物Belle　de　BoskooP

4．APPLE　DWARF　FRUIT　VIRUS
　分布　U・S・A。，カナダ

　寄主　リンゴ

　病徴　感染しても4～5年は普通に生育するが，の

ち，次第に生育がおそくなり，小さくなって，約6年

で枯死する。ある品種（JOnathan）の果実は・病徴を

（9）
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現わさないがある晶種（Hys10P，Clab）では小さくな

り，形も変化する。

　伝染方法接木

5．RUBBERY　WOOD　VIRUS
　別名Apple　bark　splitting　virus

　分布　U。S・A。，デンマーク，イギリス

　寄主　リンゴ

　病徴　枝条の木質部は柔軟になり弾性を欠き，垂下

する傾向がある。若令樹は枝幹の発育不良で地際近く

から旺盛な側枝を多く生ずる。

　伝染方法接木

　検定方法　指標植物　Lord　Lamboume，Malus

platycarpa

6．　APPI』E　RING　SPOT　VIRUS

　別名　Apple　Henderson－spot

　分布　ニュージ’一ランド

　寄主　リソゴ

　病徴　果実に淡褐色，不正形，表面粗剛で周辺鱗状

の斑点を生ずる。収穫期になると，斑点の周辺は暗褐

色，表面滑らな帯状の輪紋になる。ときに中心部が赤

褐色，その周りに暗褐色の同心輪紋を現わす。

　伝染方法接木

7．　APP：LE　ROUGH　SKIN　VIRUS

　別名　Pッ郷s碗7％ε8

　分布　U．S。A．，オラyダ，デソマーク，スイス，

フランス，ドイヅ，中国，南ア連邦

　寄主　リyゴ
　病徴　果実に表面粗剛で，褐色，不正形の斑点，条

紋ときに輪紋を現わす。果実の肥大は不良となる。老

令樹に多い傾向がある。

　伝染方法接木
　検定方法　指標植物Belle　de　BoskooP

8．　APPLE　STAR　CRACKING　VIRUS

　分布　U．S。A，，スイス，ノルウェー，イギリス

　寄主　リソゴ

　病徴　果実に星形の亀裂を生ずる。樹の生育はおく

れ，枝条の発生はまばらになる。

　伝染方法接木
　検定方法指標植物Cox’s　Orange　Pippin

9．　TULARE　APPLE MOSAIC　VIRUS

　分布　U．S。A．（カリフオルニア）

　寄主　Apple　mosaic　virusのhostのほか・キュウ

リ，タバコ，イyゲy，Tithonia speciosa, Nico-

tiana glutinosa, Crataegus chlorosarsa, Sorbus

4％o卯07招，Pツ剛soo勉翅繭s，C肋60％o吻」6sJ召go・

％ガ4

　病徴　Apple　mosaic　virusと区別がつかないが伝

染方法，寄主範囲が異なる。

　伝染方法接木，ネナシ’カズラ，汁液

10．FLAT　LIMB　VIRUS
　分布　U・S・A・，オーストラリア，カナダ，デンマ

ーク2イギリス，イタリア2、ニュージーランド，ノルウ

ェー，スウェーデン，スイス，ユーゴスラビア，アラブ

　寄主　リソゴ，P謬o偽n痂4spリモモ，マルメロ（？）

　病徴　木部の発達不良のため枝が平らになり，その

部分に溝ができたりする。さらにすすむとねじれたり

枯死することもある。

　伝染方法接木

　潜伏期間　2～3年，4～8年，O。5～5年

　検定方法　指標植物Gravenstein

11．STEM〔PITTING　VIRUS

　分布　U．S・Aリイギリス，カナダ

　寄主　リンゴ，Malus sikkiemensis, M. floribun-

da, M. platycarpa

　病徴　樹皮下にpittingができる。根系の発達悪く

樹勢はおとろえる。組織学的には箭管の発達がわる

い。或る品種では果実が角ばったり，小さくなったり

する。下記のものでは葉型が異常になる。Malus

floribunda, Crataegus crusgalli, C. mollis,

．Prunus tomentosa, Amelanchier spp.

　伝染方法　芽接，樹皮移植，接木，種子伝染（？）

　検定方法　指標植物 Datura innoxia, D.stramo-

niumDodderにより），Virginia　Clab

12．SPY227APPLE　REACTION
　分布　U．S．A。

　寄主　リンゴ

　病徴　秋になると症状が現われ，異常落葉，若い根

の枯死，葉色異常等を示す。樹勢は弱り，4年位して

枯れる・Stempittingと同じものかもしれない。

13．CHAT　FRUIT　VIRUS

　分布　U．S．Aリイギリス，スイス，デンマーク

　寄主　リンゴ

　病徴　果実屡化し，日にあたった側面は暗赤色にな

る。落果多し，樹形は縦に細長くなる。

　伝染方法　芽接，接木，樹皮移植

　潜伏期間　1年

　検定方法　指標植物Lord　Lamboume

14。CHLOROTIC　LIEAF　SPOT　VIRUS

（10）
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　分布　オラソダ，U。S。A．

　寄主　リンゴ

　病徴　春の若い葉に黄斑がで，葉の形が一方にゆが

む。夏の葉には現われにくい。Stem　pittingが共に現

われることが多く，モザイクのみられるものもある。

　潜伏期間　2年

　検定方法　品種Russian　appleのみ。

15。1。EAF　PUCKER　VIRUS

　分布　U・S・A，，カナダ

　寄主　リ：ソゴ

　病徴　早春，果枝の葉は小さく，しわがよってい

る。Chlorotic－fleckが現われる。品種により異なる

が，朽葉色の斑紋，網状紋が形成される。ゴールデン

デリシャスでは著るしく現われ易い。若い罹病果では

白または緑の斑点が形成される。斑点は紫または褐色

のこともある。樹木の成長は正常のものよりおくれ，

樹枝の枯死，果実の着果率の低下がおこる。温度に著

しく左右され，低温では激しく現われる。

　伝染方法接木

16．DAPP：LE　APPLE　VIRUS

　分布　U。S．A．

　寄主　リソゴ

　病徴　収穫時に激しく現われる。7月中旬に小さい

色のうすい斑点が現わ淑る。秋には点は大きくなり，

緑ないしは白色でのこっている。大きさは正常のもの

、とかわらない。花のつきが悪くなる。

　伝染方法　芽接，接木

’17．FALISE　STIN〔｝AND　GREEN　CRINKLE

　VIRUS

　分布　U。S．A。，イギリス，オーストラリア，デンマ

・一ク，ニュージ’一ラ：ソド，ノルウェー

　寄主　リンゴ
　　　　　　　　　　ノ
　病徴　果実のみに現われる。しかし生理的に同様の

症状が現われることがある。それでは木部の異常，イ

ンターナルコルクが見られる。開花後，果実が1／2～3／4

インチの時，雛や窪みが現われる。窪みの部分にはしば

しば朽葉色の斑紋，割れ目が見られる。果実に痩の見ら

れることがあるがその部分の果肉は暗色をしている。

　伝染方法　芽接，接木

　潜伏期間　3年

　検定方法　Guldborg

18．GREEN　MOTTLE　VIRUS
　分布　U．S．A．

　寄主　リンゴ

　病徴　病徴は果実のみに現われ，果皮の明るい緑と

あきらかに区別できる暗緑色の輪が現われる。

　潜伏期間　3年

　検定方法　指標植物Duchess　of　Oldenburg

19．SCAR　SKI：N　VIRUS

　分布　U．S、A，

　寄主　リソゴ

　病徴　若い果実の表面，下部に近く小さい明るい緑

色の斑点ができる。成熟するに従い表面の半分をしめ

るようになる。大きさも減少する。

　伝染方法接木

20．高接病

　分布　日本（青森，長野）

　寄主　りyゴ

　病徴　新梢は生育不良となり，葉は小形化し黄化す

る。砧木の木質部にエソとpittingを生ずる。　Stem

Pitting　Virusに類似する。

　伝染方法接木

　検定方法　マルバカイドウに接木すると茎にエソを

生ずる。

21・鏡果病

　分布　日本（青森，長野，宮城）

　寄主　リンゴ

　病徴　果皮がはじめ水浸状のちに褐色にコルク化す

る。さらにその部分は裂開する。Apple　Rough　Skin

Virusに類似する。

　伝染方法接木

　検定方法　指標植物　ズミ

22．奇形果病

　分布　日本（青森，長野）

　寄主　リンゴ

　病徴　幼果はゆがみ縦に凹陥しコルク化する。果実

は奇形となり，亀裂ができる。本病はGreen　Crinkle

に類似する。

　伝染方法接木

　カンキッ類（Citms，Citrus spp.）

1．　CITRUS　PSOROSIS　VIRUS

　別名　Rimocortius psorsis，Psorosis，

　分布　U。S．A．，南米，イタリー，スペイy，中国，

印度，比国，オーストラリヤ，エジプト，南阿，日本

　寄主　グレープフルート，レモソ，Sweet　orange2

Tangerine

　病徴　若い葉の葉脈上に小さな細長い黄緑色の斑点

（11）
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ができ，時によると葉がそりかえる。この病徴は同心

円になることがある。樹皮はひびが入ってはげ落ちる。

　伝染方法接木，根接（皮つぎ），本virusの一系

統であるCrinkly　leafは種子伝染する。

　潜伏期間　約3週間

　検定方法指標植物，メキシカyライム，カラモソ

ジソ

備考

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

　（5）

　（6）

本病には次の系統がある。

：Psorosis　A。B．鱗皮病「

Concava　Gum凹かんゴム病

Blin通Pocket盲嚢病

Crinkly　Lle昌f縮葉病

Infectious　Varieg飢ion伝染性斑入

Convex　Gum

2．　TRISTEZA　DISEASE　VIRUS
　別名　Ωuick　decline，West　African　Lime　Dise

ase，Lime　Dieback，Grapefruit　stem－pitting　disea・

se　of　S．Africa，Tristeza

　分布　U。S・A・（フロリダ，カリフオルニア，．・レイ

ジアナ），ブラジル，ペルー，南アフリカ，中国，アル

ゼンチン，ウルガイ，日本

　寄主　グレープフルート，マイヤーレモン，Sour

orangeを砧木としたSweet　orange，Tangerine

　病徴　葉脈が透明になる。幹が凹凸し，幹，根の維

管束にエソが生ずる。

　伝染方法接木，アブラムシ類（ミカyアブラム

シ’，ワタアブラムシ）

　潜伏期間　4～6カ月

　検定方法　ライムテスト（Vein　clearing，Stem

Pitting）

　備考　本病に次の系統がある・

　　（1）Lime　Die　Backライム先枯病

　　（2）Stem　Pitting

　　（3）Seed，ling　Yellow

3．　STUBBORN　VIRUS
　分布U・S・A・（カリフオルニア，アリゾナ），日本

　寄主　ネーブル，バレンシアオレンジ，グレープフ

ルート

　病徴　葉は横に広く，上に立っている。枝の節が短

くなり，樹全体がこじんまりして叢生となる。のち，

葉が黄緑色となり落葉し，梢が枯れる。果実の形は小

さく不規則で，色は青味がかっており，数も少ない。

　伝染方法接木

4．PETRI’S　I：NFECTIOUS　MOTTLING

　VIRUS
　分布　イタリア，シシリー

　寄主　Sour　orange

　病徴　葉上に白青緑色か黄色の不規則な斑紋をつく

り，時によるとこの病斑が主脈から葉の先の方に向っ

ている。葉脈に沿って緑色の帯ができ，のち，葉上に

水泡ができて葉が萎凋する。

　伝染方法　Toxoptera aurantii（ミカンフタマタア

ブラムシ’一ミカンアブラムシ）

5．　ENATIO：N　VIRUS

　分布　U。S，A。（カリフオルニア），アフリ丸オー

ストラリア，日本，南アフリカ

　寄主　レモン，グレープフルート，Sour　Orange，

Bitter　sweet，Sweet　orange，Tangerine，Lime，

Rough　lemon

　病徴　葉脈が大きくなって突起ができる。

　伝染方法接木，アブラムシの1種（Aphis atric-

　idus）

　検定方法　指標植物　夏榿

6。　CITRUS　XY：LOPOROSIS　VIRUS
　別名　Cachexia　disease，CitrusIittleleaf　disease

　分布　U・S・A．，パレスチナ，ブラジル，日本（？）

　寄主　グレープフルー一ト，Mandarin，Kumquat2

Calanondin，Limequat，Tangor，Sweet　orange

Orlands　tangelo

　病徴　靱皮部にゴム様物質ができて色がかわる。

　伝染方法　接木，種子伝染（Orlands　tangelo，man－

darin，Kumquat）

　検定方法　指標植物，ソートンタンゼロ

7．CITRUS　SEEDLI：NG　YELLOW　VIRUS

　　　　（Tristezaの一種？）

　別名　Eurekaseedling　virus

　分布　ニュージーランド，オーストラリア

　寄主　グレープフルート，レモ：ソ，Sweet　Orange，

Mandarin

　病徴　葉脈にフレツキングができる。また葉は葉縁

から次第に内側に黄色となる。萎化する。枝条は3～

6枚展葉して生育を停止する。ただしこれらの病徴は

潜在して現われないことが多い。

　伝染方法　接木，虫媒（・4ρ爾S　O漉ゴo耐粥）

　検定方法　指標植物，ユレカレモン’

8。　EXOCORTIS　VIRUS（Scally　butt）

　分布　U．S．A，（テキサス，カリフオルニア），日本（？）

（12）
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　寄主　オレ：ソジ，レモ：ソ，グレープフルート

　病徴　カラタチ砧木にオレ：ソジ，レモソを接木する

と3～4年後に接木の樹皮が縦に裂け剥げる。

　伝染方法接木

　検定方法　フロログルシン塩酸処理により，射出髄

が赤褐色になる。

　指標植物，パレスタイソスイートライム

g．CITR國US　VEI：N　YELLOWI：NG　VIRUS

　分布　U。S。A。

　寄主　ライムカット，ライムレモン，タンゼロ，シ

トレ：ソジ

　病徴　葉脈が鮮かに黄化し，美しい網斑となる。

XyloporosisあるいはVein　enationと混合感染した

ときに被害が増大する。

　伝染方法　接木，種子（ライムカット）

10．SATSUMA　DWARF（温州ミカン萎縮病）

　分布　日本

　寄主　温州ミカン

　病徴　葉が舟形，サジ形となり小形化する。新葉は

ところどころ透明（フレッキソグ）となり，枝がつま

り葉は籏生し，全体が萎縮する。果実は減収，腰高，

果梗部の皮は厚くなり酸味が強い。

　伝染方法　接木，アオバハゴロモ

　検定方法　ライムテスト，ササゲ，（カウビー）等

11．トラミカン（Psorosisの一種？）

　分布　日本（静岡，和歌山）

　寄主　温州ミカ：ソ

　病徴　成熟期の果実に環状のくぽんだ斑紋を生ず

る。収穫前に落果する。

　伝染方法接木

　検定方法　ライムテスト

12．八朔萎縮病

　分布　日本（広島）

　寄主八朔
　病徴　葉は小形となり上向きに捲く，枝は萎縮5～

6年たつと果実は小形となる。幹や枝の一部がくぽ

む。皮をはぐとピッティyグを生じている。

　伝染方法接木

　検定方法　ライムテスト

その他

　Ellen通ale，　Mand．arin　Disease．　Li－Ku－Bin

Disease

　ブドウ（Grape vines，Vitis vinifera L.）

1．　VINE　MOSAIC　VIRUS

　別名　Vine　true　mosaic　virus

　分布　U．S・A・（カリフオルニア），スイス，フラン

ス，ポルトガル，スペイン，イタリア，南アフリカ，

チェコスロバキア

　寄主　ブドウ

　病徴　葉が黄色，時に白色になり，乾くことがあ

る。葉上に緑色，槌緑色，黄色のモザイク病斑ができ，

緑色の病斑は若い葉によくでるが古くなると消える。

　伝染方法接木

　潜伏期間　4～5カ月

2．PIERCE’S　DISEASE
　別名　Alfalfa　dwarf，Yellow　mosaic

　分布　U。S。A，（カリフオルニア，テキサス，フロ

リダ）2アルゼンチy， ソ連，ブラジル

　寄主　ブドウおよびブドウ科，アルファルファおよ

びマメ科，アカザ科，タデ科，バラ科，ヤナギ科，キク科，

イネ科，ユキノシタ科，シソ科，ハゼノキ科等の111種

　病徴　葉脈に沿って暗緑色の帯ができる。その他，

葉には何ら変わった病徴は生じないが，急に葉が萎凋

し・て樹が枯死する。

　伝染方法　ヨコバイ類（T6〃匁o蛎観初磁亜科のヨ

コバイ20種）および接木（根，枝，幹）

　潜伏期間　8週間～15カ月，温室内では若木で5・》

15週間，成木で数カ月間。

3．WHITE　EMPEROR　VIRUS
　別名　Leaf　roll　virus

　分布　U。S。A．（カリフオルニア）

　寄主ブドウ

　病徴　EMPEROR品種によくでる。果実は甘味が

なく果皮の色は青黄緑色か桃色である（この品種の果

実の色は光沢ある赤色である）。葉は暗緑色で厚く，

葉脈に波がうち，葉縁が下にまく。病徴が進むと葉の

色は青銅色がかった赤色になる。

　伝染方法接木

　潜伏期間　秋～翌春（約6カ月）

4．　FAN　LEAF　VIRUS
　別名　Vine　roncet　virus，Vine　infection　dege・

neratiOn　VirUS）

　分布　U．S・A・（カリフオルニア），フランス，スイ

ス，ポルトガル，イタリア，　ドイツ，シシ’リー

　寄主ブドウ
　病徴　5本の主な葉脈が主脈のところに集まって扇
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を閉じたような形になる。葉にモザイクができ，葉脈

が曲がり，葉が上に直立する。節間が短くなり，枝が

節のところで曲がる。

　伝染方法接木

　ナシ（Pear，Pyrus commuais L.）P．sinensis

var. culta MAKINO

1．　PEAR　STONY　PIT　VIRUS

　分布　U．S，A。（オレゴン，ワシントソ，カリフオ

ルニア），イギリス

　寄主　セイヨウナシ

　病徴　果実はでこぽこしており，幹には潰瘍ができ

る。葉は小さく，葉脈に槌緑色部ができる。

　伝染方法接木

　検定方法　指標植物Beurie　Hardy，Rose

2．PEAR　MOSAIC　VIRUS
　分布　ソ連，ブルガリア

　寄主　セイヨウナシ，リンゴ，スモモ，セイヨウミ

ザクラ，モモ，アンズ

　病徴　葉にモザイク症状を現わす。

　検定方法　指標植物Beurie　Hardy

3．VEIN　YELLOWING　VIRUS

　検定方法　指標植物Beurie　Hardy

4．　BLISTER　BARK　VIRUS
　検定方法　指標植物Bon　chretien　wiUiams

5。　SPILIT BARK　VIRUS

　検定方法　指標植物Bon　chretien　williams

6・褐斑病
　分布　千葉県，長野県

　寄主ナシ

　病徴　はじめ黒褐色，のち灰色の多角形または円形

の1×2mm位の小病斑を多発する。病斑はくぼみ健

全部との境ははっきりしている。ひどい場合は落葉す

る。廿世紀に多い。

　伝染方法接木

　イチヂク（Fig，Ficus carica L．）

1．　FIG　MlOSAIC　VIRUS

　別名　Ficivir caricae, Ficus Virus 1

　分布　U・S・A・（テキサス，カリフオルニヤ），プエ

ルトリコ，イギリス，中国，オーストラリア，日本

　寄主　イチヂク，Ficus altissima, F.krishna

　病徴　葉に斑点または斑紋を生じ，著しく変形す

る。果実の表面はざらざらして黄緑色の同心円の輪紋

ができ形が変わる。早く落葉する、

　伝染方法　接木，ダニの一種

　キイチゴの一種（Raspberry，Rubus idaeus L．

　and　R. occidetanlis）

1．RED　RASP：BERRY　MOSAIC　VIRUS
　別名　Raspberry　Green　Mosaic　Virus，Raspberry

Virus2，Red　Mosaic　Virus，Rubus Virus 1

　分布　U．S。A．

　寄主　Rubus idaeus （Red　Raspberry），R．occi

dentalis(Black　Raspberry）

　病徴　春，芽がでるのがおくれ，葉上に黄緑色の斑

紋ができる。葉柄と茎の先が枯死する品種もある。残

った茎は短くて，樹全体は先の方が繁っている。

　伝染方法　フクレアブラ属のアブラムシ類（オ泌

pharophora rubi, A.rubicola, A.sensoriata）

2．　DECLI：NE　DISEASE　VIRUS

　分布　U．S．A。（オレゴン）

　寄主 Rubus idaeus（Red　Raspberry）

　病徴　発芽がおくれる。秋，葉が赤くなり下にまくσ

脈間が普通の葉より緑がうすくなる。葉縁は僅かに青

味がかり，葉はやや波うっている。茎の先の節は短く

なる。果実は小さく，形は不規則で熟すと落ちやすいQ

　伝染方法接木

3．　RASPBERRY　SEVERE　STREAK　VIRUS
　別名　Eastem　bluestem　virus，Raspbeuy　leaf－

curl　Virus3，Raspberry　streak　Virus，Raspberry

Virus3，Rosette　virus，R％伽sγ〃％s4

　分布　U．S，A．

　寄主 Rubus occidentalis（Black　Raspberry）

　病徴植物全体がちぢまり，葉の縁は濃くなる。葉

はまるまり時に上を向く，新しい茎の表面には，青紫

色の斑点または条が根ぎわに生じ，時によると枝が

fruiting　spursにも生ずる。果実は小さく，質が悪く

数が少ない。感染すると2～3年で枯死する。

　伝染方法不明

4．　LEAF　CURI。VIRUS

　別名　Baumforth　B　disease

　分布　U。S．A．

　寄主 Rubus idaeus（Red　Raspberry）

　病徴　葉脈の生長が止まり，葉縁が下にまき，ちぢ

れる。葉の色は緑色が濃くなり。ひからびるが，しお

れることはめったにない。夏おそくなると葉の色が青

味がかってきて，光沢をおびる。冬，植物は枯死す
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る。果実は小さくて質が悪い。イギリスのLloyd

george品種は特に感受性ですぐに枯死する。

　伝染方法　Aphis rubicola（A. rubiphila）によ

る。汁液接種は不可能。

5．　SCOTI、AND　RASPBERRY　LEAF　CURL

　VIRUS
　分布　イギリス（スコットランド）

　寄主Raspberry

　病徴　Fruiting　canesが枯死するか，あるいは数多

くの変形したfmiting　lateralsを生ずる。側枝は短

く，葉はまるまって光沢がある。花芽は早くつくが程

なくひからびる。稀には花と実をつけることもある。

のち，葉は変形して，黄色の斑紋かエソ斑点を生じ，

茎はやせてもろい。phloemにエソが生じ若い茎の上

部にエソを生じやすい。

　伝染方法接木

6．’YELLOW　BLOTCH　VIRUS
　分布　U．S。A．，イギリス

　寄主Raspberry

　病徴　Fruiting　canesにエソを生じ，若い茎は萎

縮する。茎の下の方の葉に目の粗い同心円か又は不規

則な黄色斑紋を生ずる。葉はあまりまるまらない。夏

には葉の病徴は一応かくれる。感染した年には枯死す

るo

　伝染方法　接木，アブラムシ（Amphorophora rubi）

7．　’YELLOW　VIRUS

　分布　イギリス

　寄主Raspberry

　病徴　葉脈の間に黄色又は青銅色の斑紋ができ，の

ち，この斑紋が白くなり，時によるとこれがエソにな

る。ただし，その後この病徴はいくらか軽くなる。品種

によると茎の上部にエソを生ずるQ　Devon品種はスコ

ットラyドにおいて，全部この病気にかかっている。

　伝染方法接木

8．　STUNT　VIRUS

　分布オラソダ

　寄主 Rubus bellardii R. flexuosus, R.am-
mobius, R.gratus, R.plicutus, R.atdinis, R.

pyramidalis, R.sprengelii, R. caesius (一R・

hybrid）R．carpinifolius

　病徴　植物が萎縮する。

　伝染方法　接木，2種のアブラムシ（Macrosiphum

funestum , Amphorophora rubi）

9．LOGANBERRY　DWARF　VIRUS

分布　U・S・A．（オレゴン，カリフオルニア，ワジ

yトン）

　寄主 Rubus loganobaccusの1種（loganoberry〉

病徴　葉は小さく硬く，脈間にエソができのち，モ

ザイクが生じて萎縮する。茎は短くて細い。がくや花

弁は小さい。果実は普通の大きさで，熟期は一様でな

いが落ちやすい。

　伝染方法　アブラムシの一種（Capitophorus te-

trahodus）

　コケモモの一種（Blueberry，Vaccinium corym-

bosum）

1．　RINGSPOTl　VIRUS
　分布　U・S・A・（ニュージャージー）

　寄主　Vaccinium corymbosum（コケモモ属の一

種）

　病徴　葉および茎に赤い輪点又は黄緑色の斑点が生

ずる。

　伝染方法接木

　ツルコケモモ（Americancr＆nberry，Vaccinuym

macrocarpon Ait, European cranberry，「Vac－

ocinium oxycoccus L.）

1．　CRANBERRY　FA：LSE　BLIOSSOM　VIRUS
　別名Wisconsin　false－blossom　Virus，Vacciniu-

m virus 1,Chlorogenus vaccinii HOLMES

　分布　U．S．A。（メイン，ニュージャージー，ウイ

スコンシン，：オレゴン，ワシントy），カナダ

　寄主植物　ツルコケモモ，ペチユニヤ，エゾギク，

キク。（ネナシカズラで伝染可能な寄主は次のとおり

である。 Dianthus sp., Eschscholzia californica,

Pastinaca sativa，Apium graveolems, オランダミ

）ソバ，Celery，Petroselium hortense，パセリー，ニン

ジン，Vaccinium macrocarpon, Vinca rosea,Peri－

winkle，キキヨウナデシコ，ペチユニヤ，アマモドキ

Schizanthus sp., Salpiglossos sp.,アカナス，トマ

ト，タバコ，トルコタバコ，グルチノーザ, Nicotiana

lamgsdprffii, N. rustica ,ジ’ヤガイモ，　Veronica

peregrina, Scabiosa atropurpurea, Dimorphotheca

aurantiacum, African daisy , Brachycome iberidi-

folia,ヒメヨメナ，Centaurea imperialis Gaillardia

aristata, センジユギク：Tafetes erecta，キンセソ

カ，Tragopogon porrifolius,Salisify）

　病徴本病は開花時にもっとも明瞭に現われる。花
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は垂れ下がらず直立し，薯は伸びて花弁は短縮し，赤

～緑色条斑が生じて雄雌蕊が異状を呈す。花に代って

短い枝や葉のみを生ずる。腋芽からは天狗巣状の真直

ぐした枝を生じ，罹病果は小さく異状型となり，不結

果に終る。

　伝染方法　接木，ネナシカズラ　（Cascuta campe-

stris　YUNCKER），ヨコバイの一種（Eusocelis stria

tules　FALLEN）

　検定方法　Datura ttramonium上でヨコバイによ

ってすくみと黄化，脈間槌緑，葉脈緑帯を伴う・又タ

バコ上で葉に暗緑～黄緑色を呈す。

　備考　本ウイルスは，寄主植物，伝染方法，病徴等よ

り推して多分TomatoBigBudvirus，Galla Aus-

traliens HOLMES，Lycopersicum　virus5，Tomato

Fruit・woodiness　virus　R．et　aL，Tomato　stolbur

virus，Michailowa，Little　leaf　virus　of　Eggplant，

Tobacco　yellow　dwarf，Female　sterility　virus

Kostoff．と同一のものと思われる。

　シロヤマモモ　（Bayberry，Myrica carolinensis

　MILL，）

1．BAY：BERRY’YELLOW　VIRUS
　別名　Chiorogenus myricae RAYCHAUDHURI

　分布　U．S。A．（ニュージャージー）

　寄主植物　シロヤマモモ，ニンジン，テンサイ，ペ

チユニヤ（Petunia hybrida var, nanacompacta），

セロリー，その他タマネギ，Tafetes signta var.

pumilla, Cuscuta campestrisおよびC.subinclusa

は人為的に接種できる・

　病徴　若い葉上の周辺や先端部が僅か波状を呈す。

古い葉でも先端や周辺が変形する。葉色は淡黄色とな

り，群生して革皮状を呈し株は節間がつまって楼化す

る。早期に感染した株は不結実となるが，後期に感染

した株では結実が減少する。その他の寄主ではネナシ

カズラを除いて典型的な黄化を示す。

　伝染方法　割接ぎ，ネナシカズラ

　オランダイチゴ（Strawberry，Fragaria chiloensis

　var．ananassa BAILEY）

1．MILD　YELLOW－EDGE　VIRUS

　別名　Strawberry　Virus2Prentice

　　　　Frafaria Virus

　　　　Marmor marginans HOLMES

　分布　イギリス，フラyス，ニュージーランド，U・

S・A・（カリフオルニア，オレゴソ，ワシント：ソ）

　寄主植物　オラ：ソダイチゴ，エゾヘビイチゴ（Fra-

garia vesca L.），　Fragaria Virginia, F. cali-

fornica F. hybrids

　病徴　葉の中央部に黄色のふちのある斑紋ができ，

やや萎縮する。暑い気候でマスクすることがあり，品

種によっても病徴はまちまちで，Premier種では現わ

れない・果実は小形となり被害はもっとも大きい。

　伝染方法　接木，アブラムシ類（P6雇4晒漉o卿s

〃α8α吻」露，0ゆ蜘汐ho郷s　／749召8南1露，〃ゴz％3

ノ紹gα6吻」露（イチゴノアブラムシ））

　検定方法　罹病葉を数週間食餌させたアブラムシを

F紹gαグ如∂εsoα乙・上に移すと24時間後に微かな極

緑斑点，微槌緑又はLeaf　cupPingを生ず。またRoyaI

Sovereign種上で微槌緑を主として葉の周縁部に生

ずる。

2．　MOTTLIE　VIRUS

　別名　Strawberryvims1’

　寄主植物　オラソダイチゴ，エゾヘビイチゴ

　病徴　葉上に角張った槌緑斑を生じ，嫉やよじれを

伴う。

　伝染方法　アブラムシ　（Pentatrichopus fragae-

folii

　検定方法　エゾヘビイチゴ上で槌緑斑点や葉のよじ

れを生じ，Royal　Sovereign種で微槌緑斑点を生ず

る。

3．　CRINKLE　VIRUS

　別名　Strawberry　virus3，Fragaria virus 2，

　　　　Marmor fragariae HOLMES

　分布　イギリス，フランス，U・S・A・（カリフオル

ニア，アイダホ，オレゴン，ワシ：ソトン）

　寄主植物　エゾヘビイチゴ，栽培イチゴ（Fragariae

hybrids）

　病徴　若い葉上に中心にエソ斑のある小さい擢緑斑

点を生じ，葉はちぢれて槌色するか又は捲葉し，葉脈

透化を起す。品種によってはPin　point　mottle　spot

のみを生ずるものもある。本病は株を衰弱させて果実

は収穫を減じ，経済的にはyellow　typeのウイルス病

に次いで重要である。

　伝染方法接木，アブヲムシ類（Pentatrichopus
fragaefolii, Capitophorus fragaetolii, Myzus

fargaeflii,食草数日間）

　検定方法　F．vesca上で強裡緑斑点，葉のよじれお
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よび葉脈透化を起し，またRoyal　Sovereign種上に

裡緑斑及びエソ斑を生ずる。

4．　CHLOROSIS　VIRUS

　別名　Strawberry　vims4

　寄主植物　オランダイチゴ，エゾヘビイチゴ

　病徴　本病に罹病したRoyal　Sovereign種を接木

した場合に，葉脈上にかすかな直ぐ消える斑点を生ず

る。

　伝染方法　接木,Vectorは知られていないが，P．

fragae foliiは本病の伝染に関連があるものと推定さ

れている。

　検定方法　F．vescce ．上に微槌緑斑点を，Royal

Sovereign種上に葉脈槌緑及び葉脈エソを生ずる。

5．　LEAF　CURL　VIRUS

　別名　Strawberryvirus5

　　　Strawberry　leaf－roll　virus

　分布　U．S．A，

　寄主植物　American　strawberry（Fairfax種），エ

ゾヘビイチゴ

　病徴　葉脈が槌緑化し更にエソを起す。葉は著しく

下方に捲き，萎縮する。葉脈エソはその後数週間つづ

き古い葉は枯死する。その後株は恢復して正常に復す

るが，活気は乏しくなる。翌春5月頃には捲葉と葉脈

透化を僅かに起こす。

　伝染方法　アブラムシ（P.fragaefolii

　検定方法　SymptomlessのFairfax種で24時間食餌

させたアブラムシをF．vesca上に移すと5週間で病

徴（捲葉，葉脈エソや葉上エソ）を生ずる心またROyal

Sovereign種上で捲葉又は葉脈エソを生ずる。

6．　LEAF－ROLL VIRUS

　分布　U，S。A。（マリーランド，ニュージャージー，

ニューヨーク，バーモント）

　寄主植物　オランダイチゴ

　病徴　他のウイルスと異り，捲葉して下方に向き，

特に基部の葉に．病徴がみとめられる。著しいときは互

に向合った葉片が合わさったりtube状となって重複

することがある。葉柄は正常株に比して細長く，葉片

は小さく狭くなる・葉表面は波状で搬を生じ，淡緑色

を呈する。

　備考　F．vesca L．では接穂した場合でも葉に病徴

をみとめない。

7。　VEIN－BANDING　VIRUS
　分布　U．S。A。（カリフオルニア）

　寄主植物　エゾヘビイチゴ，（Red－fruited　Alpine

variety）

　病徴　若い葉に最初の病徴が現われ葉脈緑帯を生ず

る。本病はStrawberry　vims4，5或はStrawberry

crinkle　virusと同じウイルスと認められているが，

また別種のものともみられている。

　伝染方法　接木，ネナシカズラ（Cuscuta subin-

clusa)，アブラムシ類（Amphorophra rubi,C．

fragaefolii, Macrosiphon pelargonii, Myzus

ornatus,以上30分間の食餌によってウイルスを獲得す

ることができる）。

8．　LATENT　VIRUS

　分布　U・S・A・（カリフオルニア）

　寄主植物　Fragaria bracteata,エゾヘビイチゴの

East　Malling　clone

　病徴　本ウイルスは単独では明瞭な病徴を示さない

が，他のウイルスとの複合によって本ウイルスを認め

ることができる。そしてF．vesca（Strain　A）より

もF.bracteata（Strain　B）の方が複合の場合病徴

が著しい。

　伝染方法接木

9．　GREEN　PETAL　VIRUS

　分布　イギリス，カナダ

　寄主植物　オランダイチゴ

　病徴　最初花部に病徴が現われ，薯が大きくなり着

花が少なく収穫も減ずる。成熟葉は鈍黄色又は黄緑色

となり，その後つやのある赤色に変化，特に8～9月

頃赤色化が明瞭となる。古い葉の葉柄は新葉に比して

非常に細長い。株全体は萎縮して葉はやや捲き，葉の

主脈と葉縁が黄色を呈する。最後は萎れて枯死し被害

は大きい。

　伝染方法接木

　備考　本病は，白クローバーや赤クローバーのウイ

ルスに．よって起ることが最近判明したが，多分Ame・

rican　aster　yellow　virusの一系統と推定さ酒る。本

ウイルスは，　ヨコバイの1種（E％30εZおあ％θ40彪s

BRULLE）や多分 Macrosteles viridigrisens　EDW．

でも伝染する。

10．　STUNT　VIRUS

　別名　Fragaria　Virus5，Nanus cupuliformis

ZELLER　and　WEAvER

　分布　U．S。A．（アイダホ，オレゴン，ワシントン）2

オランダ

　寄主植物　オランダイチゴ（F．chiaensis D. var.

ananassa BAILEY）

（17）



112 植物防疫所調査研究報告 第1号第2部

　病徴　葉柄は外見上正常にみえるが，その長さは1／・

～2／3に短縮，直立して，yellow　edge　virusの如く倒

伏しない。葉は光沢があってやや固く，紙のようにパ

サパサ音をたてて縮れており，果実は小さく種子が多

くて固い。全体がすくんでみえる。

　伝染方法　接木，アブラムシ（Capitophorus fra-

gaefolii

11．WITCH’S　BROOM　VIRUS
　別名　Fragaria Virus 3 ,Nanus fragariae

HoLMES，Blastogenus fragariae（H.）McKINNEY，

Strawberry　virus2，

　分布　U。S。A。（オレゴン，アイダホ，ワシントン

モ：ソトリオール）

　寄主植物　エゾヘビイチゴ

　病徴　品種によって病徴を異にする。葉は多く繁り

細長い葉柄に着生して下方に捲く。ラソナーは短縮し

て株全体も萎縮し，花梗も細長くなって結果しにくく

なる。株全体は天狗巣症状を呈する。

　伝染方法　アブラムシ類（Capitophorus fragaefo-

lii, Myzys fragaefolii

12．TOBACCO　NECROSIS　VIRUS

　分布　U。S。A。，ニュージーラソド，ヨーロッパ

　寄主植物　エゾヘビイチゴ，タバコ，イソゲン，チ

ューリップ，レタス，Primula obconica

　伝染方法病土

13．ROSE　MOSAIC　VIRUS

　寄主植物　エゾヘビイチゴ，　F錫8群臨sp．他

　備考　（その他の事項にっいてはバラの項参照）

　パインアツプル（PineapPle．Ananas comous（L.）

MERR．

1．PmEAPPLE’Y肌LOW－SPOT
　別名　Ananus virus 1，Pineapple　Side　Rot　Virus，

Tomato　Spotted　Wilt　Virus，Lycopersicum virus

3, Lethum australiense  HOLMS, Tomato　Virus1

　分布　Tomato　spotted　wilt　virusの分布地として

は，U・S・A．，カナダ，メキシコ，ハワイ，南アフリカ2

南ローデシヤ，タンガニカ，スーダソ（？），中国，イ

ンド（？），南・西オーストラリアンニュージーラ：ソド2

クインスランド，ベルギー，フラ：ソス，ドイツ，イギ

リス，オランダ，ソ連，トルコ，キューバ，プエルト

リコ，アルゼyチ：ソ，ブラジル

　寄主植物　パインアップル，ボタン類，ダーリア，

トマト，ジ’ヤガイモ，タバコ，グルテノーザ，レタスン

エンドウ，スイートピー，アマリリス，カラー，エゾ

ギク，ベゴニヤ，ヒエンソウ，キンセンカ2ホクシヤァ

Gallardia，グロキシニ．ヤ，ノーゼンハレン，テン’ジ’ク

アオイ，サクラソウ，ペチユニヤ，サルビヤ，ストッ

ク，クマヅヅラ，百日草その他の草花類

　病徴　若い葉の葉裏に“inital　spot”と呼ぶ僅か盛

上った円形（径2～15mm大）の黄色斑紋を生じる。

重症のときは柔らかい葉の基部に近い部分に多く黄色

斑がみられ，次第に拡大して中央部分の葉全体に及

ぶ。これらの葉は楼化して槌緑，やや鐡を生じるが，

下葉は正常のままである。株を切断するとinitial　spot

をもつ葉の内部の茎に，特に若い株の場合に，多く褐

色組織ができている。早期感染株は倭化して成熟前に

枯死するが，後期感染の場合は，果実と茎葉の発育に

影響を及ぼす。

　伝染方法汁液（カーボラ：ソダム），スリップス類

（Frankliniella lycopersi,ANDREWARTHA，F・
occidentalis PERG, F．moultoni HOOD，F．shhultzei,

Thrips tabaci LIND）

　検定方法　指標植物としてペチュニヤでは，接種後

48一）72時間で局部病斑（中心が淡く周りが赤褐色の円

形斑点）を生ず。グルチノーザでは，接種後3～4日

で局部病斑を生じ，その後直径2～3mmの同心エソ

斑を生ずる。なお，ジャガイモ，トマト，レタス，エ

ンドウ，ダーリヤ，スイートピー，カラーリリー等他

の寄主上でもそれぞれ特有の病徴を示す。

1
バナナ類（Banana，Musa spp．）

　：BANANA　BUNCHY－TOP　VIRUS
別名　　B＆nana　virus　1　Musa virus

勇布　オーストラリア，フィジー，セィロン，エジ

プト，Boninlslands，Ellicelslands

　寄主植物　Musa cavendishii LANB．（Dwarf　ba一

nana）M.sapientum(L,)KUNTZE（Common　ba－

nana），M.fehi (Sawaga，　Vi－ma－ma，Lady’s

Finger，Sugar　variety）

　病徴　Bunchy－tOP症状は生育時の如何なる時期に

も発生する。罹病が著しい場合には先端が束状となり

ロゼットを呈する。葉柄は正常株に比し直立する傾向

がある。葉では不規則暗緑色条斑が約0・75mmの幅，1

吋の長さで下葉裏面で葉柄に沿って現われる。株全体

はやや黄化し楼化する。

　伝染方法　アブラムシ（Pentalpnia nigronervosa

COQU．）により1・5一》2時間の食餌によって伝染させ

（18）



1962年2月 資 料 113

ることができる。

　備考　オーストラリア，セイロソではマニラ麻

（躍麗耐6甜薦s　NEE。）に本ウィルスが感染するとし

ているが，フィリッピソでは，他のAvacabunchy－toP

virusがマニラ麻やAvacaにBunchy－toPを引き起

こすものとしている。

2．　BA：NA：NA　INFECTIOUS　CHLOROSIS

　　VIRUS
　　　（Cucumber　Masaic　VirusのStrain）

　分布　オー一ストラリア（ニユーサウスウエルズ）

　寄主植物　M.sapientum（L，）KUNTZE（Lady’5

Finger種）

　病徴　感染後第3葉での発生がまずみられ，正状株

に比して形が小さく，槌緑して軽く捲葉して垂下し，

緑色部分に黄色部分を生ず。又葉片やPseudo－stem

上にエソ斑や条斑を生ずる。葉柄や葉は減槌してロゼ

ット状となりBunchy－topに類似している。

　伝染方法　CMVの一系統であるためCMVを伝
染するアブラムシ類は，本病を伝染するものとされて

いる。

3．MOSAIC
　別名　Cucumis virus 1 Marmor cucumeris

var. commelinae HOLMES, Musa virus 3

　分布　U。S。A。（フロリダ），ハワイ

　寄主植物　M．paradidiaca(Common　banana）

4．MOSAIC
　　躍．oα泥n4♂3海LAMB．にハワイで認められてい

るが本病の病原ウイルスは同定されていない・

　アボカド（Avocado．Persea americana MILL．）

1．　AVOCADO　SUN　BLOTCH　VIRUS
　分布　U・S．A・（カリフオルニア，フロリグ）

　寄主植物　アボカド

　病徴　若い茎や枝上に黄色条斑を生じ，果実にも黄

～赤色条斑を生じる。（緑色が残っている場合には黄

色条斑，黒紫色の果実では一般に赤色条斑である。）葉

には僅か奇型を呈するか葉脈槌緑となることがあるが

茎や果実の病徴が一般的である。罹病株は生育が衰え

多少楼化する。

　伝染方法　芽接，接木。種子伝染が挙げられている

が，環境条件の不備を伴う試験結果であるため確認で

きていない。

　備考　成熟した根や幹の皮部のひび割れは，本病と

関係はあるが，同定に際しては不確実なものである。

1
　ココヤシ（Coconut，Coos nucifera L.）

　COCO：NUT　CADA：NG－CADANG　DISEASE

　VIRUS
　分布　フリィリッピン，インド

　寄主植物　ココヤシ

　病徴　葉は黄化して萎黄症状を呈し，しばしば多数

の半透明斑点を生ず。これはのちオレンジ黄色に変色

する。羽片は幅狭く中肋の部分で屈曲したり破れたり

することが多い。葉は次第に楼小となり，未成熟のま

ま落葉する。罹病株は楼化し，短縮した葉を株の先端

にぎっしりと束ねている。葉の矯小化によって株全体

は次第に円錐形化し，最後には露出した株を残すのみ

となる。総状花は乾燥枯死するが樹上に残る。

伝染方法　刺針法によって伝染する。

潜伏期間　30～130日

　パパイヤ（Papaya，Carica papaya L.）

1．　PAPA’YA　BUNCHY－TOP　VIRUS

　分布　U。S。A．（フロリダ），プエルトリコ，セント

ドミニカ，ハイチ，ジヤマイカ

　寄主植物　パパイヤ

　病徴　罹病株は著しく楼化し，萎縮して短い節間と

なり花がおちる。収穫を減じ果実は味が悪く又乳液も

減少する。本ウイルスは下方への移動が極めて遅く，

罹病株は感染部位のすぐ下部を切断することに．よって

恢復させることができる。

　伝染方法　接木，ヨコバイの一種（Empoasca pa-

paya OMAN）

　潜伏期間　約6週間

2．PAPAYA　RINGSPOT　VIRUS
　分布　ハワイ

　寄主植物　パパイヤ

　病徴　まず最初に．若い葉の表面の第2次脈と細脈の

間の葉組織が鐡を生じてふくらみ，下方に捲葉する傾

向があり，また葉の周辺と先端部も同様内側に捲くよ

うになる。果実は輪紋と斑点を伴う。若い果実では小

さい淡緑色輪紋が現われるが，成熟果では黄色輪紋と

なる。果実の香りと充実は多少損われる。

　伝染方法　アブラムシ（Myzus persicae SULZ）

　潜伏期間　2週間

3．　MOSAIC

　分布　プエルトリコ

　寄主植物　パパイヤ

（19）



114 植物防疫所調査研究報告 第1号第2部

　備考　本病がウイルス性のものか否かは確認されて

いない。

4．WAIALUA　DISEASE
　分布　ハワイ

　寄主植物　パパィヤ

　備考　本病がウイルス性のものか否かは確認されて

いない。

　　ココア（Cacao，Theobroma cacao L.）

1．COCOA　SWOLLE：N　SHOOT　VIRUS
　分布　ゴールドコースト，ナイゼリア，トリニダー

ド

　寄主植物　Sterculiaceaeの4種，Bombacaceaeの

3種が挙げられている。例えばココア，Ceiba pentan-

dra及び Cola chiamydanthea等で，人為的には

Bombax buonopozense P.BEAUV., Theobroma bico

lor HUMB. et BONPL., Adabsonia digitala LINN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Sterculia rhinopetaliaに感染する。

　備考　西アフリカ地方における本病は，次のような

ウイルスの複合によって発生するものとされている。

2．COCOA　SWO：LLE：N　SHOOT　VIRUS　strain　A

　別名　Thθoケo卿召毎7％s　IA71惚僻解07’h60670郷αε

var．A

　分布　ゴールドコースト，ナイゼリア，トリニダー

ト

　寄主植物　ココア

　病徴　葉では細脈上に葉脈透化が現われ或は葉脈緑

帯を呈し，葉色も鈍黄色か黄緑色となり半透明黄白色

病斑を伴う。若い葉では，狭い赤色帯で葉脈が境され

感染初期には明瞭な赤色網となる。爽では感染後まも

なく，緑色未熟爽上に暗緑色斑を形成する。感染後期

には暗赤色斑に変わる。爽が黄色に成熟した時も緑色

斑が残存することがあり，かかる英は正常英の約1／、重

となる。また枝，主根および側根上に瘤を形成する。

　伝染方法　接木，根接，カイガラムシ類（Pseudo-

coccus njalensis LAING,P.citru RISSO, Ferrisia

virgata CKLL）

3．　COCOA　SWO：L：LEN　SHOOT　VIRUS　strain　B

　別名　Theobroma virus 1 B,Bisa　strain，Mild

strain

　分布　ゴールドコースト，ナイゼリアントリ出ダート

　寄主植物　ココア

　病徴　Strain　Aと同様枝や根上に瘤が形成される

が，Aよりは明瞭で長い・葉では細脈上の網目状透化

や，黄色帯紋がみられAの初期症状と類似する。爽上

での病徴はみとめられない。

　伝染方法　カイガラムシ（Pseudococcus njalensis

LAING, Ferrisia virgata CKII）

　備考　種子伝染は行なわないが，罹病株上の種子は

健全種子に比して発芽が少ない・

4。COCOA　SWOL：LEN　SHOOT　VIRUS　StrainC

　別名　Theobroma virus 1 C. Kpeve Strain,Mottle

Leaf　of　Cacao

　分布　ゴールドコースト，ナイゼリア，トリニダー

ト

　寄主植物　ココァ

　病徴　初期の葉の病徴はStrain　Aと同様，明瞭な

葉脈透化を起こし，葉脈緑帯はAよりも明瞭となる。

裾緑部は中央部は完全に透化する傾向があるが周縁部

は不透明な黄色を呈す。葉のヘリは下方に捲き脈間の

雛症状もAよりは顕著である。葉では淡赤色斑を生ず

ることも稀にあるが一般にはみとめられず，ただ爽の

形が幾分減退する。瘤は形成されない。

　伝染方法カイガラムシの1種（Pseudococcus
citri RISSO）

5．　COCOA　SWOLLEN　SHOOT　VIRUS　Strain　D

　別名　Theabroma virus ID. Nkawkaw strain

　分布　ゴールドコースト，ナイゼリア，トリニダー

ト

　寄主植物　ココア

　病徴　細脈上での初期葉脈透化は稀であるが，初期

には主としてPin－point　yellow　spotが葉上一杯に発

生する。後期にはPepPer　and　Salt　typeの特殊なモ

ザイク症状を呈し，黄色斑点が明瞭となる。英では病

徴はみとめられない。瘤も一般にみとめられない。

　伝染方法　カイガラムシ　（pseudococcud citri

RISSO,P．njalensis　LAING）

　　コーヒー（Coffee，Coffea arabica L）

1．　COFFEE　RINGSPOT　VIRUS

　寄主植物　コーヒー

　病徴　輪紋を生ずる。

　伝染方法　罹病の顕著な株に健全穂木をApproach

grafting及びSide　graftingによって接ぐことによ

って最少10カ月後病徴を現わす。

2．　COFFEE　HOT　AND　GOLI）DISEASE

　　VIRUS（？）

　分布　ウガソダ東部（Mound　Elgon）

（20）
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　寄主植物　コーヒー

　病徴　露地では枝が全部西方向に向かって成長し，

東側の枝は枯れつづける。時には著しい病徴を現わし

ている部分の間に正常な部分を発生すこるともある。

狂　いも類のウイルス病

サツマイモ（Sweetpotato，Ipomoea batatas(L.）

　LAM．）

1．YEL：LOW　DWARF
　別名　　Nanus ipomoea HILDEBRAND

　　　Sweetpotato　B　virus

　分布　U、S，A。，イスラエル，東アフリカ

　寄主植物　サヅマイモ，Ipomoea, Quamoclit，

Calonyction(?),Merremia(?)属植物

　病徴　葉脈が透化し，葉と根の倭性化を引き起こ

す。

　伝染方法　接木，コナジラミの一種（Trialeurodes

abutilonea,Bemisia tabaci GENN）

　検定方法　サヅマイモ品種La．XXIはYellow
dwarfにのみ感受性であり，Internal　corkやLeaf

spotには抵抗性品種である。

2。　INTERNAL　CORK

　別名　Lethum rhisospilum HILDEBRAND

　分布　U。S．A・（南カロライナ，北カロライナ・ジ

ョージァ，バージニ・ア，テネシイ，ミシシッピー，メ

リーランド，ルイジアナ，アラバマ，テキサス，オク

ラホマ，カリフォルニア），イスラエル，東アフリカ

　寄主植物　サヅマイモ

　病徴　大きくなった根の組織内に褐色乃至黒色の固

いコルク組織を生ずる。根のコルク化は貯蔵温度と関

係があり，130Cでは貯蔵前と変らず，210Cで病斑の

数も大きさも増加する・コルクの大きさは長さ1／5吋

直径1／、。吋大である。葉に．も品種によって斑点を生ず

るものがある。本病は収量に．は影響が少ないが品質を

低下させる。

　伝染方法　接木，アブラムシ（Mizus persicae)・

汁液（葉の汁液内にVirusを不活性化する物質が存在

するのでCysteineを用いて行なう。）

　検定方法　指標植物として，Ipomoea purpurea

SCARLET　O》HARA（8｝11日でVein・banding　mottle

を生ず。），サツマイモ品種Clone11（7日で葉に

Chlorotic　spotを生ず。）を用いる。

　備考　組織培養によってCOrk－freeの根を得ること

ができる。

3．　：LEAF　SPOT

　別名　　Phyllospilum ipomoeae HILDEBRAND

　SweetpotatoAVirus

　分布　U・S・A。，イスラエル

　寄主植物　サツマイモ属（Ipomoea）植物

　病徴　葉に斑点を生ずる。

　伝染方法　アブラムシ，接木，汁液

4．　FEATHER’Y　MOTTLE

　別名　Flavimacula ipomeae DOOLITTLE　et

HARTER
　分布　U・S・A・，東アフリカ，日本（P）

　寄主植物　サツマイモ，（Calonyction aculatum,

Quamoclit lobata, Ipomoea purpurea var.Crimson

RAMBERT），Merremia sibirica

　病徴　若い葉の葉脈に沿って明瞭な黄化を起こし，

のち葉脈は黄変して緑色部分が槌色する・その部分に

比較的小さい斑点が拡がり，時には縮葉或は萎縮して

行く。

　伝染方法　汁液，アプラムシ（Mizus persicae

SULZ）

　検定方法　Crimson　Ramber種では全身的な葉脈

エソを生ずる。

　備考　従来Feathery　mottle　virusとして挙げられ

たものは上記を指していたが，最近R．E・WEBB等に

よって前述の3つのウイルス即ちYellow　dwarf，In－

temal　corkおよびLeaf　spotの複合体であることが

判明した。本病をFeathery　mottle　complexと称し

夫々のウイルスが単独で侵すときよりも複合の場合病

徴は著しく，附加的に働くものとされている。

5．MOSAIC　DISEASE
　分布　U．S．A。，プエルトリコ，東アフリカ

　寄主植物　サツマイモ，Ipomoea rubra，タバコ

　病徴　若い葉に明瞭なモザイク斑紋を生じ，その後

　葉全体が槌緑化し，叛を生ずる。

　伝染方法接木，コナジラミの一種（Bemisia

　ineonspicua）

　検定方法　本ウイルスは根の汁液でタバコに接種し

　た場合発病させることができるが，茎葉の汁液では伝

　染しない，この発病したタバコ汁液は，サツマイモの

　他13種の植物に伝染させることができるが，物理化学

　的性質等よりみてTMVまたはそのStrainであるこ

　とが判明している。

（21）
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6．　TOBACCO　RINGSPOT　VIRUS
　別名　Tobacco　Vims10，Ringspot　Virus　No．1，

Nicotiana Virus 12, Annulus tabaci HOLMES

　本ウイルスはサツマイモ上では病徴が現われない。

7・斑紋バイラス病

　分布　日本

　寄主植物　アサガオ，グンバィヒルガォ，ルコゥソ

ウ，キクザアサガオ，ネコアサガオ，ソコベニアサガ

オ

　病徴　（V・C型）：葉脈に沿って浸潤状ヌ．は波状に

葉緑素がぬけ黄化する。槌色は主脈，細脈ともに現わ

れる。（C・S型）3周縁がやや不明瞭の黄白色孤立斑点

を生じ，脈間に多く数個から数十個に達するものもあ

る。

　　罹病植物にはX一体を生ずる。

　伝染方法　接木，心接，アブラムシ（Mizus persicae

SULZ．では3週間で発病する。Macrosiphum soloni-

folii）

8．甘しよ天狗巣病

　別名　Witch’s　Broom　Virus

　分布　沖縄，マラヤ（？）

　寄主植物　サヅマイモ

　病徴　芽が僅か伸長して数葉時にすでに箒状となり

一芽から4乃至30本以上もの小枝を生じ天狗巣状を呈

す。葉ではふつうモザイクを現わさないが，わずか槌

色する。成葉は次々に黄変して枯死する。また葉は細

長くて上方へ捲き上がるものが多い。生長点の葉はエ

ソを起こし芽は奇型を呈し，節間が短縮して全株が萎

縮する。いもは極めてできが悪く重症株は長い細根の

みで収穫は殆んどない。

　伝染方法接木

9。縮葉モザイク病

　分布　日本

　寄主植物　サヅマイモ，アサガオ

　病徴　葉に斑紋モザイク病類似の淡黄色小さい丸い

斑点や葉脈に沿って鮮かな斑紋が現われ，夏には病斑

の周りは紫色の輪に着色，葉はやや黄化してちぢれ，

時には奇型を呈す。全葉に著しい病斑が現われ，蔓は

節間がつまり短い腋芽が叢生して株全体が萎縮する。

いもにはIntemalcorkを生じない。罹病株はいもが

殆んどつかず，わが国のサツマイモウイルス病では被

一害は最も大きい。

　伝染方法接木，モモアカアブラムシ，アサガオで

は汁液伝染が可能である。

　検定方法　接木により2乃至3週間後に明瞭な病徴

が現われる。

10．モザイク病

　分布　日本（沖縄）

　寄主植物　サツマイモ

　病徴　葉に緑色と淡黄色部が入り混りモザイク状と

なり，葉面は凹凸，形は細長く小型となって奇型を呈

す。蔓も生育が悪く倭性となり頂葉は萎縮して時には

枯死し，下部葉腋から盛んに腋芽を発生して箒状とな

る。沖縄では冬季作（10～5月）で収穫が半減し被害

は大きい。

　伝染方法　不明（接木，塗沫，注射等では潜伏期間

が長くて伝染確認が困難であり，心接，アブラムシが

挙げられているが未確認である）。

　備考　本病がウイルス病であるか否かは現在明らか

にされていないo

　　ジャガイモ（Potato．Solanum tuberodum L.）

1．　POTATO　AUCUBA　MlOSAIC　VIRUS

　　　　（黄斑モザイク病）

　別名　Solanum Virus 9, Potato　Virus　G，

　　　Non・infectious　Chlorosis　Virus，

　　　Potato　non－infectious　Chlorosis，

　　　Potato　Pseudo－net　necrosis，

　　　Potato　Phloem　Parenchyma　necrosis，

　　　Potato　tuber　broch，Canada　streak，

　　　Potato　Streak，Aucuba－bont，

　　　Potato　Virus　F　und　G，

　　　Solanum Virus 8, Marmor aucuba,

　分布　イギリスその他ヨーロッパ各国，U・S・A・，

モザンビーク，日本

　寄主植物　なす科：タバコ，ペチユニヤ，シロバナ

ヨウシュチョウセン’アサガオ，　トウガラシ，オオハシ

リドコロ，トマト，SoJ伽％郷4％Jo召〃2召錫等12種

あかざ科：Chenopodium amaranticolor

　病徴　葉にアオキの斑入に似た黄色の斑紋ができ

る。

　伝染方法　汁液，モモアカアブラムシ,（平井はモ

モアカアブラムシで陰性の結果を得ている・）

　検定方法　指標植物トマトで黄色小斑点，トウガラ

シでは，接種葉にエソ斑点，Chenopodium amaran-

ticotor ではLocal　lesionをつくる。
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2．　POTATO　BOUQUET　DISEASE
　別名　Tobacco　Ringspot　Virus，

　　　Tobacco　Virus10，

　　　Ringspot　Virus　No，1ン

　　　Nicotiana Virus 12, Annulus tabaci,

　　　Bukett　Krankheit，

　　　Solanum　Virus　deformans

　分布　U・S・A，，オーストラリア，ドイヅ，イタリア，

ノルウエー，スイス，チェッコスロバキア，ハyガリ

ア，オーストラリア（P），．ルーマニア（P）

　寄主植物　なす科：タバコ，マルバタバコ，シロバ

ナヨウシュチョウセンアサガオ，ナス・イヌホウズキ・

Nicotiana glutinosa等27種，うり科：キウリ，カボ

チャ等9種，きく科：ブタクサ，キンセソカ，ヒメム

カシヨモギ，ヒマワリ等11種，まめ科：フジマメ，イ

ンゲンマメ，ジュウロクササゲ等7種，あかざ科：テ

ソサイ，シロザ等3種，すみれ科：サyシキスミレ，

Viola papilioncaea,つるな科：Tetoragonia expansa

・（ツルナ），ひゆ科：Amaranthus paniculata,ひる

がお科：マルバアサガオ，あぶらな科：β僻伽形0

β僻伽形召，たかとうだい科：躍o初粥oo吻吻雌お（ヒ

マ），しそ科：ヒゴロモソウ，あおい科：アメリカネ

リ，やまごぼう科：ヨウシュヤマゴボウ，たで科：

PO砂gO％％彫1砂4望0カゆε7，ごまのはぐさ科＝キソギヨ

ソウ

　病徴　感染した植物は，節聞が短縮し茎は著しく曲

り，葉は密着する。或る品種では，下葉の表面の葉脈

上や葉柄上に褐色若しくは黒色の病斑を生ずる。

　伝染方法　汁液，スリップス等

　検定方法　タバコにNecrotic　Ring，アカザにLocal

lesionヌササゲにSystemic　Necroisを生ずる。

3，　Die　Bronzflecken：Krankheit

　分布　ブルガリア，ポーランド，ソ連，フランス

（？）

　寄主植物　ジャガイモ，トマト

　病徴　トマトや観賞用植物の茎に発生し，またジャ

ガイモにも感染させる。葉に多く発生し茎には瘤

（Ausbeulungen）と共に斑点を生ずる。しばしば褐

色の輪紋，或は斑紋を生じ楼生で捲いた葉は先端から

枯れる。感染した塊茎は奇形を呈する。

　なお本病はTomato　spotted　wilt　virusに似てい

る。

4．POTATO　GREEN　DWARF　DISEASE
　　VIRUS

　分布　U．S，A。

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　罹病植物の発芽は正常のものより遅れ極端に

萎縮する。成熟した場合でも6イソチ位のものが珍し

くない。若葉の小葉は舟形となり，基葉は4～5枚の

葉がロゼット状に密生する。上葉は叢生し遂には萎縮

し奇形を呈する。

　伝染方法　接木，Insect　vectorは不明

5．　POTATO：LEAF－ROLL　VIRUS

　　　　（ジャガイモ葉捲病）

別名

　分布

　寄主植物

ヤエチョウセンアサガオ，

ンアサガオ，

ペチュニヤ，Datura aegyptica, D.chlorantha,

Physalis

Villooum,ひゆ科：

Amaranthus caudatus,Cerosia argentea,Gom-

phrena globosa,のらな科：Nolana lanceolata

　病徴　普通下葉が周縁から捲き上がりスプーン状と

なる。茎の節間はつまり萎縮し直立形となる。葉は硬

化して厚くなり，脆くなる。全体的に淡黄色となり紫

色を帯びることもある。罹病株の種いもは消化されな

いo

　伝染方法　接木，アブラムシ（モモアカアブラムシ

等）

　潜伏方法　接種後6～8日

　検定方法　Physalis floridanaでは葉は革質化し

捲き上がり黄化する。

6．　POTATO　LEAF－RO：LLING　VIRUS

Poatto．1eaf－cur1，Potato　virus1，

Potato　phloem　necrosis　virus，

Solanum Virus 14，Corium solani,
Solanum Virus librimatiferum,

Solanum Virus rigidiformans,

Die　Blattrollkrankheit，

Enroulement，Accartocciamento，

Ωuanjer　tuberosi

ジャガイモ生産地全域

　　なす科：ヨウシュチョウセンアサガオ，

　　　　　　　シロバナヨウシュチョウセ

　　センナリホウズキ，トマト，ジャガイモ，

　floridana, Solanum dulcamara, 

　　　　　ヒメシロビユ，アオゲイトウ，

エッコスロバキア，

別名 Solanum Virus 11,PotatoVirus7，

　　Kartoffel－K・Virus，Rollmosaic　der

　　Kartoffe1

分布　ドイヅ，ポーラソド，スイス，フランス，

　　　　　　　イタリア，ルーマニア

寄主植物　ジャガイモ

チ
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　病徴　品種によって多少差はあるが，葉にはMottle

を散生する。葉は捲く特徴があるが葉捲病のように明

瞭に捲くことはない。また楼化し黄萎化するので葉捲

病と区別できる。MottlingはRugose　Mosaicの型に

似ている。上に捲く葉が軟弱であるというところは，

黒癒病とか黒脚病に罹ったものの中にみられる型に似

ている。アメリカの品種ではRollingやMottling

は殆んどマスクする。

　伝染方法　汁液，心接ぎ，アブラムシ類（モモアカ

アプラムシ等）

　検定方法　指標植物として50如郷吻4θ痂s鋤郷を
　　　　　　　　　　　　　　　使用すると，堅く捲くと共にアントシアンを形成す

る。

7。　POTATO　PARACRINKLE　VIRUS
　別名　Potato　Vims　E，Solanum Virus 7,

　　　Marmor angliae, Solanum Virus E,

　　　PotatoVirusM
　分布　ベルギー，イギリス，アイルラソド，ノルウ

ェー，スウエーデン，スイス，スペイン，チェッコス

ロバキア，イタリア

　寄主植物　なす科：タバコ，ジャガイモ，シロバナ

ヨウシ’ユチョウセンアサガオ，　Nicotiana debneji,

Sokanum rostratum,，トマト，まめ科；ササ

ゲ等

　病徴　最初は葉脈の結合部にChlorosisの斑点が現

われると共に葉は縮れ奇形を呈し葉縁は波立つ。葉の

表面にNecrotic　spotを生じ，また短い褐色のStreak

を下面の葉脈上に生ずる。第2年目になると短い茎を

多く生じ脆くなり，葉は叢生して激しく奇形を呈し，

Necrotic　lesionは益々激しくなる。

潜在性の品種もある。

　伝染方法　汁液，接木

　検定方法　なたね＝Local　lesion，チョゥセ：ソァサガ

オ：Mottling

8．POTATO　PURPLE　TOP　WILT
　　　　（Strain　of　Aster　yellow　Vims）

　分布　U．S．A。，ユーゴースラビア

　寄主植物　きく科：ヒヤクニチソウ，キ：ソセンカ，

チシヤ等10種，きんぽ一げ科＝ナツザキフクジュソウ，

けし科：シベリヤヒナゲシ，あぶらな科＝ヒメアラセ

イトウ等3種，たで科：ソバ，あかざ科3ホーレンソ

ウ，ひゆ科＝ヒモゲイトウ，せり科：ニンジン等4種

なす科＝トマト，ペチュニヤ等4種，ごまのはぐさ科

　＝ニシキミゾホウズキ，Calceolaria sp.ムシクサ，

いわたばこ科＝GJo蛎％」θspp。はなしのぶ科：キキョ

ウナデシコ，あやめ科：α認Jo伽S　sp．

　病徴　Aster　yellow　Virusの或るStrainに起因

する。病徴は1本の茎とか，植物体の1部分に限られ

るが，塊茎の大部分は罹病する。繊弱の芽を生じ10》

14日で枯死する。種いもは消化しにくい。

　伝染方法　接木，芽接，昆虫（ヨコバイの1種）

g。　LATE－13REA：KI：NG　DISEASE

　　　（Strain　of　Aster　yellow　Virus）

　分布　U・S・A．

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　最初は側生芽の先端が捲きはじめ幾分　Leaf

rO11に似る。しばしば病徴の進展は下端から全体に及

び全身を覆う。数日で植物体は硬直し立つ。葉は萎黄

と共にオリーブグリーンを伴う。又，しばしば葉脈，

葉，末端の小さい捲いた葉に多量の色素が現われ紫色

を帯びる。更にStageが進むと凋れ枯死する。病徴が

進むと葉腋に気中塊茎を生じる。また或るものは気中

Stolonを生ずる。

　伝染方法接木，ヨコバイの1種

10．POTATO　SPINDLE　TUBER　VIRUS
　別名　Solanum Virus 12,Potato　Virus8,

　　　Potato　Marginal　leaf－roll　Virus，

　　　Acrogenus solani,Potato　spindling　tuber

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　Acrogenus solani var.vulgsris

　分布　U．S．A．，カナダ，ブルガリア，アイルランド

ポーランド，ソ連，ペルー

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　葉は小さく濃色となり，直立し葉面は脈間が

もり上がり敬が生ずる。生育が進むと萎縮する。また

直立気味となる。葉片は内側に捲くので互に重り合う

傾向がある。塊茎は長く円柱状または紡錘形となり，

外面は不規則な凹凸形を呈す。明瞭な縦の割れ目を生

ずる。

芽は深くなる。

　伝染方法　汁液，心接ぎ，切断面の接触等，アブラ

ムシ，ハムシの1種，カメムシの1種，コロラドハム

シの幼虫，ヨコバイ類等

11．POTATO　UN：MOTTLED　CUR：LY’DWARF

　　VIRUS
　　（Strain　of　potato　Spindle　tuber　Virus）

　別名 Solanum Virus 13，

　　　　Potato　Virus9，

　寄主植物　ジャガイモ

（24）



1962年2月 資 料 119

　病徴　Spindle　tuberに似た病徴で，葉は暗緑色を

呈し，搬があり，ひだがより，縮れて捲く。塊茎には

縦に割れ目が入り割れ目は互に凹凸の不規則な形をし

ている○

　伝染方法　汁液，切断面の接触，アブラムシ，ヨコ

バイ，ハムシの1種

12．POTATO　STEM　MOTTLE
　別名　Tobacco　rattle　disease　Virus，

　　　Tobacco　Virus11，ノVげoo房伽4γか％s5，

　　　Tobacco　stripe　and　curl　disease　Virus，

　　　Stengel　bunt　krankheit，Stengelbunt，

　　　Rattle　Virus，Ratelziekte，Mauke　des　tabak

　分布　オランダ，ドイツ，デソマーク，ノルウェー

　寄主植物　タバコ，ジャガイモ，Nicotiana frauca,

N.tomentosiformis, N.otphora, N.glutinosa.

N. setchelli

　病徴　Tobacco　rattle　disease　Virusがジャガイモ

に感染するとPotato　Stem　mottleと呼ばれている。

次のような病徴を示す。

　（1）葉に幾分激しいMottlingを表わすもの；Light

　　greenの部分は通常のX・VirusのMosaicより雑

　　でより黄色を帯びている。小葉上に黄色のStre盆

　　を生じ梢小さく奇形を呈する。

　（2）Aucuba　Mosaic型のもの：葉にBright　yellow

　　の条，稲妻型或はRing状の斑点を生ずる。

　（3）葉，葉柄，茎，塊茎にNecrotic　spotを生じ品

　　種によっては，Mosaic状の症状を伴うようであ

　　る。Necrotic　spotは時々小葉に稲妻型に交差し

　　て現われる。

　（4）多少楼小となるもの：感染した植物の頂部は著

　　　しく萎縮する。

　伝染方法　汁液，土壌

13．POTATO　STUNT　VIRUS
　別名　Stauchekrankheit　der　kartoffel

　分布　スコットラyド

　寄主　タバコ，トマト，シマトウガラシ，Nicoti-

ana rustica ,Sokanum demissum, S.nodiflorum.

Physalis froridana

　病徴　若腋芽の下葉或は接いだ茎の上に灰暗色水浸

状のNecrotic　Lesionを現わしLesionはSpotを形

成しRing若しくは不規則な斑点は急激に拡がり葉脈

間を満す。其後これらの部分は崩壊し葉は萎凋落葉し

，次第に枯れ上り頂葉を残して据枯れ状を呈する。上

葉は萎黄となり内側に捲き品種によっては，赤，青，

黄に着色する。エソはしばしば脈間に散在したり葉縁

をくまどったりし萎凋させる。葉は堅く脆くなり・葉

が捲き始めると生育は妨げられ葉も小さく，また相当

奇形を呈する。

　伝染方法　汁液，接木

　検定方法　指標植物タバコでは萎黄し萎縮する。

14．DIE　STOI。BURKRANKHEIT

　別名　Fruchtverholzungsvirus　der　Tomateン

　　　Stidliche　Stolburkrankheit，　Chlorogenus

　　　australiensis　var．stolbur，Leptomotropus

　　　kOraZeVSCianUS

　分布　ペルギー，ブルガリア，ユーゴースラビア，

オーストリア，ルーマニア，スイス，チェッコスロバ

キァ，ハンガリァ，ソ連，オーストラリア

　寄主植物　なす科：ジャガイモ，ナス，トマト，ト

ウガラシ，タバコ，加伽鵤sp．，きく科：キクニガナ

　病徴　最初は葉縁が着色し，次いで葉全体が黄化し，

捲いてスプーン状となる。葉端附近は時々紫色を呈す

る。しばしば葉は直立し茎は堅くなる。気中塊茎を生

じるものもある。

　本病はSmithのCranberry　False－blossom　Virus

Tomato　big　bud，Eggplant　little　leaf　diseaseン

Tobacco　yellow　Dwarf等に関係があるもののよう

である。

　伝染方法　接木，Cuscuta camperstrisやHyales-

thes obscoketusで伝染する。

　検定方法　トマト：萎黄し，著しく萎縮する。下側

の葉の葉脈は赤紫色を呈す。トウガラシ:Chlorosis

を起し葉は捲く。Nicotiana glutinosa:弱い側枝を

生じ，花は異常を呈する。

15．POTATOVIRUSA
　別名　Super－mild　mosaic　Virus，Solanum Virus

　　　　3，Marmor solani,Sonanum Virus Par-

　　　　thermus, Solanum Virus alphacicum.

　　　　Potato　Virus　P，Das　A・mosaic，Potato

　　　　Veinal　mosaic　Virus，Kartoffe1・Virus　Pン

　　　　Rauhmosaik，

　分布　ヨーロッパ全域（但し，ブルガリア，フイソ

ラ，ンド，ギリシヤ，ポーラン’ド，ポノレトガル，スペイ

ンでは未確認）U．S。A。，アルゼンチy，コロ：ソビア

　寄主植物　なす科＝オオセンナリ，シロバナヨウシ

ュチョウセンアサガオ，　Lycium horimi folium L.

rhombi folium, L. barabarum, Lycopersicum pim-

pinellifolium, Solanum demissum
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　病徴　単一病徴として現われる場合は緑色の葉に黄

色或は淡い緑色の斑点ができる。この斑点は葉脈以外

のところにも現われる。斑紋は気象条件の影響をうけ

る。複合病徴として現わホる場合は漣葉モザイクとし

て現われる。

　伝染方法　汁液，アブラムシ（モモアカアブラムシ

等），接木

　検定方法　指標植物　Lycium rhombifolium, L.

barbarumでは，Local 1esionを Lycopersicum

pimpinellifoliumではSystemic　Necrosisを生ずる。

16．POTATO　VIRUS　F

　　　（Strain　of　Aucuba　mosaic　Virus）

　別名　Tuber　blotch　Virus，pseud－netnecrosis

　　　Virus，Monocrant　Virus

17．POTATO　VIRUS　S
　別名　Die－S・Virus－Krankheit

　分布　ヨーロッパ各国，U．S・A。，カナダ

　寄主植物　トマト，チョウセンアサガオ，ジ’ヤガイ

モ，シ’ロザ，Cyamopsis tetragonoloba,Gomphrenp

globosa, Nicotiana debmeyi, Saracha umbellata.

Solami, rostratum

　病徴　極端にMildで，或る条件下では多くの品種

で弱い鐡がみられる。生育は開く傾向がある。早期に

罹病したものはぐにゃぐにゃになったり，萎凋するの

がみられる。また葉の葉面に多くの明瞭なNecrotic

spotと共に僅かにブロンズ色を呈するものがみられ

る。

　伝染方法　汁液，接触

　検定方法　血清反応，指標植物利用の場合として

Beramacrocarpa：淡黄色spotないしNecrotic　spot，

Gomphrena globosa：Local　lesion，また　Chenopo-

dium album（シロザ）の利用も可

18．POTATO　VIRUS　X

　別名　PotatolatentVirus，PototoVirusB，Potato

Virus　D，Potato　interveinαl　mosaic　Virus，Potato

common　mosaic，Potato　simple　mosaic　Potato

mottle　mosaic，Potato　toP・necrosis，Potato　mild

mosaic，Potato　Virus 16，Potato　acro・necrosis，

Tobacco　ringspot　Virus，Solanum Virus 1，Sola-

num Virus annulosum. Solanophilus tuberosi,

Marnor dulium var. annulus,Das　X　mosaic，

Leichtes　Mosaic，Latent　Potato　Vims，Healthy

Potato　virus，Annulus dubius ,Marmor dubium

var。vulgare

　分布　ジャガイモ栽培地全域

　寄主植物　なす科：シロバナヨウシュチョウセンア

サガオ，トマト2イヌホウズキ，Nicotiana glutinosa

等11種，ひゆ科3アオビユ，ヒモゲイトウ等3種，あ

かざ科＝Chenopodium amaranticolor等2種，ごま

のはぐさ科：ジキタリス，Veronica等4種，しそ

科：キダチハッカ Lamium hybridum等3種，ま

め科＝Vicia faba（ソラマメ），ききよう科:Cam

panual sp.，きく科：Chrysanthemum morifolium

　病徴　潜在性のバイラスであるが混合感染の場合は

強く現われる。Simple　mosaicとして現われる場合は

葉に黄緑色の斑点が不規則にでき葉の周りは波状とな

る場合もある。

　伝染方法　汁液，接触，Cuscuta campestrisによ

り感染。

　検定方法　シロバナヨウシュチョウセンアサガオ：

葉脈透化次いで斑紋葉脈濃緑。Gomphrena globosa:

Local　lesion，Nicotiana tabacum:斑紋，褐斑等を

生ず。トウガラシ＝Necrosis

19．POTATO　VIRUS　B

　　　（Strain　of　potato　Virus　X）

　別名　Up－to－date　streak　Virus

　寄主植物　ジャガイモ（品種により感染しないもの

ある。）

　病徴　感染したジャガイモの品種は，僅かなMottle

が現われる程度で大部分は健全にみえる。

　伝染方法接木

20．UP－TO－DATE　STREAK　VIRUS

　　　（Strain　of　potato　Virus　X）

　別名　Solanum Virus 4,Potato　Virus　B，

　寄主植物　Potαto　virus　Xと同じ。

　病徴　Potato　virus　X　の病徴と似ているが多くの

品種にTop・Necrosisを生ずる点がPotato　virus　X

と異なる点とされている。

21．脈間モザイク

　　　（PotatoVirusXおよびF群Virusの複
　　　合感染）

　分布　日本

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　平井等はこのモザイク病が男爵に発生すると

のべている。罹病ジャガイモは発芽間もない頃は下葉

に黄，黄白色の周縁明瞭な小斑点を1～2個現わす。

これは葉のどの部分にもみられるが形は円，楕円その

他不整形で成育するとともに病徴はみにくくなる。開
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花前にはやや大形で葉脈に囲まれた帯黄淡緑色の斑紋

が現われる。葉縁の漣状，葉面の凹凸，葉脈のエソは

みられない。

22．POTATOVIRUSY（エソモザイク病）
　別名　Acropetal　Necrosis　Virus，Aphidophilus

tuberosi,　Die　strichekrankheit，Hy　皿　Virus，

Leaf－drop　streak　Virus，Marmor cucumis　var．

upsilon, Murialba Venataenia,Potato　Vims　C，

Potato　severe　Mosaic　Virus，Solami,Virus 2, 

Solanum Virus impermanens,StipPle・streakVirus，

Streak　Virus，Vein－banding　Vims，Veinal　mosaic，

条斑モザイク病

　分布　ヨーロッパ全域，U．S・A。，プラジル，アルゼ

ンチン，イソド，ジャバ，日本，タソガニイカ，オー

ストラリア

　寄主植物　なす科：タバコ，シロバナヨウシュチヨ

ウセンアサガオ，クコ，オオセソナリ，イヌホオヅキ，ト

マト，ペチュニヤ，キトマト，Datura Metek, Lycium

halimifolium, L. rhombifolium, Physalis

turbinata, Solanum dulcamara, Hyoscyamus nuger,

Physylis floridana, Lycium barbarum,あかざ

科：Chenopodium urbicum, C. amaranticolor,

きく科3ダリヤ

　病徴　単独で発病する場合の病徴は，最初葉脈に沿

って黒或は褐色の長めの斑点ができ，病勢は急に昂り

小葉が乾いて枯れたり破れたりする。この病状は株全

体に拡まり最後には頂きにごく僅かの葉を残すのみと

る。複合感染の場合は，萎縮したり漣葉症伏を呈した

なりする。

　伝染方法　汁液，アブラムシ（モモアカアブラムシ

等）

　検定方法　指標植物としてのタバコ，Nicotiana

sylvestris, Datura MetelではVein　clearingを現わ

し，Lycium rhombi folium, L. barbarum, physalis

floridana, Chenopodium urbicum ,シロザ等では

Local　lesionを現わす。

23．POTATO　VIRUS　C

　　　　（Strain　of　potato　Virus　Y）

　別名　Di　vemon　streak

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　品種によって異なるが，Edgecote　purpleの

ように僅かに縮葉を呈するものからDi　vemonやU．

S．Seedling41956の葉にみられるような極端な轡曲

を伴う激しいモザイク症状を呈するものまで一連の病

徴がある。またエソを惹起するものもあり　（Potαto

Virus　Yのものに似る），脈間組織にYellowingを

現わすものや，合体して　Streak　を形成する微小な

Lesionもみられる。

　伝染方法　汁液，接木。モモアカアブラムシでは感

染しない。

　検定方法Epicure，Majestic，Up－to・date，Pre・

sident等の品種に汁液接種でLocal　lesionを生ずる。

また接木ではTOP－necrosisを生ずる。

24．POTATO　VEINAL　NECROSIS　VIRUS
　別名　Necrose　das　Narvuras

　分布南米
　寄主植物　ジャガイモ，タバコ

　病徴Veinal　necrosisという名称はタバコ上の病

徴より導かれたものである。血清学的にはPotato

virus　Yと関係があるようであるが，タバコ上での反

応ではPot段to　virus　Yはエソを生じないので，明瞭

に区別できる。しかし，ジャガイモ上の病徴はPotato

Vims　Yと似ている。

　伝染方法　汁液，モモアカアブラムシ

　検定方法　タバコ（WhiteBurley）＝Vein　necrosis

を生ずる。

25。CRI：NKLIE　MOSAIC（漣葉モザイク）

　別名　Crinkle

　分布　おそらくPotato　Virus　XとPotato　VirusY

の存在する地帯全域と思われる。

　寄主植物　詑ヤガイモ

　病徴　Potato　Vims　XとPotato　Virus　Yの複合

感染とされている。

　症状は緑色の葉に黄色或は淡い緑色の斑点ができ，

濃緑の部分が少し高まるため葉は波形を呈する。光沢

を帯びる場合が多い。20－50％の減収となる。

　伝染方法　接木，汁液

　検定方法　タバコ（White　Burley）には汁液接種に

てエソを生ずる。

26。RUGOS：E　MOSAIC（縮葉モザイク）

　分布　ジャガイモ栽培地全域

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　Potato　Virus　XとPotato　Virus　Yとの複

合感染によるものとされている。

　黄色或は淡緑色の斑紋は主として主脈の近くに発生

し，葉脈の下や葉柄に黒い条斑エソが現われる。茎葉

の質は脆くなる。株全体が萎縮する。

　伝染方法　汁液・Potato　Virus　X保毒ジャガイモ
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にはモモアカアブラムシで伝染する。

　検定方法Potato　Virus　XとPotato　Virus　Yを

前述の方法により各々検定する。

27．POTATO　YELILOW　VEIN　VIRUS
　分布　U．S．A．，エクアドル3コロyビア

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　葉脈が鮮黄色を呈し，緑色の地色に対して目

立つ。外観は幾分要素欠乏症を思わせるようなので，

みまちがえ易い。植物体が生長すると鮮黄色は薄れて

殆んど平常となる。

　伝染方法　接木，昆虫ではコナジラミが伝染する可

能性がある。

28．ジャガイモ萎黄病タイプ　1

　分布　日本

　寄主植物　ジャガイモ，トマト，ペチュニア

　病徴　農林1号では最初轍葉の周縁が少し槌緑する

が，次第に葉縁から裏葉にかけて赤紫色をおびるよう

になる。槌色が増加するとともに葉は上方に捲き始め

る。葉腋からは槌緑した枝を出し，茎に沿って伸び

る。初期に轍葉の葉柄は直立性をおび∫老葉は下方に

捲く，その後腋枝の基部や葉柄の附着部は赤紫色とな

り，次第に膨大し，また気中塊茎を生じる。罹病植物

は萎縮し殊に頂葉は甚しく萎縮する。更に病勢が進行

すると益々槌色して老葉上に褐色の斑点を生じ，すべ

ての葉が上方に捲き萎縮枯死する。1株中に1～2茎

が萎凋する症状が普通みられる。また地中にある茎の

下端を裂いてみると導管の部分が褐変している。Pu－

rple－topに類似するものとみられている。

　伝染方法　キマダラヒロヨコバイ

　検定方法　指標植物としてトマトを使用するとトマ

トに葉脈透化を現わし，葉片は下方に曲がる。新しい

枝は黄化萎縮する。ペチュニアの1種には槌色黄化が

現われ叢生する。

29．ジャガイモ萎黄病タイプ　皿：

　分布　日本

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴　轍葉は萎縮し葉縁黄化して充分に展開せず，

次第に葉腋より轡曲した枝を抽出してその基部が膨大

し気中塊茎をなす。葉の下方の葉腋は時に細い多数の

枝を下方に向けて生ずる。

　タイプ1と異なる点＝腋芽が伸長する際に直立性が

顕著でなく，横這い状に轡曲して伸長し，時には枝の頂

部が下向になることもある。U・S・D・A・Seedling

41956はタイプ1に対して明らかな病徴を示さない。

　伝染方法　媒介昆虫不明（おそらくキマダラヒロヨ

コバイと推察される。）

　検定方法　トマト3轍葉の葉縁が槌緑黄化し，次第

に全体が槌緑し遂には萎凋枯死する。タイプ1では萎

凋しない。

　ペチュニア：頂葉の葉縁が黄化萎縮する。枝は直立

性となり，葉は上向に捲き上がる。僅かに叢生萎凋枯死

30．POTATO　WITCHフS　BROOM　VIRUS

　　　（ジャガイモ天狗巣病）

　別名　Chlorogenus solani, Chlorophthora solani,

Hexenbesenkrankheit，　Leptomptropus solanacea-

rum,Potato　Virus11，Potato　wilding　or　semi－

wilding　Virus，Tomato　Witch）s　Broom　Virus，

Tobacco　Witchヲs　Broom　Virus，Zwergstrauchkra－

nkheit，Solanum Virus 15，叢生萎縮病

　分布　U．S．A．，イギリス，ポーランド，ソ連，ドイ

ツ，アイルラソド，チェッコスロバキア，カナダ，中

国，日本

　寄主植物　なす科:トマト，タバコ，Nicotiana

glitompsa. N.rustiva，まめ科：ナンテンハギ，

Trifolium spp．，きようちくとう科:Vinca rosea,

あかざ科＝テyサイ

　病徴　罹病薯から繊弱な枝条が多数密生する。この

枝条は伸長不良で茎葉は黄緑色を呈し，葉は単葉とな

る傾向が強い。葉柄は長く，葉片は小さく，多少捲縮

して葉縁は黄色をおびる。茎は細く円筒状で節部から

しばしば葡旬枝を生じ，これは往々更に．分枝して先端

に小塊茎又は葉を生ずることがあ1る。

　伝染方法接木，ネナシカズラ，キマダラヒロヨコ

バイ

　潜伏期間　20日～30日

　検定方法　指標植物トマトにジャガイモの罹病枝を

接木すると頂葉葉縁が槌色黄化し，葉柄は下方に轡曲

する。腋の伸長が盛んとなり，葉は狭小となって青白

色に槌色し，時には葉裏は紫色を呈する。植物全体が

萎縮する。

31．POTATO’YE：LLOW：DWARF　VIAUS

　別名　Augreoenus vastans var.vulgiars, Marmor

vastand, Marmor vastans var. vulgaris, New
York　Potato　YeUow　Dwarf　Vims，Solanum Virus

16

　分布　U・S・A。，カナダ

　寄主植物　なす科：トマト，タバコ，ナス，シロバ
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ナヨウシュチョウセンアサガオ，Nicotiana rustica,

N.glutinosa, N,langsdorffi, N.sylvestris, N.

glanca, N.paniculata, N. sanderae, Physalis

pubescens,まめ科＝クリムソンクローバー，ペニバナ

ヅメクサ，アカツメクサ，ソラマメ，きく科：キヌガ

サギク，Callistephus Chinensis. Chrysanthemum

leueanthmeum var. pinnatifidusa,あぶらな科＝チ

リメンガラシ

　病徴　罹病植物はずんぐりして楼小となり，茎は黄

緑色を呈する。生長する部分は早く枯れる。茎は割れ

髄の中や節の外表に赤い斑点が現われる。また時には

節間やその他の部分にも現われる。小葉は通常捲くが

時に．は漣葉となる。次の3つのStrainが知られてい

る。

　　（1）　New　Jersey　strain

　　（2）　New　York　strain

　　（3）StrainB5
　伝染方法　汁液，昆虫（ヨコバイの1種），種子伝染

不明

　検定方法　指標植物としてNicotiana glutinosaを

使用，Yellowingを生ずる。

　　（1）　New　Jersey　strain

　別名　Aureogenus vastans var.agaeliae

　分布　U・S・A．，カナダ

　寄主植物　クリムソンクローバー，Nicotiana glu-

tinosa, N.rustica

　病徴　外見上はそれ程の病徴を現わさないが識別は

できる。葉脈の褐色Necrosisを生じ，また古い葉は一

般に黄色化する。New　York　strainよりもNicotiana

rustica上の病徴は明瞭でない。

　伝染方法　ヨコバイ類（Agallia constricta, A.

quaforiPanctata）

　検定方法 Nicotiana rustica:初期のLesionは

New　York　strainよりも明瞭でない。

　　（2）　New　York　strain

　分布　U・S・A．，カナダ

　病徴　New　Jersey　strainの症状と大体似ているが

クリムソンクローバーの若い葉に特有のVein　clea・

τingとYellowingを現わす。

　伝染方法　ヨコバィ（Aceratagallia sanquinolenta

　検定方法　Nicotiana rustica 上の病徴は　New

Jersey　strainよりも明瞭である。

　　（3）StrainB5
　別名　Auregenus vastans var. lethale

　分布　U，S・A．，カナダ

　病徴　1Woo∫伽4鰯s’Jo召ではNecrotic　greyの

1esion　が形成され，全身的に黄化し，広汎な　Vein

necrosisを生ずる。葉はくずれ枯死する。

32．POTATO　Y’肌LOW　TOP　VIRUS

　別名　Potato　Apical　Leaf－rool　Virus，So如n％御

7〃％s17

　分布　U・S・A。，カナダ，オランダ

　寄主植物　ジャガイモ

　病徴Aster　YellowsやWitch’s－broomに関係が

あるようである。

　伝染方法接木

33．PS’皿LID　Y皿、LOW　DISERSE　VIRUS

　別名　Solanum Virus 18

　病徴　全身病で，Abnorma1に発芽生長する。これ

はpotato　psyllidの営養に原因するとされており生

理病とする向もあるが，Witch7s－broomに近いとみる

向もあり確かでない。

34．TOMATO　SPOTTED　W皿T　VIRUS
　別名 T.S.W. Ananas Virus 1,Kromnek　or

Kat　River　disease　Virus，Lethnu australiense var.

typicum, Lycopersicum Virus 3 ，Pineapple　Side

rot　VirusシPineapple　Ye110w・spot　Virus，Tomato

Virus1

　分布　オーストラリア，イギリス，フラソスその他

ヨーロッパー円，U・S・A．，カナダ，ハワイ，南アメリ

カ，南アフリカ，ニュージーランド，中国

　寄主植物　きんぽうげ科：Aquilegia vulgris等

5種，けし科：シペリヤヒナゲシ，Papaver sp。，あぶ

らな科3タマナ，Cheirathus sp．，たで科：．Polygo-

num sp・，のうぜんはれん科＝ノーゼソハレ：ソ，

Tropaeolum sp．，しゅうかいどう科：Begonia sp・，

まめ科＝ソラマメ，インゲンマメ，エ：ソドウ等6種，

せり科：セロリー，まつむしそう科＝Scabiosa sp．，

きく科：ヒャクニチソウ，Dahlia variabilis，チシ’ヤ，

キンセンカ等15種，さくらそう科：ヒメサクラソウ，

Primula sinensis等4種，おおばこ科：オオバコ，

ききょう科：マルホキキョウ，ユウギリソウ等5種

　（Lobelia　sp。を含む。），なす科：トマト，タバコ，

ナス，ジ’ヤガイモ，トウガラシ，ペチュニア等50種，

ごまのはぐさ科：Calceplaria sp。等5種，いわたば

こ科:Gloxinia sp・，しそ科：Salvia sp・，さといも

科：オランダカイウ，ひがんばな科：Hippeastrum

sp．，Amaryllis sp．，パイナップル科3パイナップル

（29）
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あやめ科 : Gladiolus sp，

　病徴　上葉にZonate　Necrotic　spotを生ずる。茎

にはNecrotic　streakを生じ，茎の先端は崩壊する。

植物体は倭化し，小さい塊茎を生ずる。

　伝染方法　汁液，昆虫（Thrips tabacci, Frankli-

niella insularis）

　潜伏期間　Petunia：48～72時間，Nicotiana：3～

4日間
　検定方法 Petunia sp,:Local　lesion，Nicotiana

glutinosa: Local　lesion

　　　皿　球根，宿根草類のウイルス病

　　　ユリ（Lily，Lilium　spP。）

　1。LILY　ROSETTE　VIRU’S（萎黄病）

　別名　Lily　yellow・flat　Virus，Lily　Virus1

　分布　U．S．A。，イギリス，スウエーデ：ソ，日本

　寄主　テッポウユリ，ヤマユリ，エゾスカシユリ，

スカシ’ユリ，カノコユリ，キカノコユリ

　病徴　若い葉は下向し，ときにねじれや奇形を呈す

る。葉は黄化し上葉は赤くなる。草丈は小さくなる。

花は小さく，または開花しない。葉の横断面はしばし

ぱ凸レンズ型をしている。また維管束部にエソを生ず

る。感染球は年々小さくなる。

　伝染方法　ワタノアプラムシ

　検定方法　葉の切片を0・05％のトリパンブルーで染

色し，検鏡すると通導組織にエソが見られる。

2．LILY　SYMPTOMLESS　VIRUS
　別名　Adelonosus lilii B,et S.

　分布　U・S・A．，カナダ，イギリス，スウエーデy，

目本その他

　寄主　テッポウユリ

　病徴　殆んどの個体に含まれている①これのみでは

病徴は示さないがCucumber　mosaic　virusと混合感

染すると葉に褐色斑点が生ずる。すなわち葉脈に沿っ

て長めのはじめ黄色のちに灰色から褐色のエソを生ず

る。萎縮し草丈は小さく，葉にねじれが伴う。花形は

小さく捻曲し，完全な花は咲かない。鱗茎はほとんど

腐る。

　伝染方法　ワタノアブラムシ

　検定方法　CMVとの複合感染により褐色斑点病と

なる。

3．　LILY　RINGSPOT　VIRUS

　別名　Tobacco　ring　spot　Virusのstrain（？）

　分布　U．S．A。

　寄主　テッポウユリ，タバコ

　病徴　葉にかすかな斑紋を生ずる。

　伝染方法　汁液，モモアカアブラムシ

　検定方法　タバコを用いる。

4．TULIP　BREAKI：NG　VIRUS（モザイク病）

　別名　Marmor tulipae H．，Tulip　mosaic　virusン

Tulip　vims1

　分布　U．S・A。，イギリス，オランダ，ドイツ，スウ

エーデン，オーストラリア（P），日本

　寄主　テッポウユリ，ヤマユリ，カノコユリその他

のユリ，チューリップ

　病徴一般的にははっきり病徴は現われないが，軽

い場合には葉にかすかな不規則な淡緑の条斑ができ

る。葉の大きさや形には変化はみられないが，はげし

い場合は斑紋のほかに奇形が加わり，のち槌色部にエ

ソ斑ができる0

5．LILY　MOTTLIE　VIRUS（緑色濃淡モザイク病）

　分布　U。S．A．，日本

　寄主　テッポウユリ

　病徴　葉に緑色濃淡のモザイクを現わし，淡色部は

葉肉がうすい。葉は萎縮し，奇形を呈することもあ

る。花は多く裂開する。

　伝染方法　アブラムシ類（ワタアブラムシ，モモア

カアブラムシ，ナスヒゲナガアブラムジ）

6．　LILY　LATERT　VIRUS

　別名　Marmor mite H.

　分布　U・S・A．，イギリス，日本，その他

　寄主　タカサゴユリ，オニユリその他のユリ

　病徴　葉に緑色濃淡のモザイクを生ずる。

　伝染方法　汁液，アブラムシ（ワタアブラムジ，モ

モアカアブラムシ）

7．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS（モザイク病〉
　別名　Lily　mosaic　virus．，Marmor cucumeris H.,

Cucumis　virus1，etc．

　分布世界各地
　寄主　ヤマユリ，テッポウユリ，オニユリ，タカサ

ゴユリ等各種ユリ類およびその他の各種植物

　病徴　葉にモザイク症状を現わす。

　伝染方法　汁液，アブラムシ類

　検定方法　指標植物としてペチュニア，ダチュラ等

を用いる。

8。NECROTIC　FLEC：K　COMPLEX（褐色斑点病，

　　黄色条斑モザイク病）

　　　　（Lily　symptomless　virusと　Cucumber

（30）
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　　　mosaic　virusとのComplex）

　分布　U．S。A．，日本，その他

　寄主　テッポウユリ

　病徴　葉脈に沿って長めの黄色，のち灰色から褐色

のエソを生ずる。草丈は低く，花形は小さく，エソを

生じ捻れる。鱗茎はほとんど腐る。

　伝染方法　および検定方法は前掲のとおり・

9．CROO：K：N：ECK　COMPLEX（急性落葉病）

　　　　（Cucumber　mosaic　virusとTulipa　virus

　　　とのComplex）

　分布　日本

　寄主ヤマユリ

　病徴　蕾のつく頃急に全葉をふるい落し，茎の先端

が曲がり黒褐色となり，小さなステッキを突き立てた

ようにみえる。

　伝染方法　汁液，アブラムシ

　　チューリップ（Tulip，Tulipa gesneriana L.

1．TULIP　BREA：KI：NG　VIRUS（モザイク病）

　別名　Marmor tulipae H．，Tulip　mosaic　virus，

Tulipa　virus1

　分布　U・S・A．，オランダ，ドイツ，イギリス，スウ

エーデy，オーストラリア（？），日本

　寄主　チューリップ，ユリ

　病徴　一般に花弁に斑入りを生ずるのが特徴。ウイ

ルスの種類によって増色性の斑入りと槌色性の斑入り

を生ずる。またときに両者が組合わさって複雑な斑入

りを生ずる。なお葉にも条斑や斑紋を生ずる。

　伝染方法　汁液，アブラムシ（モモアカアブラムシ

ジャガイモヒゲナガアブラムシ，チューリップアブラ

ムシ）

　検定方法　指標植物としてタカサゴユリを用うる・

また抗血清により検定する。

2．TU1、IP　WHITE　STREA：K　VIRUS

　分布　イギリス

　寄主　チューリップ

　病徴　葉脈に沿つて白い条斑を生ずる。植物体は倭

小になり，花は退化する。

　伝染方法汁液

　検定方法　指標植物としてタバコを用いる。

3．　TOBACCO　NECROSIS　VIRUS

　別名　Marmor lethale H．，Nicotiana Virus 11

　分布　U・S・A．，ドイツ，オランダ，デ：ソマーク，イ

ギリス，ハンガリー（？）

　寄主　チューリップ，タバコ，トマト，インゲン，

エゾギク等

　病徴　葉に細長い淡色のエソを生じ，そのまわりは

暗色で縁どられる。一部の葉は楼化し，ねじれる。ま

れに花弁や茎にも暗色のエソ条斑ができる。

　伝染方法　汁液，土壌伝染

　検定方法　指標植物としてタバコ，Guar等を用い

る。

4．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS

　　ヒヤシンス（Hyacinth，Hyacinthus orientalis

　L．）

1。OR：NITH：OGALUM　MlOSAIC　VIRUS（モザイ

　ク病）

別名

分布

寄主

病徴

Marmor scillearumS．et　B．

U．S。A．，オラyダ，デンマーク，日本

ヒヤシyス，オオアマナ属の一種

幼葉に淡緑色の斑点，または斑紋を生ずる。

ひどい時はエソを生じ，葉はしわになり，ねじれてし

おれる。また葉の数は少なくなり，花梗をださぬか，

だしても萎縮した奇形のものを生ずる。花茎には濃淡

緑色の斑点を生ずる。花は小型となり落ち易い，また

数も少なくなる。

　伝染方法　アブラムシ類（ワタアブラムシ，モモア

カアブラムシ，ユリアブラムシ）

　検定方法　抗血清による。

　　スイセン（Narcissus，Narcissus SPP・）

1．INARCISSUS　MOSAIC　VIRUS　（黄斑モザイ

　　ク病，モザイク病）

　別名　Graydisease　virus，Narcissusstripevirus，

Yellow　stripe　virus

　分布U・S・A．，カナダ，イギリス，オランダ・日本

　寄主スイセ：ソ

　病徴　植物体は萎縮し，葉には条斑およびモザイク

を生ずる。普通にはクロロシスと異常増殖によるコブ

を生ずる。また奇形を呈することもある。花には淡色

または緑色の斑入りができる。球根は小さくなる・

　伝染方法　アブラムシ類（エyドウヒゲナガアブラ

ムシ，イバラヒゲナガアブラムシ，マメアブラムシ，

ミカyヒゲナガアブラムシ等），汁液，根の接触等

　検定方法　抗血清による。

2．WHITE　STREAK　VIR’US（白斑モザイク病）

　別名　Silver　streak　virus

（31）
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　分布　U．S。A．

　寄主スイセン

　病徴　葉にはじめ細い暗緑色の条斑が入り，のち灰

色または黄色化する。花梗にも条斑を生ずる。

3．　DECLINE VIRUS

　アマリリス（Amaryllis，Hippeastrum hybridum

　HORT．）

1．TOMATO　SPOTTED　WILT VIRUS（輪紋モ

　ザイク病）

　別名　Ananas virus 1, Lethum australiensis

var．typicum H，Lycopersicum　virus3，PineapPle

yellowspot　virus，Tomato　virus　l　etc。）

　分布　U・S・A．，カナダ，オランダ，ドイツ，フラン

ス，イギリス，ペルギー，ソ連，オーストリア，スウ

ェーデy，ハワイ，キューバ，プエルトリコ，アルゼ

ンチン，ブラジル，南ア連邦，トルコ，インド，中国，

ニュージラyド，その他

　寄主　アマリリス，グラジオラス，カyナ，ダリア，

アネモネ，ペゴニア，イソゲン，ササゲ，トマト，タ

バコ，ジャガイモ，その他100余種

　病徴　葉にたくさんの黄色または白色の点が生じ，

これらは独立または連続して斑紋となる。これに赤色

のエソが伴い，最後には黄化枯死する。

　伝染方法　スリップス（ネギアザミウマ等），汁液

　検定方法　指標植物としてペチユニア，ZV．gJ躍∫・

％050を用いる。

2。CUCUMBER　M：OSAIC　VIRUS（モザイク病）

　分布　U。S・A．，日本等各地

　寄主　アマリリスその他

　病徴　葉脈に沿って淡緑と濃緑の大小の条斑ができ

る。ときに輪紋またはダイヤモ：ソド型をつくる。

　伝染方法　アブラムシ類，汁液

　検定方法　指標植物として1〉．8伽∫魏05召，ソラマ

メ等を用いる。

　グラジオラス（Gladiolus，Glagiorus gamdave-

　　　nsis　VAN　HOUTTE）

1。BEA：N　YELLOW　MOSAIC　VIRUS（モザイ

　ク病）

　別名　　Bean black　root　virus，Bean　virus　2，

　　　Phaseorus virus 2，　etc．

　分布　U。S．A．，キューバ，カナダ，イギリス，ドイ

ツ，デンマーク，オランダ，イタリア，ペルギー，二

ユージランド，日本

　寄主　グラジオラス，マメ科植物等

　病徴　葉にモザイク斑紋が生じ，花に斑入りができ

る。

　伝染方法　アブラムシ類（マメアブラムシ，モモア

カアブラムシ）汁液

　検定方法　抗血清および指標植物としてソラマメを

用いる。

2・CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）
　分布　U。S．A．，カナダ，デンマーク，ドイツ，ニュ

ージランド，日本，その他

　寄主　グラジオラス，その他の植物

　病徴　葉に槌緑色の条斑ができる。ときにエソを生

ずる。花には白い斑入りができ，しわになったり，奇

形となる。

　伝染方法　アブラムシ類，汁液

　検定方法　指標植物としてソラマメ，N．glutinosa

等を用いる。

3・ASTER　YELLOW　VIRUS（萎黄病）
　別名　Collistephus virus 1，Chlorogenus callis

tephi H）

　分布　U・S・A．．カナダ，ハンガリア，バーミューダ

目本

　寄主　グラジオラス，エゾギク等

　病徴　球茎からはたくさんの弱々しい芽がでて，上

葉は黄化萎凋し，頂部が枯死する。花は緑色のままで

突然黄化し，しおれる。茎には通導組織の変色叉は退

イヒカ三みられる。

　伝染方法ヨコバイの1種（Macrosteles divisus）

4．　TOM：ATO　RINGSPOT　VIRUS
　男U名　　Nicotiana virus 13, Ring spot virus No2

　分布　U．S．A．

　寄主　グラジオラス，タバコ，その他

　病徴　花穂が正常のものより短く，わずかに楼化す

る。

　伝染方法汁液

　検定方法　指標植物としてタバコを用いる。

5．　TOBACCO　RINGSPOT　VIRUS
　別名　Annulus tabaci H.,Green　ringspot　virus，

Nicotiana virus 12,Ringspot　virus　No．1，Yellow

ringspot　virus

　分布　U・S・A．，カナダ，デンマーク

　寄主　グラジオラス，タバコ，ジャガイモ，キュウ

リ等

（32）
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　病徴　感染植物は楼化し，葉に白色，黄色または褐

色の斑点や斑紋を生ずる。球茎には輪点を伴う。To・

bacco　mosaic　virusと混合感染すると極緑色の輪紋と

1ine　pattemを生ずる。またBean　yellow　mosaic

virUSと混合感染すると帯白色の斑点を生ずる。

　伝染方法　アブラムシ，汁液

6．その他　Tob＆cco　mosaic　virus，Tomato

　spotted．wilt　virus，Pea　mosaic　virus等が

感染する。

　　クロッカス（Crous，Crocus spp．）

1。IRIS　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）

　別名　Iris virus 1, Marmar iriais H.

　分布　U．S。A”　イリギス，オラyダ，フランス，

ブルガリア，日本

　寄主　クロッカス，アイリス類

　病徴　葉脈に沿って条斑が入り，全体に淡黄緑色と

なる。キバナサフラソ，薬用サフラソは浸されない。

　伝染方法　モモアカアブラムシ，汁液，接触

　検定方法指標植物として球根アイリスの品種

Wedgwoodを用いる。抗血清による。

　　アイリス（lris，Iris SPP．）

1．IRIS　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）

　別名　Iris virus 1，Marmor iridis　H，

　分布　U．S。A．，イギリス，オラyダ，フランス，ブ

リガリア，目本

　寄主　アイリス類，チューリップ，フリージア等

　病徴　一般に条斑またはモザイクを生ずる。球根ア

イリスでは植物体が萎縮し，葉に斑紋，花に斑入りが

でき色は暗色となる。

　伝染方法　アブラムシ類（モモブカアブラムシ，ジ

ャガイモヒゲナガアブラムシ），汁液，病組織の挿し込

み等。

　検定方法指標植物として球根アイリスの品種

Wedgwoodを用いる。抗血清を用いる。

2．　TOBACCO　RI：NGSPOT　VIRUS

　別名前と同じ。

　分布　U。S・A．，カナダ，デンマーク

　寄主　アイリス，グラジオラス，ジャガイモ等

　伝染方法　アブラムシ，汁液

フリージァ（Freesia，Freesia refracta KLETT）

1。FREESIA：MOSAIC　VIRUS（モザイク病）

’
別
名
　
　 Freesia　virus1

分布　イギリス，オラyダ，イタリア（P），スカy

ジナビア地方，ニュージランド，日本

　寄主　フリージア

　病徴　初め葉に水浸状の点ができ，のちこれは乾き

白くなる。ひどい時はこれらが癒合し，大きな病斑を

つくる。Lilac・blue　marion種では，苞に明らかなモ

ザイクが生ずる。

　伝染方法　アブラムシ　（Macrosiphum euphor-

biae），汁液

　検定方法　抗血清による。

2．BEAN　YEL：LOW：MOSAIC　VIRUS

　別名　Freesia　Virus1

　分布　U・S・A．，カナダ，イギリス，ドイツ，イタリ

ア，オラyダ，デソマーク，日本

　寄主　フリージア，その他

　病徴　葉に明らかなモザイクが生じ，花は完全に開

かないことが多い。未開花の花弁は半分位の大きさで

不規則なふさが生じ，有色品種では槌色部分ができ

るo

　伝染方法　アブラムシ，汁液

　検定方法　指標植物としてソヲマメを用いる。抗血

清による。

　ダリア（Dahlia，Dahlia variabilis DESF・）

1．DAHLIA　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）
　別名　Dahlia　leaf－curl　and　rosette　virus，Dahlia

runting　virus，Dahlia　stunt　or　dwarf　vims，）Dahlia

virus 1, Marmor dahliae H

　分布　U・S。A．，フラ：ソス，ドイツ，オラ：ソダ，オー

ストラリア，日本等各地

　病徴　葉脈緑槌が特徴で，葉脈に沿った部分は黄化

する。品種により葉の奇形や火ぶくれ状のものができ

る。全体に節間が短くなり，萎縮，叢生する。

　伝染方法　アブラムシ類（モモアカアブラムシ，ワ

タアブラムシ，ジャガイモヒゲナガアブラムシ等），

汁液，接木

　潜伏期間　5週間

　検定方法　指標植物として百日草を用いる。抗血清

に，よる0

2．　DAH：LIA　RINGSPOT　VIRUS

　分布　U。S。A．

　寄主ダリア

　病徴　感染葉に不規則な同心輪紋，ジグザグ模様，
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又は複雑な模様を生じ，ところどころに緑色が島のよ

うに残る。圃場では萎黄化ののちエソを生ずるものも

ある。

　伝染方法接木

3．DAHLIA　YEI・LOWRI：NGSPOT　VIRUS（黄

　色輪紋病）

　別名　Dahlia virus 2 B

　分布　U。S。A．

　寄主ダリア

　病徴　明瞭な黄色の同心輪紋とジグザグ模様を生ず

るo

　伝染方法接木

4．　DAHLIA　OAKLIEAF　VIRUS

　別名　Dahlis virus 3

　分布　U．S。A。

　寄主　ダリア

　病徴　葉の中央部を横切って黄緑色のカシ’ワ葉型の

線ができる。

5。TOMATO　SPOTTED　WILT　VIRUS（輪紋モ

　　ザイク病）

　分布　U．S・A・，イギリス，オラyダ，フラ：ソス，

オーストラリア，アルゼソチン，その他

　寄主　ダリア，キク，シネラリアその他

　病徴　2つの型があり，1つははっきりしたモザイ

ク斑紋，他は同心輪紋または波形の線を生ずる。病徴

は成熟した植物では比較的軽微である。

　伝染方法　スリップス，汁液

　検定方法　指標植物としてペチュニアや1〉・8伽躍

％034を用いる。

6。CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）

　分布U・S・A．ライギリス，ドイヅ，フラyス，日本

等各地

　寄主ダリア
　病徴　感染葉は明るいモザイク症状を呈するか，ま

たは同心輪紋を生ずる。

　伝染方法　アブラムシ，汁液

　検定方法指標植物としてソラマメ，百日草等を用

いる0

7．POTATO　YELLOW　VIRUS

　　カンナ（Canna，Canna generalis BAILEY）

1．CANNA　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）

　分布　U。S．A．，ハワイ

　寄主　カソナ

　病徴　はじめ支脈に沿って鮮かな槌緑色の線が生じ

のち紡錘形となる。さらに進んで中肋から脈に平行に

槌緑色の条斑を生じ，葉にはしわがよってカールす

る。また奇形，小形となり，裂開することがある。一

般に花をつけない。

　伝染方法アブラムシ類（モモアカアブラムジその

他），汁液

　検定方法　指標植物としてイソゲンを用いる。

2．ASTER　YELLOW　VIRUS
　分布U・S・A”その他

　寄主　力yナ，アスター，グラジ’オラス等

　病徴　はじめ若い葉が黄化し，新芽の先端から枯れ

る。感染植物からでる腋芽は弱々しく，黄化し萎縮し

ている。ついには枯死する。

　伝染方法　ヨ：コバイの一種

3．　CUCUMBER　M：OSAIC　VIRUS

　分布　U・S・A．，フイリッピン，日本等

　寄主　カンナその他の植物

　病徴　葉脈に沿ってモザイク症状を呈する。

　伝染方法　アブラムシ類，汁液

　検定方法　指標植物としてソラマメ，N.glutinosa

等を用いる。

4．TOMATO　SPOTTED　WILT　VIRUS

　アネモネ（Anemone, Amemone coronaria L.)

1．A：NEMONEALLOIOPHYLLIYVIRUS（モザ
　　イク病）

　別名　Anemone virus 1, Galla anemones H。

　分布　ドイツ

　寄主アネモネ

　病徴　葉は肥厚し，捻れて奇形を呈す。茎，葉柄も

多少厚みを帯びてくる。花は歪み，形はくずれる。

　伝染方法　汁液，土壌（病患部を土壌に混入した場

合）

2．　ANEM：ONE　M：OSAIC　VIRUS

　分布　イギリス，オラyダ

　寄主アネモネ

　病徴　花にエソができ，生育は衰える。花は奇形を

呈し，槌色斑点ができる。冬になると葉柄にエソがで

き，生長点から枯れる。

　伝染方法　アブラムシ，汁液

3．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS
　分布　イリギス，デンマーク，ニュージランド，オ

ーストラリア
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　寄主　アネモネその他

　病徴　葉は下方ヘカールし，葉柄は短くなる。花は

奇形を呈し，縁が裂ける。植物体は倭小となる。

　伝染方法　アブラムシ類，汁液

　検定方法　指標植物としてChenopodium abum,

百日草等を用いる。

4．　ANEMONE　LATENT　VIRUS

　寄主アネモネ
　伝染方法　アブラムシ（モモアカアブラムシ等），汁

液

　検定方法　指標植物としてタバコ，アカザを用い

る。

5．TOMATO　SPOTTED　WILT　VIRUS

6．　TOBACCO　NECROSIS　VIRUS

7．ASTER’YE皿OW　VIRUS

　　ラナンキュラス（Rananculus，Rananculus asia-

ticum L.）

1・RA：NU’：NCULUS　MOSAIC　VIRUS（モザイク

　　病）

　寄主　ラナyキュラス

　病徴　葉にモザイク症状を現わす。

　伝染方法汁液

　検定方法　指標植物にヅルナ，タバコ，キュウリ等

を用いる。

2．　SUGAR　BEET　CURLY　TOP　VIRUS

3．ASTER　YE皿OW　VIRUS

　ペゴニア（Begonia, Begonia spp。）

1、TOMATO　SPOTTED　WILT　VIRUS
　分布　イリギス，ドイヅその他

　寄主　ペゴニアその他

　病徴　葉に輪紋状または帯状の斑点が生じ，あるも

のは斑紋となる。楼小となる。花は貧弱である。

　伝染方法　スリップス，汁液

　検定方法指標植物としてペチュニア，N・8伽涯

”0脇を用いる。

2．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS
3．　CABBAGE　BLACK　RINGSPOT　VIRUS

　アリウム（AIlium，11〃伽吻SPP・）

1．0：NION　YELLOW　DWARF　VIRUS
　別名　Allium,, virus 1, Marmor cepae H.,

Yellow　dwarf

2．ASTER　YELLOW　VIRUS
　別名　Yellow　’

1．

2．

フリチラリア　（Fritillaria，Fritillaria vertic-

　　illata var. Thunbergii BAK．）

CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS
TULIP　BREAKI：NG　VIRUS

　　オーニソガラム　（Star　of Bethlehem, 0mitho－

　　galum，Ornithogalum arabicum H.）

1．　ORNITHOGALUMl　MlOSAIC　VIRUS

　別名　Marmor scillearum D.et. B,.Mosaic

2．　TUHP　BREAKING　VIRUS

　　グロキシニア（Gloxinia，Gloxinia speciosa）

1．ASTER　YELLOW　VIRUS

2．TO：MATO　SPOTTED　WILT　VIRUS

　　イキシア（lxia，Lxia maculata L.）

1．　IRIS　MOSAIC　VIRUS

　別名　Mosaic

ガルトニア　（Galtonia，　Galtonia condicans

DECNE，）

ラケナリア　（Lachenalia，Lachenalia tricolor

　var．nelspnii BAKER）

　　シラー（Wildhyacinth，Scilla，Scilla spp。）

1．ORNITHOGALUM　MOSAIC　VIRUS
　別名　Marmar scillearum S. et. B,.Mosaic

　　カーネーション　（Carnαtion，Dianthus caryo-

一
‘y〃％3L）

1．CAR：NATIO：N：MOSAIC　VIRUS（モザイク病〉

　分布　U・S・A．，イギリス・オラyダ2デyマーク

（7），イタリア（？），目本

　寄主　カーネーショソ

　病徴　葉にモザイクを生じ，ときに花に斑入りがみ

られる。カーネーショyは本ウイルスに100％感染し

ているが，単独感染の場合はそれほどひどい病徴を生

じないが，他のウイルスと混合感染するといろいろな

病徴を生ずる。

　伝染方法　モモアカアブラムシyアカダニ，スリッ

プス，接木，接触
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　検定方法　指標植物としてDianthus barbatys,千

日紅を用いる。抗血清による。

2．CARNATIO：N　STREAK：VIRUS（条斑モザイ
　　ク病）

　分布　U・S・A．，日本

　寄主　カーネーショy

　病徴　1～L5mm巾の黄色又は赤色の斑点と斑紋

が葉脈に沿って現われる。下葉はのち黄化枯死する。

　伝染方法　モモアカアブラムシ

　潜伏期間　25～60日

3，CAR：NATIO：N　YEH・OWS　CO：MPLIEX（萎黄

　　病）

　　　（Camation　mosaic　Virus，Camtion　streak

　　　VirusのComplex）
　分布　U・S・A，，イギリス，オラ：ソダ，日本

　寄主　カーネーショソ

　病徴　葉にはげしい斑点，条斑，モザイク症状を生

じ，花には明瞭な斑入りを生ずる。葉は枯死しやすく

極端なときはほとんどの葉が枯死する。

　伝染方法　モモアカアブラムシ，接木

4。　CARNATION　RINGSPOT　VIRUS
　分布　U・S。A．，イギリス，ドイツ，デンマーク

　寄主　カーネーシゴy

　病徴　はじめ灰色の輪紋が生じ，のち不規則な槌色

斑点が生ずる。斑点を伴うモザイクを生ずることもあ

り，ときに奇形やカールを伴う。

　伝染方法　汁液，ナイフ（病茎を切った）

　検定方法　指標植物としてDianhus barbatus,千

日紅，ハコペ等を用いる。

5．　CARNATION　M：OTTLE　VIRUS

　分布　U．S．A．，イギリス

　寄主　カーネーショy

　病徴　わずかに葉に斑紋を生ずるか，または病徴を

現わさない。

　伝染方法　汁液，ナイフ（病茎を切った）

　検定方法　指標植物として D.barbatusを用いる。

抗血清による。

6．　CARNATIOH　VEIN　MOTT：LE　VIRUS
　寄主　カーネーショ：ソ

　病徴　最初若い葉は葉脈選化となり，ついで萎黄斑

点または斑紋を生ずる。

　伝染方法　モモアカアブラムシ，汁液

　検定方法　抗血清による。

7．　CARNATION　I」ATENT　VIRUS

8．ASTER　Y肌LOW　VIRUS

　　キク（Chrysanthemum，Chrysanthemum mori-

forium var．sinensis　MAKINO）

1。CHRYSARTHEMUM　STU：NT　DISEASE
　VIRUS隻萎縮病）
　別名　Chrysanthemum　stunt　mottle　Virus，

Marmor chrysanthemi H．

　分布　U．S，A．，カナダ，オヲソダ

　寄主　キク，シネラリア等

　病徴　草丈は楼小，徽葉は黄化し直立，赤花では白

斑が入る。一般に花は小形となる。

　伝染方法　汁液（手，ハサミ），接木，ネナシカヅラ

　潜伏期間　4～6週間または数カ月

2．CHRYSANTHEMUM　ROSETTE　VIRUS
　　（叢生病）

　別名　Ivory　seagull　mosic

　分布　U。S。A。

　寄主　キク

　病徴　特定品種にのみ発病する。Blazing　gold種

では葉脈に沿って黄色となり，葉は波状となり，萎縮

する。Good　news種では黄色モザイクを生じ，叢生

状となる。Ivory　seagull種では外見健全にみえるが

普通このウイルスが存在する。

　伝染方法汁液

3。CHRYSANTHEMUM　VIRUS　Q（モザイク病）

　分布　U。S．A．

　寄主　キク

　病徴　一般に生育が抑制される。淡緑色の葉脈緑帯

を生ずるか，または黄緑色のモザイクとなる。花には

変化がない。このウイルスとStunt　virusが混合感染

すると症状が激しくなる。

　伝染方法　汁液，接木

4・CHRYSA：NTHEMUM　VIRUS　B（モザイク病）

　分布　U。S．A．，イギリス，オランダ

　寄主　キク

　病徴　Good　news種では葉に黄色斑点を生ずる。

　伝染方法　アブラムシ類（モモアカアブラムシ，ジ

ャガイモヒゲナガアブラムシ，その他），汁液

5．CERYSANTHEMUM　ASPERMY　VIRUS
　分布　U．S。A．，イギリス，オランダ

　寄主　キク，エゾギク，トマト，タバコ，ペチュニ

ア等

　病徴　葉には白色の線状斑紋が生じ，萎黄斑点が散
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在する。花は歪み，小花はカールする。正常のものよ

り小さくなる。

　伝染方法　アブラムシ類（モモアカアブラムシ，ジ

ャガイモヒゲナガアブラムシ，その他），汁液

　検定方法指標植物として，ツルナ，アカザを用いる。

6。TOMATO　SPOTTED　WILT　VIRUS（輪紋モ
　　ザイク病）

　分布　U・S・A．，オランダその他

　寄主　キクその他

　病徴　一般に病徴不明瞭か，または黄緑色の斑点，

輪紋等を生ずる。

　伝染方法　スリップス，汁液

　検定方法　指標植物としてペチュニア，N,gluti-

％osαを用いる。

7．ASTER’YELLOW　VIRUS

8．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS

　　ラン類（Orchids，Cattleya spp., Cymbidium

spp，．Dendrobium spp., Vanda spp., Odontoglosum

SPP。）

1，CYMBIDIUM　MOSAIC　VIRUS（モザイク病）

　別名　Cymbidium　black　streak　Vims，Orchid

mosaic　virus

　分布　U・S・A．，ハワイ，イギリス，フランス，オー

ストラリア，その他

　寄主　シンビジューム，カトレヤ，デンドロウビゥ

ム，レリオカトレヤ等

　病徴　シソビジューウム3葉のモザイクが特徴で古

い葉には褐色のエソができる。このエソは小さな斑点，

条斑または輪紋状となる。生育はおくれ，植物体は弱

くなる。

　カトレヤ＝葉つエソが特徴で，褐色ないし黒色の輪

紋，条斑または不規則な形のへこんだ部分が生ずる。

感染初期は葉に小さな白斑がみられるのみである。

　デンドロビウム：葉にモザイク，または葉脈間に黄

緑の条斑ができる。ときにエソが伴う。花には斑入り

が生ずる。

　伝染方法汁液

　検定方法　指標植物としてシロバナヨウシュチョウ

セソアサガオ，C4∬招ooo耐6窺oJおを用いる。抗血

清による。

2．　CATTLEYA　MOSAIC　VIRUS

　分布　U．S．A．

　寄主　カトレヤ，シンビジューム等

　病徴　カトレヤ：葉にはモザイク症状を現わし，花

　にも斑入りが生ずる。

　シyビジューム：葉にモザイクを生ずる。

　伝染方法汁液，モモアカアブラムシ

　潜伏期間　約32日

3．　ODONTOGLOSSU：M　RINGSPOT　VIRUS

　分布　U．S．A。

　寄主　オドントグロッサム，カトレヤ，シソビジュ

ーム，デンドロビューム，バンダ

　病徴　オドyトグロッサム：はじめ葉に淡緑ないし

淡黄緑色の円形，または楕円形の輪点が生じ，のちこ

のまわりは黄化する。さらにその後この輪紋はエソで

縁どられる。ときに幾重にも輪が重なる。

　カトレヤ，シソビジューム，バyダ＝Cymbidium．

mosaic　virus　と混合感染して葉にモザイク症状を現

わす。

　伝染方法　汁液，アブラムシ（？）

　検定方法　指標植物として百日草を用いる。抗血清

による。

4。　VANDA　I。ATENT　VIRUS

　分布　U．S．A．

　寄主バyダ

　病徴　このウイルスのみでは特に病徴を示さないが

Cymbidium　mosaic　virusと混合感染すると葉に根緑

斑紋を生じ，ときに奇形がみられる。花では斑入りが

でき，ときに楼化し，花被には奇形がみられる。

　伝染方法汁液

　検定方法　抗血清による。

5．　CUCU：MBER：MOSAIC　VIRUS

　W．花木類およびその他植物類のウィルス病噛

　バラ（Cultivαted　Roses，Rosαspp。）

1．COWL－FORMI：NG　V皿US
　分布　チエッコスロバキア

　寄主植物　バラ　（Rosa lucida,R．rugosa, R.

orgesti, R. moyesi, R.arrensis），セイヨウシナノ

キ（Lime　trees:Tilia cordata, T. platyphyllus,

T．macrophylla），European　elm

　病徴　円錐形頭巾状をした異常葉を呈することが特

徴であるが，他の原因によってもかかる異状を現わす

ことがあるので注意する必要がある。

　伝染方法　接木，ばらの間では汁液伝染が可能であ

る0

2．　DIEBACK　VIRUS
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　別名　Rose　Wilt　Virus，Rosa Virus 3 Marmor

flaccumfaciens 　HOLMES

　分布　オーストラリア（特にヴィクトリア），ニュ

ージラソド，イタリア，タスマニア（？）

　寄主植物　バラ（Rosa　hybrids）

　病徴　まず若枝上の葉に特有のそり返りがみられ

る。それらは葉柄に群生して発生し，多くの鐡が生ず

る。葉は落葉前に黄緑に変色し，茎の先端部から下方

に向かって次第に落葉しはじめる。第2の特徴は茎に

現われ，まず茎上に黄緑色部分が生じ，基部は黒褐色

に変化して次第に全茎に及んで枝枯れし，葉芽は先端

部が褐変腐敗する。時として恢復することもあるが最

後には全株が萎れる。

　伝染方法　芽接。イタリアではアブラムシ（Marro-

siphum sp.）で伝染すると報告されている。汁液（こ

れはRose　streakと異なるところである。）。

　検定方法　接木して10・一20日後病徴が現われる。

3．YELLOW：MOSAIC　VIRUS
　別名　Rose　Mosaic2and3，Rosa　Virus2

　分布　フランス，ペルギー，ブルガリア，チェッコ

スロバキア，北アメリカ（カリフォルニア），ブラジル

　寄主植物　バラ（Rosαsp・）接木によりリyゴ，ナ

シ，モモ

　病徴　葉の槌緑がRose　mosaicよりも明瞭で淡緑

色となり，葉にひだを生ずることが多い。

　伝染方法　接木（バラからバラヘ）。ブルガリアでは

罹病Ro脇8観加のウィルスをリンゴ，ナシに接木

伝染した記録があり，またリソゴのウィルスをRぎ泌

」此4およびナシに伝染させている。

4．　STREAK　VIRUS
　別名　Rosa　Virus 4，Marmor veneniferum

HOLME：S

　分布　U．S・A・（メリーラソド，島ユージャージー・

ニューヨーク，テキサス，バージ’ニァ），U・S・A・以外

では記録されてないが，北半球から育成品種として輸

入されているものに本病を確認している。

　寄主植物　バラ（Rosa hybrid perpetual, R. h.

multifloras, R,h. wichuraianus R. h. rugosas h.

Bengals，Niosettes，Chinas，Polyanthus，Manetti，

R．odorata Sweet ：tearose）

　病徴　バラの品種によって病徴が色々と異なり，次

の3つの病徴が認められている。

　ω　充分開いた葉に褐色の葉脈緑帯および輪紋を生

　　じ，時には茎上にも褐色一緑色の水浸状輪紋を生

　ずる。

　（2）葉に褐色斑を生じ，成熟前に落葉する。

　（3）Multiflora　roseおよびWichuraiana　roseでは，

　　黄緑色の葉脈緑帯を生じ，茎上にも水浸状灰色輪

　　紋や，或はぽやけた褐色輪を生ずる。

　伝染方法　接木および芽接

　検定方法　接木によって18～40日後に病徴が現われ

る0

5．　MOSAIC　VIRU’S

　別名　Rosα『Vか％s1，Rose　Infectious　Chlorosis・

Vims，Marmor rosae HOLMES

　分布　U・S・A．（東部及び中部諸州では主に温室バ

ラに，時には庭園バラに，太平洋岸諸州では庭園バラ

に見られる。），イギリス，ブルガリヤ，ブラジル，デ

ソマーク，ニュージーラソド

　寄主植物　バラ（Rosa manetti R. odorata R.

multiflora, R, eslifera M.）potentilla monspe-

liens L.，P.rectva L.,エゾヘビイチゴ（Fragaria

vesca L．），Fragoria sp．，Wild　wood　rose（Rosa

gymnacirpa），Thimble　berry（Rubus parvi florus），

ウリ科（キウリ，スイカ，Cucurbita maxima L.,

C．pepo L．），マメ科（ササゲ，Crotakaria interme-

dia L．，　Cyamopsis tetragono;obus（L．）　T。，

Dolichoe biflorus L .,phoseolus aconitifolium

I.,P.,aureus R.,P. vulgaris L.），　キヨウチクト

ウ科（Nerium oleander L.,ニチニチソウ），ヒルガ

オ科（サyシキヒルガオ，Convolvulus tricolor L．），

キク科（Ctnara eaidunculus L.），ナス科（Nicotiana

enthamiana D.,N.,forgetiana S.,N,fragrans

H．，N. glutinosa L., N, occidentalis W.,N,

rustica L. Petunia hybrida L.）

　病徴　葉上に黄色部分を生ずる。バラの品種によっ

て病徴を異にし，tea　roseでは，株が倭化し，株上

のどの部分においても，根上でも倭化がみられる。

Mad＆m　Butterfly種では，病害が著しい場合には花

弁が殆んど白色を呈し，その基部は黄色となる（正常

株では花弁は明るいピソク色）。葉は歪曲して中肋もし

ばしば曲がって萎縮する。また明瞭な槌緑が中肋に沿

って現われ，葉片はひだをうつ。以上のとおり品種に

よって楼化，花色の変化，葉の萎縮，葉脈透化，槌緑等

がみとめられるo

　伝染方法　芽接，接木，バラからバラヘの機械的伝

染はInhibitor存在のために成功しないが，他の寄主

に対しては可能である。特にBufferに浸漬された罹

（38）
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病ササゲの葉は強力な接種源となる。

　検定方法　ササゲ上でchlorotic　ringを生ずる。キ

ウリの子葉上で淡い槌緑斑を生じ，さらに進んで3週

間内にキウリは枯死する。またCyamopsis psoraloi-

de DC。の葉に局部エソを生ずる。

6。　PEACH　RING　SPOT
　別名　　Annulus cerasae HILDEBRAND，　Prunivir

circummaculum FAWCETT

　分布　U．S．A。（カリフォノレニア，ワシントソ他），

ヨーロツノミ

　寄主植物　モモ，へyトウ，アyズ，スモモ，スミ

セイヨウミザクラ，セイヨウミザクラ，サクラ，Rosβ

sp・

　病徴　葉にモザイクを生ずる。

　　ボタン　（Tree　peony，　Paeonia suffruticosa

　　ANDR．）

1．　PEONY　RINGSPOT　VIRUS

　別名　Paeonia Virus 1，PeonyInfectiousChloro-

sis　Virus，Peony　Mosaic　Virus

　分布　フラyス，イギリス，日本，U．S．A．（マサ

チユウセッツからヴァージニア，カンサスおよびミシ

ガyまで。カリフォルニア，ワシyトン）

　寄主植物　ボタy，シャクヤク，Paeonia so・

　病徴　葉に黄色不正形の斑を生じ，明瞭な黄色モザ

イク斑となる。時には小壊死斑点を併発することもあ

る。また黄色斑は槌緑輪紋となる場合が多い。

　検定方法　本ウイルスはタバコに伝染するが，接種

源として槌緑斑から採取した場合に限られている。

2．その他のウイルス病

　Sunflower　Mosaic　VimsおよびTomato　Spotted

Wilt　virusはPoεo吻sp・に寄生するものとして挙

げられているo

　　ライラック（Lilac，Syringa vulgaris L）

1．　1」ILAC　RINGSPOT　VIRUS

　別名　Lilac　Ring　Mosaic（？）

　蜀布　ノルウェー，イギリス，ブルガリア，チエッ

コスロバキア，ユーゴースヲビア，ソ連，U．S．A。（

ミシガン，　ミネソタ）

　寄主植物　ライラック

　病徴　葉に淡緑～黄色斑紋，明瞭な幅狭い線状斑，

幅広い輪紋，帯紋がみられる。特には著しい変色，裂

開等を併発することもある。最近では病徴は葉の先端

に近い部分に多く見出されている。

　伝染方法　接木，芽接

2．：LILAC　WITCH’S　BROOM　VIRUS

　分布　U・S・A・（マリーランド）

　寄主植物　Japanese　lilac（S．japonica DEcNE），

Common　hlac（S．vulgaris L．），Regal　privet（Ligus．

trum obtusifolium var. orgelianum(K。）REHD。），

Glossy　privet（L. lucidum AIT。）

　病徴　Japanese　lilac＝“Brooming　type”を示し側

芽は2・》6個の長い分枝を有し，正常葉の1／4又はそれ

以下の小葉を着生する。小葉は形が正常の時もあるが

時には縮んで捲葉する場合があり，糸状を呈す。Broo・

mingは株の先端部に．多く，明緑色の槌緑斑点を有す

る葉を着生する場合が多い。

Common　lilac：葉脈の黄色透化を引起こし，　3～12

カ月後天狗巣症状が現われる。Reg＆l　privet＝葉脈透

化を起こし，3カ月後病徴のでた葉の腋芽内に貧弱な

側枝が発生する。なお，Glossy　privetは一般に抵抗

性寄主の中に入れられている。

　伝染方法　接木（昆虫による媒介その他の伝染機構

については殆んど確認されていない。）

　　ニセァカシア（Black　locust，Falseacacia，Robi-

　nia Pseudoacccia L.）

1．LOCUST　WITCH’S　BROOM　VIRUS
　別名　Robinia　Brooming　Virus，Robinia Virus

1，Polycladus  robiniae MC.K., Chlorogenus robi-

niae HOLMES，Brooming　Disease

　分布　U。S。A。（ペンシルバニャ，ジョージャ，ア

ーカンソー，オハイオ，ノースカロライナ，ケ：ソタッ

キー，テネシイ，ネブラスカ（7）

　寄主植物　ニセアカシヤ

　病徴　葉脈が透化して後新葉が変形し更に細長い枝

が多くでて天狗巣症状を呈す。根部も弱くなって短縮

し黒くなり，また細根がたくさん叢生する。直径7イ

yチ大の木では，樹の2／3が症状を示し，幹上にCushion

（芽が集団して発生し，その表面に小葉が着生する。）

を形成，典型的なCushionは径4～5cm，厚さ約1

cmを有する。大木では病散は比較的少ないが，切穂

の芽にはしばしば病徴をみとめることができる。

　伝染方法　芽接，接木

　　フヨウ類（Hibiscus，Hibiscus spp。）

1．　BEET　CURLY　TOP　VIRUS

（39）
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　別名　Beta Virus 1, Chlorogenus eutetticola

HOLMES，Ruga　verrucosans CARSNER　and　Ben-

nett,Sugar　Beet　Virus1

　分布　U。S・A・（カリフォルニヤ，ワシyトソから

南ダコタ，ネブラスカ，テキサスに到る地域），アルゼ

ンチy，（トリエステ？）

　寄主植物　Hibiscus spp．その他テンサイ，キウリ

イソゲン，カボチャ等19科70一》80種に寄生する。

　伝染方法　ヨコバイ類（Eutettiz tsnellus BAKER），

ネナシカズラ（Cascuta campestris YUNCKER），汁

液（？）

　検定方法　タバコ，Datura stramonium等を用い

て検定する。

2．HIBISCUS　YELLOW　VEIN　MOSAIC

　　VIRUS
　分布　イソド，セイロ：ソ

　伝染方法　コナジラミの一種（Bemisia tabaci

GENN．）

3．MOSAIC
　：分布　U。S．A．（フロリダ）

　寄主植物　プツソウゲ（H．rosa-sinensis L.）

　備考　本病がウイルス性のものかどうかは疑問であ

るo

　ツバキ類（Camellia，Camellia sp．）

1．CA：MELLIA YE皿OW　MOTTOLE　VIRUS
　分布　U．S。A．，日本（？）

　寄主植物　ツバキ類

　病徴　葉に黄色斑紋を生ずるが斑紋の形は様々であ

る。ときには葉の周縁が槌緑し，また汚斑その他の斑

点を生ずる場合がある。花も斑紋を生ずるか白色化す

るが，花の斑入と葉の斑入との関係は不明である。

　伝染方法　接木（自然感染の経路は不明である。）

2．　RING　SPOT

　分布　U・S・A・（ルイジアナ，サウスカロライナ）

　寄主植物　ツバキ

　備考　本病がウイルス性のものか否かは不明であ

るo

1．

C．

　分布　プラジル（サンパウロ）

　寄主植物　E．prumifolia , Datura stramonium

なお，コナジ’ラミで伝染可能なものは，ソバ，オオセン

ナリ，Oxalis sp．，Phyllanthus corcovadensisが挙

げられる。

　病徴　葉上に明緑，明黄，黄金色或は白色がかった

極めて明瞭な斑紋を生ず。また野外の古い罹病株では

葉に赤色斑紋をみることもある。また葉の形状には変

化はないが葉脈に沿って黄色化し，また槌緑斑がみら

れることもある。若い株では感染後6～12日で病徴が

現われる。

　伝染方法汁液，コナジラミの一種（Bemisia
’tabaci

　ユウホルビア（Euphorbia，Euphorbia prumi-

　！o廊）

　EUPHORBIA：M［OSIC　VIRUS

別名　Euphorbia Virus 1,Marwor conspicuum

and　B．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）

　．ワタ（Cotton,Gossypium spp.）

1．　COTTON　I』EAF　CURL　VIRUS

　別名　Gossypium Virus 1 , Ruga gossypii

HoLMEs，Cotton　Leaf－crinkle　Virus

　分布　エジプト，スーダy，ナイゼリア，フイジ㌦

伊領ソマリーラyド，ゴールドコースト，シエラレオ

ネ，仏領西アフリカ，インド，フィリッピン，ソ連

　寄主植物　ワタ，Sackel　cotton（G．pervianum

CAv．×G．barbadens L・），Upland　cotton（G．

hirsulum L.）Hibiscus cannabinus L. H.

sabdariffa L.,Okra(H,esculentus L.)　タチア

オイ，　Marraviscus arboreus CAV., Gossypium

vitifolium LAM., (Sida alba L., S. Cordifolia

L.,S.urens L., Urena labata L., Abutilon sp

　病徴　Sakel　cotton＝成育しきった葉での病徴は明

瞭でないが，若い葉では小葉脈が厚くなり，はじめは

点在するが次第に結合してLeaf　curlに到る・圃場で

の被害は大きい。

Hibiscus＝捲葉症状は極めて顕著で葉脈が長く下方で

瘤状となる。葉は小さく上方に向かって捲葉する。時

として葉は槌緑し，葉脈は暗緑色，葉にモザイク症状

を呈す。

Althaea rosea :Bunchy topを引き起こす。

　伝染方法　コナジラミの一種（Bemisia gossypi-

perda MISRA & LAMBA, B.goldiugi）

　検定方法　指標植物：Hibiscus canabinus

2。　COTTON　SMALL－LEAF　VIRUS

　別名　Cotton　Stenosis

　分布　ボンペイ，マドラス，パンジヤブ

　寄主植物　Gossypium arboreum L.var.typicum
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f.indica（Perenial　Rozi　Cotton），　なお，　Cotton

plants（Rozi，American，Farilla，Gaorani，Mungari

Cotton）に接いで伝染することができる。

　病徴　地上部が極端に楼化する。罹病葉は多様な裂

けを起こして奇型となり異状を呈す。多くの場合葉に

斑紋を生じ，一般に結実しないようになる。特にROzi

Cottonで著しく，花は極めて小さく棉が形成されな

い。本病は根の生育にも影響を及ぽし被害の著しい株

の主根は先端が裂け，第2次根を多数発生する。罹病

株はそのままの形で容易に引抜くことができる。

　伝染方法　接木

3．　COTTON　VEINAI、：MOSAIC　VIRUS

　分布　南アメリカ

　寄主植物　ワタ属植物（Gossypium hirsutum L.

G.barbadense L.,G, punctatum, G,klotzchianum）

には自然感染，G.trilobumには人為的感染を行な

う。

　病徴　葉表に搬を生ずること，Common　cotton

mosaicにほぽ抵抗性であるSakel　CottonやG．

δ砂加惚郷θL．等を侵すこと，また容易に接木伝染が

できること等によってCommon　mosaicと異なる。節

間短縮，Bunchy・top，葉の暗緑色化，葉脈のBroken

mottling，葉の搬等が本病の特徴である。

　伝染方法　接木

4．DELPHINIUM　RINGSPOT　VIRUS
　別名　Peremia1－delphinium　Ring　Spot　Virus，

Annulus delphinii HOLMES

　分布　U・S・A・（カリフォルニア）

　寄主植物　Delphinium sp，ハナキyポクゲ，テソ

サイ，（Gossypium hirsutum（Upland　cotton，Acala

cotton），タバコ，Turkish　tobacco，N alata var.

grandiflora（Jasmine　tobacco），グルチノーザ，

Datura stramonium Petunia hybrida var. Crimson

king  キウリ（White　spine　cucumber）

　病徴　接種葉上には病徴は現われないが，接種後10

～12日後若い葉上に暗褐色不規則なエソ斑が直径5m

m以下の大きさで現われる。本ウイルスは汁液によっ

てタバコやキウリに接種できる。

　伝染方法　汁液

　検定方法　トルコタバコで接種後3～8日後，接種

葉に褐色のくぽんだエソ斑点（直径0．3～1．Omm大）

が現われ，その後次第に大きくなって3～4mm直径

の輪紋壊死斑となる。Datura stramonium上でトルコ

タバコよりやや小さい局部壊死斑を生ず。またWhite

spine　cucumber上では接種後5～10目で接種葉上に

中心が白色点でまわりがぽやけた淡緑色円型斑を生ず

る。

5．　COTTON　MOSAIC

　分布　U。S．A．（テキサス），日本

　寄主植物　GOss鎚伽粥spp．

　病徴　本病はウイルスによるものか生理的なものか

不明である。葉にモザイクを生ずる。

　　クワ　（Japanese　mulberry，Morus bombycis

KoIDz。，M. louh KOIDZ）

1．DWARF（萎縮病）

　分布　日本

　寄主植物　クワ

　病徴葉が縮少し，欠刻が消失して丸葉となり，表

面に搬縮を生ずる。固有の緑色を失って黄変し葉脈の

分布が少ない。枝条は発育が衰え節間短縮してロゼッ

ト状となり，脆弱となって葉序が乱れる。X一体を生

ずる。

2．VIRUS（モザイク病）

　分布　日本

　寄主植物　クワ

　病徴　葉裏が隆起してヒダや搬を生じ，重症の場合

は縮緬状となる。また糸葉と称して重症の場合葉肉部

や細脈が全く消失して主脈だけが残る。その他黄～白

色を呈する斑入，叢生，．枝条の楼小化，腋芽の早発お

よび罹病株の枯死を伴なう。　X一体を生ずる。

　伝染方法　接木

　　チヤ（Tea，Thea sinensis L.）

1．TEA　PHLOEM：NECROSIS　VIRUS
　別名　Camellia Virus 1

　分布　セイロソ

　寄主植物　チャ

　病徴　先ず根に靱皮部エソを発生，のちこのエソは

地上部にみとめられる。根のエソは本病の特徴で，根

の皮部をうすく剥皮することによって容易に認めるこ

とができる。茎でも剥皮によってエソを認めることが、

できるが形は小斑点から不規則斑まで色々である。葉

は捲葉する場合が多い。

　伝染方法接木（Seedling　graftsおよびRoot
grafts）

2。チヤモザイク病

　分布　日本

（41）
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寄主植物　チヤ

病徴　葉に黄白色斑点，または斑紋を生ずる。

伝染方法　接木，昆虫（？）

　アメリカニレ（Americanelm，Ulmus Ameri-

　cana L．）

1．ELM（AMERICA：N）PHLOEM：NECROSIS
　VIRUS
　別名　Marsus ulmi HOLMES

　：分布U．S．A．（アーカンソー，イリノイ，インデ

ィアナ，アイオワ，カンサス，ケンタッキー，ミシ’シ’

ッピイ，ミズリー，ネブラスカ，オハイオ，オクラホ

マ，テネシー，西バアジニヤ，アラバマ？）

　寄主植物　アメリカニレ（Moline，Vase，Hollyleaf

晶種）

　病徴　本病は1882年以来U・S・A・で発生が認められ

ており，オハイオでは102000本，Draytonでも20，000

本以上枯死した記録がある。ヨーロッパ，アジアのニ

レは本病に抵抗性であるがアメリカニレは殆んど侵さ

れる。感染後12～18カ月問漸次枯れつづけるか或は全

株が急激に萎凋乾燥し，3～4週間で枯死する場合も

ある。Butter　scotch　yellowが本病¢特徴で，剥皮し

た時靱皮部に槌色部がみられ，しばしば黒色一褐色斑

がみられる。靱皮部の被害のため樹皮は衰弱し，樹木が

枯死する際に離層する。最初根部が枯死，次いで株の

地際部の靱皮部が枯れ全体の萎凋落葉をひき起こす。

葉柄は下方に曲がり，葉は上向きに捲葉し，幅狭く灰

緑色を呈するので株全体が貧弱にみえる。のち葉は黄

緑色から黄色に変わり落葉する。導管部は変色しない。

　伝染方法　ヨコバイの一種（So妙加∫4ε％s’痂θ4％s，

E7ツ！h〆o留6％〆θoβ勉ρoグσ？）ンPatch　grafting

　備考　本病の予防としては，抵抗性のニレ品種に接

木することや，媒介昆虫駆除のため，葉が開葉しきっ

た時期および二次成長がはじまって1～2ケ月後にD

DTを撤布することが挙げられる。

2．ELM（AMERICAN）MOSAIC　VIRUS
　別名　Infectious　Chlorosis，Mottle　Leaf

　分布　U・S．A．（イリノイ，アイオワ，カyサス，

ケンタッキー，ミシガy，ミズリー，ニュージャージ

ー
，

オハイオ，オクラホマ）

　寄主植物　アメリカニレ

　病徴　罹病株の葉は健全株と形や大きさでは変わら

ないものもみられるが，一方大小の不正形をして硬直

するものもみられる。葉は典型的な黄色緑色斑紋を示

し鐡を伴う。先端や根の木部，皮部は何等変色しない

が木部は乾そうしてもろくなる。罹病株は年毎に勢力

が衰える。

　伝染方法　接木，Bark　patch　graftingなお，種子

伝染の報告があり，罹病株から採取した種子から僅か

にモザイク症状の子苗が発生し，これらを健全子苗に

接いで約25％典型的な病徴を確認している。

3．ELM　ZONATE　CANKER　VIRUS

　分布　U．S。A．（ニュージャージー，オハイオ，ミ

ズリー）

　寄主植物　アメリカニレ

　病徴　先ず皮部に靱皮部，皮部の生死組織による輪

紋を生ずる。のちその部分が拡大しその中央部は明暗

褐色部分の同心輪をつくり，かいようの周縁部は生組

織と枯死組織よりなる同心輪をつくる。この同心輪は

時には若い枝の樹皮上にも現われることがある。葉に

はエソ斑を生ず。

　伝染方法　Bark　patch　grafting

　備考　外見上健全とみとめられるアメリカニレに

Bark　patchで接木した場合，接穂に病徴の現われる

ことが多く，本ウイルスが相当潜在していること示し

ている。

　　イチビ類　（Abutilon，Variegated　abutilon，

　Abutilon striatum Dicks, clone thompsonii

　VEITCH）
1．　ABUT皿10N　M：OSAIC　VIRUS

　男巧名　　Infectious　Chlorosis　V　irus，Abutilon Virus

1，Marmor abutilon HOLMES

　分布　U．S・A．，ブラジル，トリニダート，ドイツ，

フラyス，イギリス

　寄主植物　イチビ類，Lavatera spp．

　病徴　本病は1868年西イソドからU。S。A・に輸入さ

れたものでAbutilon striatum（シヨウジヨウカ）に

発生して観賞用品種として繁殖されたものである。葉

の全面に槌緑斑紋を生じVariegationを引き起こす。

明瞭な黄色と緑色の雑色を生ずるが，A.thompsonii

にA.mullersに発生するタイプと著しい被害を呈する

A.megobotamicum varegatumに発生するタイプ

とがあり，これらが異系統によるものかでうかは不明

である。Abutilonは時に本病から恢復することがあ

り，全部或は一部に恢復がみられるが，これらは再感

染しやすい。

　伝染方法　接木（ヨーロッパ），或種の　Abution
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spp．は種子伝染が報ぜられている。また最近コナジラ

ミの一種（Bemisia tabaci GENN．）が媒介者としてブ

ラジルで発見され，ヨーロッパで接木のみで伝染する

のは本害虫の存在せぬためによるものとされている。

　備考　コナジラミで伝染可能な寄主は，イyゲン，マ

メ，大豆ンタチアオイ，オオセンナリ．ラッカセイ，ジャ

ガイモ，ワタ，Hibiscus cannabinus, H.esculentus,

Cyamopsis tetragonoloba，White　Lupineが挙げ

られている。また試験の結果伝染可能な寄主として

は，Abutilon Crbareum SWEET, A. avicennae

GAERTN，．A. esculentum ST.HIL.,A. megapota-

miccum, ST．HIL。and　NAuD。A,regnrlli MIQ,. A.

Sellowianum REGAL, A, venosum LEM., A

vitifolium PRESL., Althaea ficifolia CAV., A.

officinalis L., A.rosea CAV.（タチアオイ），

Anoda hastata CAV.,Kitaibelia vitifolia WILLD，

Malva borealis , M,crispa, M. manritiana MILL

M.Sylvestris L.（ゼニアオイ），M.verticillata L.

（フユアオイ）,Malvastrum capense GARCKE, Modi-

ola decumbens G DON,. Sid mollis HERB S.

napaea CAV., Sidalcea candida A. GRAYであ
る。

　ビヤクダン（Sandal，Santalum album L.

1．　SANDAL　SPIKE　VIRUS
　男U名　　Santalum virus 1, 　Sandal　Spikedisease

Virus，Sandal　Spike　Rosette　Vims，Chlorogenus

santali HOLMES

　分布　イソド（南部イ：ソドのMadras，MysOre，

North　CQimbatore地方）

　寄主　ビヤクダン（イyドで同様の病徴を示す寄主

としてZizyphus aenophia MILL．，Bodomaea vis-

cosa JACQ．，Starchytarpheta indica VAHI., Vin-

carosea L. が挙げられている。）

　病徴　罹病株は節間が短縮するため葉が一杯に群が

ることが特徴で，全ての枝に同時に現われるのではな

く，はじめ一部にみられて次第に全株に及ぶ。葉は枝

から硬直して突出しSpike－likeを呈す。後期には新

葉が次第に減少し，長さ1／3吋，幅1／、6吋大（正常葉は

長さ3吋幅1吋大）と倭化する。また淡緑色と変わっ

て次第に明瞭となる。

　伝染方法　接木（5～6月に接木した時もりとも伝

染率が高く，10月の接木の場合がもっとも低い。），ヨコ

バイの一種（Jassus indicus WALK）またHaustria

でも伝染するが，2～3フィートの若い株では成功し

ない。

　潜伏期間　3～4月

　検定方法　X一体を生ず。

2．　SA頁DAL　PEND’ULOUS　SPIKE　VIRUS

　分布　イソド

　寄主植物　ビヤクダソ

　病徴　Sandal　spikeのpendulous　typeで，感染

枝は一定の頂端成長をして長さ1～3フィートに達

し，細枝は垂下する習性がある。また罹病枝上の芽は

伸びないために極端に分枝し，ロゼット症状を呈す。

花は奇形を呈して小花梗は正常株の3～4倍に伸び，

花は結果に到らない。

　伝染方法接木

3．　SANDAL　LEAF－CURL：MOSAIC　VIRUS

　別名　躍α7郷o〆詔％6g疏HOLMES

　分布　イソド

　寄主植物　ビヤクダン

　病徴　本病には2つのStageがあり，第1は脈間に

明瞭なモザイク斑を発生して僅か捲葉する。また有色

タイプのビヤダンでは葉のヘリが赤褐色に変色するこ

ともある。第2は新葉の先が短縮して雛状の斑紋をつ

くり，葉の倭化が明瞭となって遂には内側に捲葉す

る。葉色は緑～淡緑色となるが，成熟すれば黄緑色に

変わる。Spike　diseaseと異なり。葉は幅より長さの

衰退が著しく，搬が多くなって成熟前に落葉する。節

間と葉柄の長さは減退する。

　伝染方法　Ring　burk－graft，なお，汁液伝染その

他の自然感染は充分研究さホていない。

　　イモノキ（Cassava，Manihot utilissima PoHL）

1．CASSAVA　MOSAIC　VIRUS
　別名　Manihoi Virus 1, Ruga bemisiae HOLMES，

Cassava‘‘Krausel　Krankheit”Virus，0chrosticta

bemisiae MCKINNEY

　分布　ゴールドコースト，ペルギー領コソゴ，フラ

yス領カメルーン，ローデシヤ，リペリヤ，マダカス

カル（アフリカ全土に．分布するものと思われる◎），ジ

ヤワ

　寄主植物　イモノキ，Manihot palmata MUELL．，

M. aipipohl,M.dulcis

　病徴　本病には3つの病徴がみとめられる。第1は

Chlorosisで，槌緑部分が黄白色～白色となり緑色部

分と明瞭な対象を示す。第2は槌緑部が特に葉脈に沿
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って現われる場合が多く，その他の病徴でも小斑点と

なって部分的に現われる。第3は全葉がほぼ同一のモ

ザイク斑を呈し，歪曲奇型を呈す。

　伝染方法　コナジラミの一種（Bemisia fossypi-

perda或はβ．sp．（β．nigeriensis CORB（P））によ

るものと推定されている。）・なお，これら昆虫は未熟

葉を通す場合に限り本ウイリスを伝染することができ

る。

　備考　StoreyおよびNicholsによれば，Cassava

mosaicはウイルスの複合によるものとしており，

Severe　strainとMild　strainの2つのグループを挙

げている。

2．　CASSAVA　STEM　LESION　VIRUS

　別名　Manihot Virus 2

　分布　東アフリカ

　寄主植物　イモノキ

　病徴　緑色．の茎上に暗褐色条斑をつくるものが特徴

で，葉にも黄色斑紋を生ず。被害が著しい場合には茎

に搬を生じ，地際部は容易に裂けるようになる。

　伝染方法接木

　　その他の植物類

1．　MOUNTAIN　ASH　VARIEGATION　VIRUS
　別名　Pyrus Virus 1,Pyrus　Variegation　Virus，

Infectious　Chlorosis

　分布　ヨーロツパ

　寄主植物　ナナカマド（Pyrus aucuparia）

　病徴　葉は先端が黄色となり後日白色を呈す。罹病

顕著の場合は黄色斑紋を生ず。或る種では黄色部分が

葉の先端にのみ限られることがあるがまた他方葉脈透

化を引き起こしまた主脈に沿って約2mmの幅で黄色

帯がみられる場合もある。槌緑組織は次第に白色化

し，遂には褐色となる。

　伝染方法　接木

2．ASH　WITCH’S　BROO：M　VIRUS

　分布　U・S・A・

　寄主植物　トネリコ（Fraxinus berlandieri）

　病徴　黄色の葉が特徴で，正常葉の約1／4」ノ、大とな

り，多数の細長い鉄線状の枝を生ずる。罹病株の葉は

健全株がすでに落葉した晩秋まで持ちたえる特徴があ

る。また罹病株から切った穂木は発根が少ない。

　伝染方法接木

3．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS
　木本喧物ではアジサイ　（Hyarangea maccophylla

Dc，），イボタノキ（Privet，Ligustrum vulgare L．）

に発生，葉に斑紋を生ずる。

4，　TOM［ATO　RINGSPOT　VIRUS

　別名　Tobacco　Ringspot　No．2，NicotianaVims

13，Annulus zonatus HOLMES

　木本植物では，U・S．A．でアジサイに発生した記

録がある。

5．　VARIEGATIO：N　OR　INFECTIOUS

　　CHLOROSIS
　分布　U。S，A。

　寄主植物　ジヤスミy（Jasmine，Josminum spp．）

　伝染方法接木

　備考　本病がウイルス性のものか否かは不明。

6．　VARIEGATION
　分布　U。S．A．

　寄主植物　イボタノキ（Ligustrum spp．）

　伝染方法接木

　備考　本病がクイルス性のものか否かは不明。

7．マサキのモザイク病

　分布　日本

　寄主植物　マナキ

　伝染方法接木

　備考　葉にX一嫁を生ずる。

V　種子伝染するウイルス病

1．　BEAN（ASPARAGUS）：MOSAIC　VIRUS

　分布　U・S．A。，日本その他，寄主の生育している全

地域。

　寄主植物　ササゲ，その他のvigna属植物。

　伝染率　SNYDER（1942）によると37％，T．HINO

（1960）によると0．26％である。

2．　BEAN：MOSAIC　VIRUS

　別名　Phaseolus Virus 1, Marmor Phaseoli

HoLMES，Navy　Bean　Mosaic　Virus，Azuki　Bean

Mosaic　Vims，Bean　Mosaic　Virus，Common　Bean

Mosaic　virus

　分布　寄主の生育している全地域に存在すると考え

られる。

　寄主植物　イソゲンマメ，アズキ，ライマメPha-

seolus acutifolium var. latibolius, P. lunatus,

P．calcaretus, P. aureus

　伝染率　REDDlcK等（1919），栗林（1926），PIERCE

等（1929），　MERKEL（1929），　FAJARDO（1930），

HARRISON（1935），村山（1941）その他多くの実験結果
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によると4～56％である。

　備考　同一萸中にある種子にも，伝染するものとし

ないものとがあり，着生位置には関係しないと考えら

れている。

　成育期間中の感染時期により，伝染率に差がある。

3．　SOYBEAN　M：OSAIC　VIRUS

　別名　Soybean　Virus　1,Soja Virus 1

　分布　U，S．A．，ドイツその他寄主の生育している全

地域

　寄主植物　ダイズ，インゲンマメ（？）

　伝染率　GARDNER等（1921），KENDRICK等（1924）

等によると10～40％である。

4．　BROAD　BEAN　MOSAIC　VIRUS

　分布日本
　寄主植物　ソラマメ

　伝染率　藤川（1951）によると0・73～0・94％である。

福士（1930）によると3／1056の健否不明のものを認

めた。

5．：LETTUCE　MOSAIC　VIRUS

　別名　Lactuca Virus 1，Marmor lactucae

HOLMES
　分布　U．S，A。，ヨーロッパ，ニュージーラソド，バ

ーミューダ，日本等

　寄主植物チシャ

　伝染率　SMITH（1957）によると種子伝染率の品種

間差異は1～8％であり，品種によっては種子伝染し

ないものもある。

　備考成育期間中の感染時期により伝染率が異な

る0

6．CUCUMBER　MOSAIC　VIRUS
　別名　Common　Cucumber　Mosaic　Virus，Cucum・

ber　Yellow　Mosaic　Virus，Cucumber　Yellowmott・

le　Mosaic　Virus，Cucumber　White　Pickle　Mosaic

Virus，Tobacco　Puff　Virus，Spinach－blight　Virus，

Southem　Celery　Mosaic　Virus，Celery　Virus

1，Cucumis Virus 1, Mramor Cucumeris var.

vulgare HOLMES，Murilaba Cucumeris(HOLM

ES）VALLEAU

　分布　寄主の生育している全地域

　寄主植物　Cucumis melo,キュウリ，Micrampelis

lobata（Wild　Cucumber）

　伝染率　SMITH（1957）によると0．卿εJoは普通8

～27％である。

　キュウリではBEWLEY（1930）が種子伝染を主張し

た。DOOLlfTLE等（1925）は否定し，Micrampelis

lobataで種子伝染すると主張した。

7．SQUASH　MOSAIC　VIRUS
　別名　Vegetable　marrow　mosaic

　分布U．S．A．，日本

　寄主植物　Cucumis Pepo, Cucurbita maxima

　伝染率　MIDDELTONE（1944）によるとC.pepoに

おいて0～37％の種子伝染を観察したとのことであ

る。小室（1956）によると2／666の発病をCucubita

maximaで観察した0

8．MUSK　MELO国MOSAIC
　分布　U．S。A．

　寄主植物　Cucumis melo

g．　MUSK　MELON　VIRUS

　別名　Marmor melonis RADER　eta1．

　分布　U。S．A．

　寄主植物　Cucumis flexuosus, C. Pepo,Cucu-

lbita moschata

　伝染率　RADER，FITZPATRICK等（1953）によると，

Cucumis flexousus, C.Pepo, C,moschataを通

じて種子伝染し，C．melaの伝染率は2・6・一6・4％で

あるという。

10．PEA　M：OSAIC　VIRUS

　別名　Pisum Virus 2, Marmor legminosarum

HOLMES，Pea　Vims1，Pea　Virus3，Pea　Mosaic

Virus2Common　Pea　Mosaic　VirusフRed　Clover

Mosaic　virus2

　分布　U．S。A．，イギリス，ヨーロッパ，オーストラ

リア，日本

　寄主植物　Lupinus　spp。

　備考　このVirus種子伝染しないと考えられてい

るが，DECKER（1950）によると伝染を認めたという。

11．TOBACCO　MlOSAIC　VIRUS

　別名　Mosaikkrankheit　des　Tabaks，Tobacco

Pockenkrankheit　Virus，Tobacco　Mosaic　Virus，

Tobacco　Calico　Virus，Tomato　Mosaic　Virus，

Ordinary　Tobacco　Mosaic　Virus，Tobacco　Green

Mosaic　Virus，Tobacco　Mosaic　A　Virus，Tobacco

True　Mosaic　Virus，Tobacco　Severe　Mosaic　Type

l　Virus，Toabcco　Distorting　Mosaic　Virus，Ordi・

nary　Field　Type　Tobacco　Mosαic　Virus，Pepper

Mosaic　Virus，Nicotiana Virus 1, Marmor tabaci

var．vulgare H．Musivum tabaci VALLEAU

　分布　恐らくは全世界
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　寄主植物　トマト，トウガラシ（P），タバコ（？）

　伝染率　その他　BEWLEY（1930）はトマトにおいて

6・04％，CHAMBERLAIN（1933）5。06％，MILBRATH

（1937）は16．0％の伝染を認めた。CHAMBERLAIN

（1950）によると不潔な種子からは発病し，醗酵または

塩酸処理による清潔にした種子からは伝染しないとい

う。森（1958）によるとTMVに侵されたトマトの種

子を室内に保存した場合は3％，乾燥器中に保存した

場合は0。2％種子伝染したという。C4ρs記泓解∫脇・

∫θε08％s（トウガラシ）では15一》30％の種子伝染が認め

られる。

12。TOBACCO　RINGSPOT　VIRUS
　別名　Tobacco　Virus10，Ringspot　Virus　No．1，

Nicotiana Virus 12, Annulus tabaci H.

　分布　U・S・A・，オーストラリア，ドイヅ，イギリス，

カナダ

　寄主植物　Petunia hybrida，ダイズ，タバコ

　伝染率その他HENDERSON（1931）によるとペチュ

ニヤの種子を通じて160／810・）19・8％伝染したといい，

DESJARDINS等（1954）によるとタイズのLincolnとい

う晶種を通じて54～78％種子伝染したという。また

VALLEAu（1932）によるとタバコで種子伝染したとい

う。

13．TOBACCO　YELLoW　RINGSPOT　VIRUS

　分布　U。S。A．，イタリア

　寄主植物　タバコ

　伝染率　SMITH（1957）によると1～17％である。

イタリアにおいてはMARCELLI（1956）の記録がある。

14．TOMATO　RINGSPOT　VIRUS
　別名　Tobacco　Ringspot　No．2，

　　　Nicotiana Virus 13

　分布　U．S．A．

　寄主植物ダイズ

　伝染率　RoBERT　P．KAHN（1956）によるとダイズ

のLincolnという品種を通じて44％種子伝染したとい

う。

15．TOMATO　BUNCHY－TOP　VIRUS

　分布西アフリカ

　寄主植物　Solanum incanum, Physalis perciana

　伝染率その他McCLEAN（1948）によると上の寄主

により種子伝染するという。

16．HOP　M：OSAIC　VIRUS

　別名　Hop　False　Nettlehead　Virus

　分布　U．S。A．，ヨーロツパ，イギリス

　寄主植物　Humulus spp。

伝染率　BLATTNY等（1954）によると100％である。

17．FAM皿Y　FORTY－ONE　YE皿OW　VIRUS

分布イギリス

　寄主植物　Beta vurgaris

備考WATsoN　HuLL等（1949）によるとBeet
yellow　Virusとは異なり，Family－41等で種子伝染す

るという。

18．CINERARIA　M［OSAIC　VIRUS

　分布　U．S．A．

　寄主植物　Senecio cruentus（シネラリア）

　伝染率　」ONES（1945）によると70％以上という。

19．ABUTILON　MOSAC　VIRUS
　別名　Abutilon　Infectious　Variegation　Virus，

　　　Abutilon Virus 1, Marmor avutilon H.

　分布　ドイツ，フランス，イギリス，U，S．A。

　寄主植物　Abutilon SPP。

20．DODDER　LATENT　MOSAIC　VIRUS
　別名　Marmor secretum, Cuscuta Virus 1

　　Cuscutavir secretum

　分布　U．S．A。

　寄主植物　Cuscuta campestris（ネナシカズラ）

21．BARLEY　FALSE－STRIPE　VIRUS
　分布U・S・A，，カナダ，日本

　寄主植物　Hordeum spp・（オオムギ属），

　　　Triticum spp．（コムギ属），Avena sativa

　　　（カラスムギ）

　伝染率　HAGBORG（1954），MCNEAL（1956），高橋等

（1957）によると50、’100％である。

22．CHERRY　RINGSPOT　VIRUS
　別名　Necrotic　Ringspot　Vims　of　Sour　Cherry，

　　　Tatter・leaf　Virus　of　Sweet　Cherry

　分布　U，S。A．（ミシガy，ニューヨーク，ワシy

トン，ペンシルペニア等），カナダ（オンタリオ）

　寄主植物　モモMazzard　Cherry，Prunus Mahaleb

　伝染率その他CoCHRAN（1946）によると，Mazzard

Cherryの種子を通じて25／467が伝染した。

C㏄HRAN（1950）によるとモモのLovel，RioOso

Gemにより種子伝染したという。

CATloN（1952）によるとCherry　Yellow　Virusに罹

病した木から採種した種子により24一》41％のCherry

Yellow　VirusおよびCherry　Ringspot　Virusに感染

した実生を得たという。

備考　Mahαleb　cherryは病徴を示めさず，モモの実

（46）
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生を検定植物として検出した。

　Mazzard　cherryとはPrunus aviumの野生，ま

たは栽培品種の実生に与えた名称である。

23．SOUR　CHERRY　YELLOW　VIRUS
　別名　Cherryyellow　leaf　Virus，Leaf　droP，

　　　　Chlorogenus cerasae

　分布　U。S，A．，カナダ

　寄主植物　Prunus Mahaleb ,.P. cerasus

　伝染率　CATION（1952）によるとP。MahalebP．

oθ錫s％s（Montmorency）のCherry　Yellow　Vims

罹病樹から採った種子により伝染したという。

24．AVOCADO　SUNBLIOTCH　VIRUS
　分布　U・S。A．，（カリフォルニア），パレスチナ

　寄主植物　Persea americana

25．CITRUS　PSOROSIS　VIRUS

　分布　U・S．A。，日本，その他

　寄主植物　レモン

26．CITRUS　XYLOPAROSIS　VIRUS

　分布　U・S・A．，パレスチナ，ブラジル，日本

　寄主植物　Orlando　tangelo，Mandarin，Kumquat

27．CITRUS　VEI：N　YELLOWI：NG　VIRUS

　分布　U。S。A。

　寄主植物　Limequat

28．ELIM（AMERICA：N）MOSAIC　VIRUS

　分布　U・S。A．（オハイオ，その他東部諸州）

　寄主植物　Ulmus americana

　伝染率　BRETZ（1950）によると，罹病樹から得た

種子より生じた実生は，1～3・5％のモザイク症状を

示した。

　備考　福士（1960）がCallahan（1957）から引用した

ところによると，健全植物の雌垂へ罹病植物の花粉を

授粉した場合，実生1523本中31％が罹病した。

29・桑のモザイク病

　分布　日本

　寄主植物　クワ

　伝染率福士（1954）によると約0。8－L2％である。

（47）


